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政府売渡価格の改定と製粉業界を取り巻く 
環境について

令和7年10月期の輸入小麦の政府売渡価格について、5銘柄平均（税込み価格）
で前期比▲4.0％、額にしてトン当たり2,560円（税込み）引き下げられることが発
表された。今回の改定についても、従来からの改定ルールに基づき、直近6ヶ月
間（令和7年3月第2週～令和7年9月第1週）の平均買付価格を基に算定された。
この算定期間中の小麦相場については、中東における地政学リスクの高まりや
米国及び欧州の作柄懸念を受け、一時5ドル/bu後半まで値を上げたものの、北
半球における収穫の進展を受けて、直近は5ドル/bu前半で推移している。為替
については、期間中の平均は1ドル147.2円となり、前期に比べて円高となった。
また、フレートについては中国経済の減速等による需要減の一方、米国の関税措
置に伴う駆け込み需要などにより、算定期間中の平均は前期と比べほぼ横ばいの
50.6ドル/トンとなった。また、今回の政府売渡価格の公表についても従来通りの
発表となった。今後も制度が安定的に運用されることを、強く望むところである。
今回の政府売渡価格が引き下げられたことで、5期連続の引下げとなった。こ
れは、国際小麦相場、為替相場、海上フレートが算定期間中は比較的落ち着いた
動きであったことを受けての結果である。一方で、我々製粉業界を取り巻く環境
は、決して楽観できる状況ではない。そこで、現在我々を取り巻く状況を改めて
整理したい。
まず、国際情勢に目を向けると、ロシアのウクライナ侵攻が長期化しており、
停戦に向けた見通しは立っていない。ただし、当該地区は戦時下ではあるものの、
黒海産の小麦は引き続き輸出されており、結果として世界の食料供給に与える影
響は限定的となっている。今後、ウクライナ情勢が更に悪化し、黒海産の小麦の
輸出が停滞するなどの事態になると国際相場に大きな影響を与える可能性があ
る。また、世界的な小麦の需給において注意しなければいけないことは、世界の
小麦の在庫量が5年連続で減少していることである。すぐに問題になる在庫水準
ではないものの、需要が生産を上回る状況が継続し、今後も毎年在庫が減少して
いくと世界的な小麦の供給懸念につながりかねない。更に、米国トランプ大統領
の関税政策に端を発した、各国の保護主義政策の推進による、食料のサプライチ
ェーンへの影響にも注視する必要がある。
次に、世界的な気候変動も目が離せない状況である。温暖化の影響は顕著にな
っており、気象庁の発表によると、世界の平均気温は2023年と2024年と2年連続
で過去最高を更新している。また世界各地で、熱波や山林火災、洪水や集中豪雨
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などの異常気象が日々報告されている。日本国内に目を向けると、記録的な高温
やそれに伴う渇水、局地的なゲリラ豪雨や洪水被害など異常気象が常態化しつつ
ある。本年は、日本が輸入している主要国の生産量に大きな影響はないが、異常
気象の影響で小麦の生産に影響が出れば、今後国際相場は大きく変動するリスク
がある。また、国内においても、北海道で40度を超える気温が記録されたことは
記憶に新しい。このような状況を受け、令和7年産の国内産小麦は、北海道産は
登熟期の高温・乾燥による未熟粒の増加、府県産は収穫期の降雨による生産量の
減少により当初契約を下回る見通しとなっている。気候変動の影響が、国内産小
麦の生産に影響を与えていることは否めない状況となっている。
国内の情勢に目を向けると、昨年の米の品薄に端を発した「令和の米騒動」を
受けて、政府は「米の安定供給等実現関係閣僚会議」において、米の増産に舵を
切ることを表明した。また、令和9年度には「水田活用の直接支払交付金」が抜本
的に見直されることとなっており、今後水田に関する政策が大きく転換されるこ
とが想定される。水田政策の転換は、国内産小麦の政策にも大きな影響を与える。
一方、本年4月に新たな「食料・農業・農村基本計画」が閣議決定され、小麦の生
産量目標137万トンが示された。水田政策の転換と基本計画との整合性がどのよ
うに整理されるのか、また、それにより国内産小麦の生産がどのように変化する
のか、注視する必要がある。製粉業界は、過去より国内産小麦の振興に努めてお
り、その需要も確実に増加している。政策転換により国内産小麦の安定供給に支
障をきたせば、今まで積み上げてきた需要が一瞬で失われ、それを回復するには
多大なる時間と労力が必要となることを忘れてはならない。
最後に、コストアップの状況についても言及したい。日本銀行が発表した、国
内企業物価指数を見ると5年連続で上昇しており、本年も前年同月比で3～4％の
上昇率で推移している。また人件費についても、厚生労働省が発表した令和6年
賃金構造基本統計調査によると、2024年の一般労働者の賃金は前年比3.8％増と
なっており、3年連続の増加となっている。現状を踏まえると、コストは今後も
引き続き上昇することが予想される。製粉各社は4月の政府売渡価格の改定を踏
まえた小麦粉価格の改定においては、コストアップ分も加味した改定を実施した
と見受けられるが、健全な企業経営のためには、今後も適切にコストを販売価格
に反映していくことが重要である。
このように、我々製粉業界を取り巻く環境は様々な課題があり、どの課題も一
朝一夕に解決できるものではない。しかし、これらの課題は避けて通ることは出
来ないものであり、関係者が情勢認識を共有し、製粉業界の使命である小麦粉の
安定供給を実現するために、常に中長期的視点を念頭に置いて、課題の解決に臨
んでいかなければならない。
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1．はじめに
製粉協会製粉研究所では、毎年全国の製粉各

社が使用している国内産小麦について品質評価
試験を行っている。今年も製粉会社の協力を頂
き、令和6年に収穫され各地で流通している主
要品種と、今後有望視されている新品種の小麦
試料を秋から冬の期間に入手した。その後、原
料小麦試験、ビューラー社製テストミルによる
製粉試験、テストミル60％粉による小麦粉の試
験、 二次加工試験（製めん試験、 製パン試験）
など、協会各社の技術陣が中心となって品質評
価試験を実施した。

毎年その試験結果を「国内産小麦の品質評価
（主要産地の主要品種および新品種）」として1
冊の小冊子にまとめているが、本稿ではこの試
験結果をもとに、令和6年産の生産状況、主要
産地の主要品種および新品種の品質評価の概要
を報告する。

2．令和6年産の概況
農林水産統計による令和6年産小麦の作付面

積は全国で231.8千haであり、 前年と同程度で
あった。 地域別では北海道が132.0千haで全国
の56.9％を占めており、続いて九州が37.6千ha、
関東・東山が21.4千ha、東海が18.0千haと、こ
れら地域が日本の小麦の主要産地になってい
る。以下近畿、東北、中国、四国の順はここ数
年間で変動がない（表1）。

収穫量は1029.0千トンとなり、 前年より68.0
千トン減少した。 地域別にみると北海道が
714.2千トン（前年差－2.9千トン）、九州109.5千
トン（同－42.9千トン）、関東・東山が80.1千ト
ン（同＋2.6千トン）、 東海が59.9千トン（同－
15.8千トン）となっている。また全国の品質は
検査等級で見ると1等比率が87.1％（前年85.6
％）、2等比率5.9％（同7.3％）、 規格外比率7.0
％（同7.1％）となっている（表2）。

令和6年産国内産小麦の品質評価について

平 尾 栄 志

表1　地域別小麦作付面積の推移� （単位：ヘクタール）

地域名 2年産 3年産 4年産 5年産 6年産
北海道 122,200 126,100 130,600 132,300 132,000 
東北 6,300 6,290 6,300 6,730 6,810 

関東・東山 20,500 20,400 20,800 21,400 21,400 
北陸 355 331 398 530 607 
東海 16,200 16,900 17,400 17,700 18,000 
近畿 8,090 8,230 8,480 8,920 9,200 
中国 2,690 2,890 2,950 3,130 3,200 
四国 2,400 2,490 2,850 3,110 3,000 
九州 33,900 36,300 37,600 37,900 37,600 

全国計 212,600 220,000 227,300 231,700 231,800 
農林水産省 令和6年産作物統計（普通作物・飼料作物・工芸農作物）2025年3月28日確報 より抜粋
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3． 主要生産地における生産状況と作柄に
ついて（表1、表2）

＜北海道＞
北海道は全国の生産量の69％を占め、日本の

代表的な小麦生産地である。令和6年産の作付
面積は132,000ha（前年比99.8％）で、 全国に占
める割合は56.9％となり、前年と同程度であっ
た。 検査数量は749,091トンで、 前年に比べ
17,718トン減少した。全国に占める検査数量の

割合は70.4％（前年67.3％）で、1等比率は92.5
％と前年（90.5％）より上昇した。
「きたほなみ」の検査数量は531,696トンで、

全国の国内産小麦の50.0％を占めている。北海
道内では「きたほなみ」が71.0％を占め、 他の
秋まき小麦では、「ゆめちから」が17.2％、次い
で「キタノカオリ」1.1％の順となっている。ま
た春まき小麦では、「春よ恋」7.8％、「はるきら
り」1.8％、「ハルユタカ」0.5％の順となってい

検査数量
（トン）

等級比率（％）
1等 2等 規格外

北海道 749,091  92.5   0.5   7.0
東北地域 19,117  77.1  20.1   2.8

青森 2,033  82.2  17.5   0.3
岩手 9,241  92.0   7.0   1.0
宮城 5,071  79.6  14.7   5.7
秋田 986   2.6  91.2   6.2
山形 271  25.5  71.9   2.6
福島 1,517  29.1  65.6   5.3

関東・東山地域 79,338  77.8  20.1   2.1
茨城 14,819  32.5  65.5   2.0
栃木 9,001  95.1   1.5   3.4
群馬 24,051  87.3   9.4   3.3
埼玉 21,441  89.3  10.0   0.7
千葉 2,463  68.0  30.4   1.6
東京 －
神奈川 54  37.0  55.9   7.1
山梨 177  88.0  12.0 －
長野 7,334  86.4  12.7   0.9

北陸地域 1,541  64.2  33.3   2.6
新潟 598  13.4  84.0   2.6
富山 122  97.7 －   2.3
石川 153  82.3   7.1  10.6
福井 669  99.2 －   0.8

東海地域 58,959  65.4  19.5  15.1
静岡 1,208  81.1  15.6   3.2
岐阜 10,577  71.3  15.1  13.6
愛知 28,239  62.4  28.9   8.7
三重 18,935  65.7   8.2  26.1

※ 「0」は単位に満たないもの、「ー」は事実がないものを示す。
農林水産省農産局穀物課農産物検査班の資料による（令和7年3月31日現在 確定値）

検査数量
（トン）

等級比率（％）
1等 2等 規格外

近畿地域 26,724  73.3  21.7   5.1
滋賀 22,047  77.6  17.2   5.2
京都 303  68.4  31.6 －
大阪 －
兵庫 4,033  47.6  47.3   5.1
奈良 341 100.0 － －
和歌山 －

中国・四国地域 16,299  53.3  44.6   2.2
鳥取 280  94.3   5.7 －
島根 186  40.0  58.6   1.4
岡山 3,723  89.7   7.6   2.7
広島 406  13.0  82.3   4.7
山口 4,281  86.9  10.9   2.2
徳島 203  75.6  24.4 －
香川 5,948   9.0  91.0 －
愛媛 1,273  42.8  46.9  10.3
高知 1 － － 100.0

九州地域 113,343  79.2  12.1   8.7
福岡 53,586  86.6   4.8   8.6
佐賀 39,684  83.5   6.1  10.5
長崎 1,722   4.1  93.1   2.8
熊本 12,381  42.9  49.5   7.6
大分 5,722  84.1  14.4   1.5
宮崎 184  13.6  50.6  35.9
鹿児島 64 －  96.0   4.0
沖縄 －
計 1,064,413  87.1   5.9   7.0

表2　令和6年産小麦検査成績
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る。
令和6年産の状況は、出芽後の気温が高く推

移し、越冬前の生育は旺盛であった。根雪始め
が遅く、融雪期も早かったため積雪期間が短く、
雪腐病の発生が少なかった。4月以降の気温が
高く出穂が早かった。その後の登熟期間も気温
が高かったことから、成熟期は早く、登熟期間
は短くなった。一方で、登熟期間中は晴天が続
き、日照時間が確保されたことから、収量は平
年並よりやや優れていた。

＜東北地域＞
令和6年産の作付面積は6,810ha（前年比101.2

％）で、全国に占める割合は2.9％となっている。
検査数量は19,117トンと前年に比べ2,401トン増
加し、全国に占める検査数量の割合は1.8％（前
年1.5％）となった。1等比率は77.1％と、 前年

（66.4％）より上昇した。
県別の検査数量は岩手県が東北地域の48.3％

を占め、次いで宮城県26.5％、青森県10.6％の
順となっている。品種別では「ゆきちから」が
東北地域の27.9％を占め、次いで「夏黄金」15.2
％、「銀河のちから」10.7％、「シラネコムギ」
9.3％の順となっている。

令和6年産の状況は、連続した積雪が少なく、
正確な根雪期間は観測することができなかっ
た。播種後の気温は概ね平年並みで推移したが、
その後の生育期間は平年より暖かい傾向が見ら
れ、出穂期・成熟期は平年より早まった。降水
などの気象災害による大きな被害は見られなか
った。過去15年の平均値と比較すると出穂期が
11日程度、成熟期は9日程度早まった。稈長は
やや低かったものの穂長は同程度、穂数は1割
程度多く（723本/m2）、収量は3割程度多かった。

＜関東・東山地域＞
令和6年産の作付面積は21,400ha（前年比100.0

％）で全国に占める割合は9.2％となり前年と同
程度であった。検査数量は79,338トンと前年に
比べ4,210トン増加し、 全国に占める割合は7.5

％（前年6.6％）となった。1等比率は77.8％と、
前年（75.4％）より上昇した。

県別の検査数量は、群馬県が関東・東山地域
の30.3％を占め、次いで埼玉県27.0％、茨城県
18.7％の順となっている。品種別の検査数量は、

「さとのそら」が関東・東山地域の62.3％を占め、
次いで「ゆめかおり」7.1％、「あやひかり」6.9％、

「つるぴかり」5.5％、「きぬの波」3.6％の順とな
っている。

令和6年産の状況は、12月から6月まで、平年
と比べ少雨かつ温暖で、特に最高気温が高く、
気温の日較差が大きい傾向にあったが、3月は
降水量が平年の1.5倍程度と多雨かつ気温がや
や低温で推移し、出穂期は過去5年平均と比べ
同等か1日程度早かった。4月以降も多雨の傾向
が続き、特に開花期に降雨が多く、赤かび病の
発生が顕著だった。成熟期は1週間早く、収量
はドリル播きの「さとのそら」で過去5年平均に
比べて6.4％多収だった。

＜東海地域＞
令和6年産の作付面積は18,000ha（前年比101.7

％）で全国に占める割合は7.8％となり前年と同
程度であった。検査数量は58,959トンと前年に
比べ16,315トン減少し、全国に占める割合は5.5
％（前6.6％）となった。1等比率は65.4％と、
前年（68.6％）よりやや低下した。

県別の検査数量は、愛知県が東海地域の47.9
％を占め、次いで三重県32.1％、岐阜県17.9％
の順となっている。品種別の検査数量は、「き
ぬあかり」が東海地域の38.8％を占め、次いで

「あやひかり」23.7％、「ゆめあかり」11.1％、「さ
とのそら」9.8％、「イワイノダイチ」8.0％の順
となっている。

令和6年産の状況は、気温は11月中旬、3月上
旬を除き、平年並みか高く推移し、出穂期は過
去5年と比較してやや早くなった。降水量は2月
中下旬、3月中下旬、4月上旬、5月中下旬にお
いて平年より多くなり、湿害の発生で葉色の淡
い圃場が多く見られた。5月上旬の調査におけ
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る赤かび病の発生圃場率・発病穂率が過去10年
で最も高かったため、追加防除を実施した。単
収は平年より若干少なく、たん白含量もやや低
かった。

＜近畿地域＞
令和6年産の作付面積は9,200ha（前年比103.1

％）で、全国に占める割合は4.0％となっている。
検査数量は26,724トンと前年に比べ2,951トン減
少し、全国に占める検査数量の割合は2.5％（前
年2.6％） となった。1等比率は73.3％と前年

（66.5％）より上昇した。
県別の検査数量は滋賀県が近畿地域の82.5％

を占め、次いで兵庫県15.1％となっている。品
種別では「びわほなみ」が近畿地域の40.7％を
占め、次いで「ふくさやか」18.5％、「ミナミノ
カオリ」8.9％、「農林61号」6.3％の順となって
いる。

令和6年産の作柄は、播種は概ね順調で、1月
～2月の気温が高く推移したことで生育が旺盛
となったが、3月は低温となり生育が停滞気味
となった。その後、4月の気温が平年より高く
推移したことから生育が進み、出穂期、成熟期
は平年より1～2日程度早まった。5月中下旬の
降雨により一部で倒伏や赤かび病、千粒重の低
下が見られた。

＜中国・四国地域＞
令和6年産の作付面積は中国・ 四国地域で

6,200ha（前年比99.4％）で、 全国に占める割合
は2.7％となっている。検査数量は16,299トンと
前年に比べ5,578トン減少し、 全国に占める検
査数量の割合は1.5％（前年1.9％）となった。1
等比率は53.3％と、前年（54.8％）よりやや低下
した。

県別の検査数量は香川県が中国・四国地域の
36.5％を占め、次いで山口県26.3％、岡山県22.8
％の順となっている。品種別では「さぬきの夢
2009」が中国・四国地域の33.5％を占め、次い
で「せときらら」23.0％、「ふくほのか」20.0％

の順となっている。
令和6年産の状況は、播種は順調であったが，

寡雨により出芽までに時間を要した。その後，
12月中旬～2月下旬までは高温であったため生
育が進んだが，3月中は低温だっため生育が停
滞し，出穂期・成熟期はともに平年並みとなっ
た。生育初期を除いて降水量は多く推移した。
特に出穂～登熟期に断続的かつ激しい降雨があ
り，一部で倒伏が発生した。

＜九州地域＞
令和6年産の作付面積は37,600ha（前年比99.2

％）で全国の作付面積に占める割合は16.2％と
なり前年と同程度であった。

令和6年産の検査数量は113,343トンと前年に
比べ40,043トン減少し、全国に占める検査数量
の割合も10.6％（前年13.5％）と低下した。1等
比率は79.2％と前年（85.1％）より低下した。

県別の検査数量は、福岡県が九州地域の47.2
％を占め、次いで佐賀県35.0％、熊本県10.9％
の順となっている。品種別では、「シロガネコ
ムギ」が九州地域の42.0％、「チクゴイズミ」が
24.9％を占め、次いで「ミナミノカオリ」9.9％、

「ちくしW2号」4.6％、「はる風ふわり」2.9％、「は
るみずき」2.9％の順となっている。

令和6年産の状況は、気温は播種から収穫ま
で平年より高く推移し、出穂期は平年に比べて
2～5日程度早く、成熟期は平年より3～5日程度
早かった。2月以降の高温と多雨により、湿害
や黄斑病、赤かび病等の病害が多発したことに
加え、日照不足となったため、充実不足により
千粒重は小さくなった。収量は平年の約8割と
低くなった。

4．主要品種の品質評価試験結果（表3、表4）
令和6年産の生産量の多い主要品種について、

原麦の分析値、60％粉の分析値、二次加工試験
結果を表3（製めん）、表4（製パン）に記載した。

めん用小麦は北海道3地域・11県から10品種、
パン用小麦は1道・4県から6品種を試験した。
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令和6年産では新品種3年目としてパン用小麦
「はる風ふわり（佐賀）」を評価した。一方、め
ん用品種には該当する新品種が無かった。

主要品種試験、新品種試験ともに、製めん試
験ではコントロール（対照） として群馬県産

「さとのそら」を用い、その評点を70点とした。
参考として西豪州産「ASW」も試験に加えた。

製パン試験ではコントロールとしてカナダ産
「1CW」を用い、その評点を80点とした。参考
としてアメリカ産「HRW（SH）」も試験に加え
た。

評価にあたっては、当所が実施した過去5年
間の品質評価試験の結果も加味しコメントし
た。

＜めん用小麦＞
［コントロール さとのそら（群馬県）］通常アミ
ロース

前年産と比べると、原麦試験では、容積重は
791 g/ℓと低く、灰分は1.49％とやや高く、た
ん白含量は9.4％と同等であった。

製粉試験では、ミリングスコアは86.5と同等
であった。テストミル60％粉試験では、灰分は
0.37％と同等で、たん白含量は7.6％とやや低か
った。

製めん試験の評価ではコントロールとし、合
計点を70.0点とした。なおコントロールとした
群馬県産「さとのそら」はたん白含量が低い傾
向にあり、令和6年産、過去5年平均ともに、中
間質小麦に望まれる「10～11％」を下回ってい
た。

［参考 ASW（西豪州）］
前年産と比べると原麦試験では容積重は818 

g/ℓ、灰分は1.22％といずれも同等で、たん白
含量は9.8％と高かった。

製粉試験ではミリングスコアは86.9と同等で
あった。 テストミル60％粉試験では、 灰分は
0.40％とやや低く、たん白含量は8.6％と高かっ
た。

製めん試験の評点は、色やかたさ、粘弾性で
評価され、72.6点となった。

［きたほなみ（網走地区、十勝地区、その他地
区）］やや低アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重
とミリングスコアはいずれも高い傾向が認めら
れた。製めん試験では、かたさや粘弾性、なめ
らかさが評価された。地区ごとの評価は以下の
通り。

（注�）以下の文章中で、 試験結果数値の比較に
関する記述は、特段の断りがない場合は、
コントロールである群馬県産「さとのそ
ら」との関係である。

①　網走地区
容積重は836 g/ℓとかなり高く、 灰分は

1.43％とやや低く、 たん白含量は10.9％とか
なり高かった。製めん試験の評点は、色や食
感の全ての項目（かたさ、粘弾性、なめらか
さ）が評価され、72.4点であった。
②　十勝地区

容積重は856 g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.35％と低く、 たん白含量は11.3％とかなり
高かった。製めん試験の評点は、かたさや粘
弾性が評価され、72.1点であった。
③　その他地区

容積重は842 g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.40％とやや低く、 たん白含量は10.9％とか
なり高かった。製めん試験の評点は、かたさ、
粘弾性、なめらかさが評価され、72.6点であ
った。

「きたほなみ」は「さとのそら」と比べると、
過去5年平均においても容積重、ミリングスコ
アは高く、灰分はやや低い傾向であった。また、

「きたほなみ」のたん白含量は網走・ 十勝地区
は11％を超えており他の地域よりやや高く、年
産間や地域間の変動が大きい。 生産量の多い

「きたほなみ」は製粉メーカーから品質の安定
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を強く求められており、年産間、地域間の安定
が課題である。

［さとのそら（埼玉県、茨城県、岐阜県）］通常
アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、埼玉県
産のたん白含量がやや低く、茨城県産と岐阜県
産はたん白含量が高くバラツキが大きかった。
産地ごとの評価は以下の通り。

①　埼玉県
容積重は808 g/ℓと高く、灰分は1.49％と

同等で、たん白含量は8.9％とやや低かった。
製めん試験の評点は、いずれの評価項目もほ
ぼ同等であり、69.7点であった。
②　茨城県

容積重は818 g/ℓと高く、灰分は1.35％と
低く、たん白含量は11.0％とかなり高かった。
製めん試験の評点は、色の評価が低く、68.7
点であった。
③　岐阜県

容積重は810 g/ℓと高く、灰分は1.51％と
同等で、たん白含量は10.2％と高かった。製
めん試験の評点は、いずれの評価項目もほぼ
同等であり、69.4点であった。

過去5年の結果では、県産ごとに傾向が異な
り、たん白含量は埼玉県産がほぼ一定して低い
傾向で、茨城県産は年産間の変動が大きく、岐
阜県産は近年高い傾向で、過去5年間の平均値
も10％を超えていた。「さとのそら」は、関東・
東山から東海地域まで広く生産されており、年
産間、産地間の品質の変動に注意する必要があ
る。

［つるぴかり（群馬県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は803 g/ℓ、灰分は1.54％といずれもやや高く、
たん白含量は9.4％と同等であった。 製めん試
験の評点は、粘弾性が評価され、71.7点であっ

た。

［あやひかり（埼玉県、三重県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、製めん

試験において色の評価が低かったものの、粘弾
性が評価された。産地ごとの評価は以下の通り。

①　埼玉県
容積重は804 g/ℓとやや高く、灰分は1.54

％とやや高く、 たん白含量は9.0％とやや低
かった。製めん試験の評点は、色の評価が低
かったものの、粘弾性となめらかさが評価さ
れ、71.1点であった。
②　三重県

容積重は825 g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.47％と同等、たん白含量は9.3％と同等であ
った。製めん試験の評点は、色の評価が低か
ったものの、粘弾性となめらかさが評価され、
71.0点だった。

［きぬあかり（愛知県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は812 g/ℓと高く、灰分は1.37％と低く、たん
白含量は8.6％と低かった。 製めん試験の評点
は、粘弾性となめらかさが評価され、72.2点で
あった。「きぬあかり」は若干ソフトでやや粘
る傾向にあり、同じく食感評価の高かった「き
たほなみ」は、弾力や粘りが評価されており方
向性が異なった。

［ふくさやか（滋賀県）］通常アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は821 g/ℓとかなり高く、灰分は1.49％と同等
で、たん白含量は10.6％と高かった。製めん試
験の評点は、色、かたさで評価を落とし、66.4
点であった。

［びわほなみ（滋賀県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は811 g/ℓと高く、灰分は1.37％と低く、たん
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白含量は8.8％とやや低かった。 製めん試験の
評点は、色で評価を落としたものの、粘弾性が
評価され、70.1点であった。

［さぬきの夢2009（香川県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は810 g/ℓと高く、 灰分は1.57％とやや高く、
たん白含量は8.6％と低かった。 製めん試験の
評点は、粘弾性が評価され、71.0点であった。

［チクゴイズミ（福岡県、佐賀県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、製麺試

験では、粘弾性が評価された。産地ごとの評価
は以下の通り。

①　福岡県
容積重は794 g/ℓ、灰分は1.51％、たん白

含量は9.7％といずれも同等であった。 製め
ん試験の評点は、色の評価が低かったものの、
粘弾性が評価され、70.9点であった。
②　佐賀県

容積重は804 g/ℓ、灰分は1.58％、たん白
含量は9.9％といずれもやや高かった。 製め
ん試験の評点は、色の評価が低かったものの、
粘弾性が評価され、71.1点であった。

［シロガネコムギ（福岡県、佐賀県、熊本県）］
通常アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、いずれ
の県産も製めん試験において、色とかたさの評
価が低かった。産地ごとの評価は以下の通り。

①　福岡県
容積重は825 g/ℓとかなり高く、 灰分は

1.50％と同等で、 たん白含量は10.6％と高か
った。製めん試験の評点は、色とかたさで評
価が低く、68.3点であった。
②　佐賀県

容積重は822 g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.41％とやや低く、 たん白含量は10.2％と高

かった。製めん試験の評点は、色で評価が低
く、68.4点であった。
③　熊本県

容積重は808 g/ℓと高く、灰分は1.46％と
同等で、たん白含量10.7％と高かった。製め
ん試験の評点は、色とかたさで評価が低く、
68.0点であった。

〈注記〉通常アミロース小麦と低アミロース系
小麦について

澱粉は多数のグルコースが重合した高分子化
合物であり、構造の異なるアミロースとアミロ
ペクチンが共存している。アミロースはグルコ
ースが直鎖状に繋がった分子で、アミロペクチ
ンは枝分かれの多い分子構造である。澱粉は多
量の水とともに加熱すると糊化するが、アミロ
ペクチンの多い澱粉は糊化時の物性がモチモチ
と粘弾性に富むことが知られている。
「低アミロース小麦」、「やや低アミロース小

麦」などの「低アミロース系小麦」は従来の国
産小麦品種である「通常アミロース小麦」に比
べてアミロース含量が低くアミロペクチン含量
が高い。従って、製めん試験では「低アミロー
ス系小麦」は「通常アミロース小麦」に比べて
粘弾性と滑らかさの評価に優れ、総合評価が高
くなる傾向にある。一方、「通常アミロース小麦」
は製菓適性もあり、汎用性の面で評価される。
「通常アミロース小麦」、「低アミロース系小

麦」共にたん白含量が低い場合は、 製めん試験
の評点が高くても、機械耐性が劣り製めん工場
のライン製造に適さないことがあるため、たん
白含量を「10～11％」に近づけることが求めら
れる。

＜パン用小麦＞
［コントロール 1CW（カナダ産）］

前年産と比べると、容積重は801 g/ℓとやや
低く、灰分は1.54％と高く、たん白含量は14.3
％とやや高かった。

製粉試験のミリングスコアは85.2とやや低か

製粉振興 2025. 9 12

解説



った。テストミル60％粉試験では、灰分は0.47
％とやや高く、たん白含量は13.5％と高く、フ
ァリノグラフの吸水率は64.2％と同等であっ
た。

製パン試験の評価ではコントロールとして、
合計点を80.0点とした。

［参考　HRW（SH アメリカ産）］
前年産と比べると、原麦試験では、容積重は

811 g/ℓと同等で、 灰分は1.39％とやや低く、
たん白含量は11.3％と同等であった。

製粉試験のミリングスコアは86.2とやや低か
った。テストミル60％粉試験では、灰分は0.43
％とやや高く、たん白含量は10.2％と同等であ
った。ファリノグラフの吸水率は59.4％と同等
であった。

カナダ産「1CW」と比較すると、ファリノグ
ラフの吸水率はかなり低く、エキステンソグラ
フのデータからは、生地の伸展性が低いことが
窺えた。

製パン試験では、吸水性と作業性（伸展性劣
るなど）、官能評価（食感が硬い、パサつくなど）
で評価が低く、総合評価は69.0点であった。

［春よ恋（北海道）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、 容積重は844  

g/ℓとかなり高く、灰分は1.64％と高く、たん
白含量は11.8％とかなり低かった。また、前年
産と比べると、容積重は同程度で、千粒重はや
や低く、灰分は同程度で、たん白含量はやや低
かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（伸展性が劣るなど）で
評価を落とし、総合評価は75.7点であった。

令和6年産は「春よ恋」5年平均と比較して、
灰分はやや高く、たん白含量がやや低く、製パ
ン試験の吸水性はやや低く、作業性は同等で、
官能評価はやや高かった。たん白含量は令和3
年産から低く推移しており、特に令和6年産の
たん白含量は低く、たん白含量の底上げと安定

が望まれる。

［ゆめちから（北海道）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」 と比較して、 容積重は

841g/ℓとかなり高く、 灰分は1.58％とやや高
く、たん白含量は13.7％とやや低かった。また、
前年産と比べると、容積重はやや高く、千粒重
と灰分は同等で、たん白含量はやや高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性は評価されたが、作業性（弾力が
強い、生地表面の荒れなど）や官能評価（食感
が硬いなど）で評価を落とし、総合評価は74.9
点であった。

令和6年産は「ゆめちから（北海道）」5年平均
と比較して、灰分とたん白含量は同等で、製パ
ン試験では吸水性はやや高く、作業性は同等で、
官能評価は良好であった。年産間でのたん白含
有量の変動が大きく、たん白含量の安定が課題
である。

［ゆきちから（岩手県）］通常アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、 容積重は846 

g/ℓとかなり高く、灰分は1.56％と同等で、た
ん白含量は11.2％とかなり低かった。また、前
年産と比べると、容積重はかなり高く、千粒重
は高く、灰分はやや低く、たん白含量はやや高
かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（弾力が劣る、べたつく、
脆いなど）、官能評価（食感がクチャつくなど）
で評価を落とし、総合評価は67.8点であった。

令和6年産は「ゆきちから（岩手県）」5年平均
と比較して、灰分とたん白含量は同等で、製パ
ン試験では吸水性は高く、作業性は同等で、官
能評価は良好であった。近年のたん白含量は11
％前後であり、たん白含量の底上げが望まれる。

［ゆめあかり（愛知県）］通常アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、 容積重は862 

g/ℓとかなり高く、灰分は1.51％と同等で、た
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ん白含量は11.7％とかなり低かった。また、前
年産と比べると、容積重は高く、千粒重は低く、
灰分は高く、たん白含量はかなり低かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（伸展性が弱い、生地が

荒れるなど）、 官能評価（硬い、 食感がクチャ
つくなど）で評価を落とし、総合評価は67.7点
であった。

令和6年産は「ゆめあかり」5年平均と比較し
て、灰分はやや高く、たん白含量は低く、製パ

表4　令和6年産 主要品種の試験結果（製パン）

カナダ アメリカ 北海道 東北 東海 中国 九州
1CW

（コントロール）
＊＊

HRW（SH）
（参考） 春よ恋 ゆめちからゆきちから

岩手
ゆきあかり

愛知
せときらら

山口

ミナミノ
カオリ
福岡

原
料
試
験

容積重（g/l） 801 811 844 841 846 862 839 783 
千粒重（g） 30.5 32.2 36.5 39.7 38.2 36.7 39.7 33.4 
水分（％） 12.4 10.3 12.2 12.7 11.5 12.2 13.1 12.3 
灰分（％）＊ 1.54 1.39 1.64 1.58 1.56 1.51 1.46 1.57 
たん白（％）＊ 14.3 11.3 11.8 13.7 11.2 11.7 12.4 12.7 

ミリングスコア＊＊＊ 85.2 86.2 83.0 81.8 83.0 88.3 87.1 86.0 

テ
ス
ト
ミ
ル
60
％
粉

灰分（％）＊ 0.47 0.43 0.49 0.47 0.47 0.40 0.42 0.41 
たん白（％）＊ 13.5 10.2 10.8 12.6 10.4 10.6 11.1 11.2 
色（L値） 86.5 86.6 86.8 85.9 86.6 86.4 86.1 86.7 

ファリノ
グラム

吸水（％） 64.2 59.4 61.8 67.6 64.2 60.9 64.2 60.6 
P.T.（分） 9.5 2.0 2.3 2.5 3.2 5.0 4.5 6.3 
Stab.（分） 30.0＜ 18.9 7.2 8.0 4.7 25.4 11.1 17.5 
V.V. 82 61 55 56 54 68 62 70 
Weak.（B.U.） 12 21 48 45 67 17 41 28 

アミロ
グラム M.V.（B.U.） 618 612 1016 721 698 679 846 572 

エキス
テンソ
グラム

（135分）

A（cm2） 179 122 159 148 81 78 84 119 
R（B.U.） 550 687 650 659 366 403 318 398 
E（mm） 244 141 185 173 164 142 185 222 
R／E 2.3 4.9 3.5 3.8 2.2 2.8 1.7 1.8 

製
パ
ン
試
験

吸水性評価 （20）A 16.0 11.0 14.0 18.8 14.5 11.8 15.3 11.8 
作業性評価 （20）B 16.0 13.0 14.3 11.3 10.5 11.0 11.3 12.3 

パ
ン
の
官
能
評
価

外　

観

焼色 （10） 8.0 7.8 8.0 7.5 7.5 7.3 7.3 7.3 
形・均整 （5） 4.0 3.8 3.9 3.8 3.6 3.9 3.6 3.5 
皮質 （5） 4.0 3.8 4.0 3.6 3.6 3.6 3.8 3.6 
体積 （10） 8.0 9.0 8.3 8.5 7.8 9.3 8.5 8.3 

内　

相

すだち （20） 16.0 15.5 15.5 14.5 14.5 15.0 14.0 15.0 
色相 （10） 8.0 7.5 7.8 7.3 7.3 7.5 7.3 7.3 
触感 （15） 12.0 10.9 12.4 11.6 10.9 10.9 12.0 9.8 
食感 （25） 20.0 16.9 19.4 18.1 16.3 17.5 15.0 15.0 

合　　計 （100）C 80.0 75.0 79.1 74.9 71.4 74.9 71.4 69.6 
総合評価（A+B）+C×0.6（100） 80.0 69.0 75.7 74.9 67.8 67.7 69.3 65.8 

＊13.5％水分ベース　＊＊製パン試験は、1CW（カナダ産）をコントロール（80点）として評価
＊＊＊ミリングスコア：テストミルでの理論上の歩留まりを80％とし、ストレート粉の灰分を0.30％と仮定し、100からの減点
法で算出したもの。【100－〔（80－歩留）＋50×（ストレート粉灰分－0.30％）〕】

製粉振興 2025. 9 14

解説



ン試験では吸水性はやや高く、作業性はやや低
く、官能評価は良好であった。

［せときらら（山口県）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、 容積重は839 

g/ℓとかなり高く、 灰分は1.46％とやや低く、
たん白含量は12.4％とかなり低かった。 また、
前年産と比べると、容積重はやや高く、千粒重
は低く、灰分はやや低く、たん白含量は同等で
あった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、作業性（弾力が弱いなど）、官能評価（内
相の色のくすみ、食感がクチャつくなど）で評
価を落とし、総合評価は69.3点であった。

令和6年産は「せときらら」5年平均と比較し
て、灰分はやや低く、たん白含量は同等で、製
パン試験では吸水性と作業性はやや高く、官能
評価は同等であった。たん白含量は令和3年産
以降12.3％から12.5％で安定しているものの、
更なる底上げが望まれる。

［ミナミノカオリ（福岡県）］通常アミロース
令和6年産については、 カナダ産「1CW」と

比較して、 容積重は783 g/ℓと低く、 灰分は
1.57％と同等で、 たん白含量は12.7％とかなり
低かった。また、前年産と比べると、容積重と
千粒重はかなり低く、灰分はやや低く、たん白
含量は高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（生地が弱い、脆いなど）、
官能評価（内相の色のくすみ、食感が硬い、口
溶けが悪いなど）で評価を落とし、総合評価は
65.8点であった。

令和6年産は「ミナミノカオリ」5年平均と比
較して、灰分は同等で、たん白含量はやや高く、
製パン試験では吸水性がやや低く、作業性と官
能評価は良好であった。

5．新品種の品質評価（表5）
製粉協会では育成された新品種を新銘柄とし

て普及させるに当たって、一般圃場での栽培初
期の段階で品質を評価している。令和6年産に
ついては、昨年に引き続きパン用小麦の佐賀県
産「はる風ふわり」を試験した。めん用小麦に
は、該当する品種が無かった。

［はる風ふわり（佐賀県）3年目］やや低アミロ
ース

カナダ産「1CW」と比べると、原麦試験では、
容積重は832 g/ℓとかなり高く、千粒重は32.5 
gとやや高かった。 灰分は1.61％とやや高く、
たん白含量は13.1％と低かった。

製粉試験では、歩留は73.1％と低く、ミリン
グスコアは81.6と低かった。

テストミル60％粉試験では、灰分は0.49％と
やや高く、たん白含量は12.1％とかなり低かっ
た。ファリノグラフ吸水率は64.2％と同等であ
った。

製パン試験では、製品体積で上回ったが、吸
水性、 作業性（やや生地が弱いなど）、 内相の
すだち（膜厚）、 食感で下回り、 総合評価では
75.0点となった。
「はる風ふわり」は3年間のデータとなるが、

千粒重やたん白含量などに年産間差が見られ
た。

6．おわりに
小麦の品質を左右する要素としては、食品の

前提条件ともいうべき「安全・安心」に関わる
もの（例えば健全性の確保、被害粒やカビ等の
汚染防止、乾燥・調製・保管など）を始め、一
次加工性（製粉適性）や二次加工性（製パン、
製めん適性など）が重要である。製粉会社は二
次加工メーカーに対し、高品質で一定した品質
の小麦粉を安定して供給することが最大の責務
であり、その元となる原料（小麦）は良質で均
一性の高いものが望まれる。生産者の方々には
栽培、収穫、調製、貯蔵、流通時の管理を徹底
し、今後も継続して高品質な小麦を安定的に提
供して頂くことを要望する。また、育種関係者
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の方々には品質面の改良に加え、生産性や耐病
性など供給の安定性に考慮した品種の開発を望
むところである。

製粉協会としては、品質試験等を通じ、優良
品種の育成や安定した品質の維持に協力してい

く所存であり、今回の品質評価試験結果を小麦
生産者の方々や実需者の方々に活用して頂けれ
ば幸いである。

� （製粉協会　理事　製粉研究所長）

表5　パン用小麦新品種の試験結果（令和6年産）

 品種（銘柄）

特性・評価項目

｢コントロール」
1CW

｢参考｣
HRW（SH）

｢参考」
春よ恋

はる風ふわり
（佐賀）

原
麦
試
験

容積重（g/l）＊＊ 801 811 844 832 
千粒重（g） 30.5 32.2 36.5 32.5 
水分（％） 12.4 10.3 12.2 12.1 
灰分（％）＊ 1.54 1.39 1.64 1.61 
たん白（％）＊ 14.3 11.3 11.8 13.1 

製
粉
試
験

歩留（％） 75.7 74.7 74.5 73.1 
ストレート粉灰分（％） 0.51 0.47 0.53 0.53 
ミリングスコア 85.2 86.2 83.0 81.6 

テ
ス
ト
ミ
ル
60
％
粉
試
験

灰分（％）＊ 0.47 0.43 0.49 0.49 
たん白（％）＊ 13.5 10.2 10.8 12.1 
色（L値） 86.5 86.6 86.8 86.8 

ファリノ
グラム

吸水（％）＊ 64.2 59.4 61.8 64.2 
P.T.（分） 9.5 2.0 2.3 8.9 
Stab.（分） 30.0＜ 18.9 7.2 19.9 
V.V. 82 61 55 78 
Weak.（B.U.） 12 21 48 30 

アミログラム M.V.（B.U.） 618 612 1016 1024 

エキステンソ
グラム

（135分）

A（cm2） 179 122 159 140
R（B.U.） 550 687 650 445
E（mm） 244 141 185 230
R／E 2.3 4.9 3.5 1.9

製
パ
ン
試
験
＊
＊
＊

吸水性評価 （20）A 16.0 11.0 14.0 15.3 
作業性評価 （20）B 16.0 13.0 14.3 13.8 

パ
ン
の
官
能
評
価

外
観

焼色 （10） 8.0 7.8 8.0 7.5 
形･均整 （5） 4.0 3.8 3.9 3.6 
皮質 （5） 4.0 3.8 4.0 3.9 
体積 （10） 8.0 9.0 8.3 9.3 

内
相

すだち （20） 16.0 15.5 15.5 14.5 
色相 （10） 8.0 7.5 7.8 7.8 
触感 （15） 12.0 10.9 12.4 12.0 
食感 （25） 20.0 16.9 19.4 18.1 

合　計 （100）C 80.0 75.0 79.1 76.6 
総合評価（A+B）+C×0.6（100） 80.0 69.0 75.7 75.0 

＊水分13.5％換算、＊＊ヘクトリットル・キログラム計による測定値を換算、
＊＊＊製粉協会方式による

製粉振興 2025. 9 16

解説



7月号の前編では、小麦価格形成の基盤とな

る米国の小麦物流システムについて解説した

が、今回はいよいよ小麦の現物（Cash）価格が

流通過程でどのように形成されるのか、その値

決めのメカニズムを解き明かしていきたい。

本論に入る前に、7月号で説明したPNW地区

から輸出される小麦の価格形成の流れを、【図1】

と【図2】でおさらいしておこう。

1．日本向け小麦価格の形成過程

①�　小麦現物価格の値決めプロセスとビッド・

プライシング

米国内の小麦現物価格は、買い手のエレベー

ターが提示するビッド（買い唱え）によって決

まり、売り手が買い手にオファーを出して価格

交渉を行うことは殆どない。これは「ビッド・

プライシング」と呼ばれる値決め方法で、「生

アメリカ小麦の価格形成プロセス（後編）
－小麦価格形成の市場メカニズム－

小 林 　 驚
みはる

【図1】価格形成過程フローチャート

【図2】小麦輸出価格（FOB CRDPD）形成の流れ（模式図）
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産者手取り」や「ポートランド・トラック」も

このビッド・プライシングによって決められて

いる。

（a）�　カントリー・エレベーターにおける値決

めプロセス

カントリー・エレベーターは、ポートランド・

トラックからエレベーター・マージンと輸出タ

ーミナルまでの輸送コストを差し引いた額を買

い取り価格として生産者に提示（ビッド）する。

カントリー・エレベーターが取引のある生産者

に電話してその日のビッドを伝えるのが従来の

やり方だが、近年はビッドをウェブサイトに掲

載して契約もオンラインで処理する方法が普及

している。

生産者は、提示されたビッドが希望に合えば

その価格で売却する。複数のエレベーターのビ

ッドを比較してどこに売るか決める場合もある

が、エレベーターへの搬入コスト（農場とエレ

ベーターとの距離）も考慮し、長年取引のある

近隣のエレベーターと契約するのが一般的であ

る。

売却が集中する収穫期には、圃場で刈り取っ

たばかりの小麦をコンバインからトラックに積

み替えてそのままカントリー・エレベーターへ

搬入する例が多い。収穫後すぐに売却せずに残

った小麦は生産者が手許に保管し、その後のカ

ントリー・エレベーターのビッドの動きを見な

がら、経費支払いのタイミングなど資金繰りも

考慮して売却のタイミングを判断する。以前は

産地に点在する商系や農協系の小規模エレベー

ターに生産者が保管料を払って小麦を保管して

いたが、近年では圃場内に自前のサイロを建設

して保管する生産者が増えている。

（b）　ポートランド・トラックの決定要因

ポートランド・トラックは、CRDPD地区の

輸出業者がカントリー・エレベーターに提示す

る買い付け価格で、「トラック・ ビッド」と呼

ばれる。各輸出業者のトラック・ビッドは、毎

日電話やネットを通じて自社系列または取引の

あるカントリー・エレベーターに通知され、カ

ントリー・エレベーターが生産者へ出すビッド

のベースとなる。

輸出業者が他社との輸出競争に勝ち、かつ利

益を確保するには、小麦の仕入れ価格、すなわ

ちトラック・ビッドを出来るだけ安く抑える必

要がある。一方、小麦の買い付けで他社に買い

負けないためには他社より高いビッドを出さね

ばならないが、仕入れ価格が上がると肝心の輸

出競争で不利になる。 そこで輸出業者は、3．

で解説する先物取引を用いたリスク・ヘッジな

ど様々な戦略を駆使して利益を確保しようとす

る。ポートランド・トラックは、輸出業者間の

競争を背景に、各社の思惑と戦略が交錯した結

果として形成される価格なのである。　

②　輸出FOB価格の値決めプロセス

輸入者（買い手）と輸出者（売り手）の間の取

【表1】PNW地区から輸出される小麦のビッド・プライシング
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引価格である「輸出FOB価格」は、ビッド・プ

ライシングではなく、売り手と買い手が電話や

ネットでオファーとビッドをやり取りする「個

別ネゴ」によって決められる。

日本向け小麦の輸出契約でFOBの買い手と

なるのは商社で、売り手はCRDPD地区の輸出

業者（輸出ターミナル）である。 輸入者（農水

省や製粉会社）とすでに輸出契約を結んだか、

これから契約を結ぼうとする商社は、取引関係

のある輸出業者（1～数社）に引き合いを出し、

輸出業者がそれに応じてオファーを出す。商社

は、最も安いオファーを提示した輸出業者Aに

カウンターでビッドを出し、Aがカウンターで

オファーを返す、ということを繰り返し、最終

的に両者が合意したところで価格が決定する。

価格の折り合いがつかなければ、商社はAにオ

ファーを返して交渉を打ち切り、2番目に安い

オファーを提示した別の輸出業者Bにビッドし

て交渉を行う。

また、農水省などが実施する入札に参加する

商社が、輸出業者から事前にバックアップ・オ

ファーを取り付ける場合もある。 バックアッ

プ・オファーは、落札したらその値段で契約す

ることを売り手と買い手の双方が確約するもの

で、落札した時点で売買契約が成立することか

ら、“you sell, we sell offer”とも呼ばれる。

【豆知識】ファーム・オファーとファーム・

ビッド

輸出FOB価格の値決め交渉は、 売り手

と買い手が有効期限付きのファーム・オフ

ァーとファーム・ビッドを取り交わして行

われる。ファーム・オファー、ファーム・

ビッドいずれも、相手が期限内に申込みを

受諾したら直ちに取引が成立する。ただし、

売り手のファーム・オファーに対して買い

手がビッドを返した場合は最初のオファー

の効力（売り手が最初のオファー価格で取

引を履行する義務）は消滅する。

価格の折り合いがつかず交渉を打ち切る

場合は、互いに貰ったオファー／ビッドを

相手に返すのがルールであるが、買い手の

中にはオファーの有効期限があるのをいい

ことに貰ったオファーをホールドしたまま

別の売り手に（貰ったオファーより安い価

格で）ビッドを出すような行儀の悪い者も

いるため、売り手が有効期限をつけずカウ

ンター・ビッドも許さない条件のオファー

（Take it or leave it offer）を出すこともあ

る。

【図3】日本向け小麦輸出価格値決めの流れ（まとめ）
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2．現物価格と先物取引

①　現物先渡し契約から派生した先物取引

米国では、先物取引が穀物の価格形成におい

て非常に大きな役割を果たしている。

19世紀の前半頃まで、米国中西部の穀物農家

と需要家は、需給のインバランスと価格の乱高

下に悩まされていた。秋に収穫した穀物は冬に

雪で荷馬車が通れなくなる前に近郊の町まで運

んで売りさばく必要があったため毎年収穫直後

に大量の穀物が市場に流入して価格が暴落した

が、一方で当時は保管能力が不十分で売れ残っ

た穀物は廃棄する他なかったため端境期には需

給が逼迫して価格が暴騰する、ということが繰

り返されていた。

19世紀半ばには、農家と穀物商の間で合意し

た先の期日（10～60日後） に受け渡しを行う

「先渡し契約（To-Arrive Contract）」が結ばれ

るようになり、受け渡し前に売買価格が確定さ

れることで売り手・買い手ともに将来の相場の

乱高下を心配する必要がなくなった。しかし、

当時の先渡し契約は農家と需要家が個々に取り

交わした約束に過ぎず、受け渡しが契約通りに

行われる保証もなかった。そこで取引の安定化

を図るために、1848年に常設の現物取引所とし

て開設されたシカゴ商品取引所（Chicago 

Board of Trade, CBOT）を中心として契約条

件の標準化が進められ、1865年頃には先渡し契

約と倉荷証券の売買を組み合わせた取引の仕組

みが構築されて、現在の先物取引の原型となっ

たのである。

②　先物取引とは何か？

（a）　先物（定期）取引の定義と機能

商品先物取引（Futures）とは、「上場された

商品を、決められた条件で将来の一定期日（限

月）までに売買することを現時点で約した取

引」と定義される。受け渡し期日が定期的に到

来することから「定期取引」とも呼ばれる。

先物取引では、上場商品の規格や取引条件が

標準化され、取引所を通じて不特定多数の売り

手と買い手が売買を行うことができるようにな

っている。また、受け渡し期日前に反対売買を

行うことで現物の受け渡しを伴わず相殺（差金

決済）することが可能なため、現物取引に関与

しない一般投資家の参入が容易なことも先物取

引の大きな特徴である。先物取引は、このよう

に高度に標準化された流動性の高い市場機能を

通じて、生産者や事業者などの実需家には将来

の価格変動に対するリスク・ヘッジの場を、一

般投資家には投機（スペキュレーション）の場

を提供している。

（b）　先物取引所の変遷

米国では19世紀後半以降、シカゴ商品取引所

【表2】主要な小麦先物取引所（19世紀後半～2010年代）
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（COBT）に続いて、 カンザスシティー商品取

引所（KCBT）とミネアポリスミネアポリス穀

物取引所（MGE）が相次いで設立されて、小麦

の先物取引が本格的に行われるようになった。

先物取引所では、「場立ち」と呼ばれるトレ

ーダーが、トレーディング・フロアで手振りサ

インや声を使って顧客の売買注文を成立させる

open outcry取引が行われていたが、1990年代

以降電子取引が発達するとopen outcryに代わ

りインターネットを通じた取引が主流となり、

2000年代にはMGEX、KCBT、CBOTなど主要

な取引所でもトレーディング・フロアが相次い

で閉鎖されて電子取引に一本化されるようにな

った。　

トレーディング・フロアの閉鎖に並行して取

引所の統合も進んだ。2007年にCBOTとシカ

ゴ・マーカンタイル取引所が合併してCMEグ

ループが誕生したのに続き、2012年にはKCBT

がCMEに買収されたのに伴いKCBTのトレー

ディング・フロアがシカゴに統合された。その

後2015年にCMEのトレーディング・フロアが

廃止されたことで、KCBTは160年に及ぶ先物

取引所の歴史に幕を閉じることとなった。また

MGEXは2008年にトレーディング・フロアを

廃止して全面的に電子取引に以降した後、2022

年にMiam International Holdings, Inc. （MIH）

に買収されてその傘下となった。

（c）　先物取引の基本的仕組み

電子取引で小麦先物を売買する際は、取引所

会員の売買仲介業者（Futures Commission 

Merchant ,FCM） と契約して口座を開設し、

FCMなどECプロバイダーが提供する電子取引

プラットフォームを通じて注文を入力する。こ

れらの注文は取引所の電子取引システム上でマ

ッチングされて取引が成立する。

小麦先物の取引単位は1枚5,000ブッシェル、

建値はUSドル／ブッシェル、 価格変動単位は

1/4セントで、取引所ごとに1日の変動幅の限度

が定められている。取引時間は米国中西部時間

の午前9時30分から午後1時15分で、オンライン

による時間外取引（night session）も行われて

いる。

マッチングで成立した価格は、取引所に付属

する清算・ 調停機関（クリアリング・ ハウス）

に伝達され、刻一刻と変わる価格がインターネ

ットを通じて世界中に配信される。クリアリン

グ・ハウスが発表するその日の引け値（セトル

メント・プライス）は、証拠金決済（マージン・

コール）や現物受渡しの基準価格となる他、翌

営業日のセトルメント・プライスが発表される

【表3】主要な小麦先物取引所（現在）
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までの間、世界中の小麦取引の指標価格となる。

（d）�　ロング（買越）・ショート（売越）と相殺

（オフセット）

先物を買って売り抜いていない契約を「ロン

グ（買越）・ポジション」、先物を売って買い埋

めていない契約を「ショート（売越）・ポジショ

ン」と呼ぶ。先物契約の大半は、受け渡し限月

（小麦の場合は3月、5月、7月、9月、12月）ま

でに反対売買を行って相殺（差金決済）される。

（e）　現物受渡し（Delivery）

相殺を行わない場合は、現物の受け渡し

（Delivery）により決済が終了する。 現物受け

渡しが行われるのは全体の数パーセントに過ぎ

ないが、需給関係や相場の状況によっては、実

需者にとって現物受け渡しの方が有利となる場

合がある。

現物受け渡しは、受け渡し場所にある取引所

認定倉庫が発行する倉荷証券を以て行われる。

現物を引き渡すショート・ポジション保有者

（売り手）は、 売り契約相当分の倉荷証券を用

意した上で（認定倉庫に保管されている契約適

格品質の倉荷証券付き在庫をDeliverable Stock

と呼ぶ）、当限月の前月末営業日の1日前から当

限月15日の間に、クリアリング・ハウスに現物

で決済を行うことを通知する（Day 1）。クリア

リング・ハウスは未手仕舞いのロング・ポジシ

ョンの古いものから順にリストアップしてショ

ート・ポジションとのマッチングを行い、翌日

（Day 2）マッチングが成立したことをショー

ト・ロング双方に通知する（Delivery Notice）。

その翌日（Day 3）、通知を受けたロング・ポジ

ション保有者（買い手）がクリアリング・ハウ

ス経由で売り手に代金を支払うと、倉荷証券の

所 有 権 が 売 り 手 か ら 買 い 手 に 移 転 さ れ て

Deliveryが完了する。

D e l i v e r y N o t i c e を 受 け た 買 い 手 は 、

【図4】電子取引による先物取引の仕組み
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Deliverable Stockから現物を引き出して加工

用、転売用として利用するか、倉荷証券を転売

することもできる。また現物を必要としない場

合は、Delivery Noticeを受けた日のセトルメ

ント・プライスで先物の売りを立て、そのショ

ート・ポジションに対して上記3日間のプロセ

スを経て倉荷証券を引き渡すことで取引を終了

することも出来る（Re-deliveryと呼ぶ）。

③　ベーシス取引

（a）　ベーシス（Basis）とは何か？

ベーシスとは、「現物と先物の価格差」のこ

とで、例えばA地点（消費・輸出市場）におけ

る3月渡しの SRW 小麦の値段が$6.00/Bu、そ

の時点のシカゴ小麦先物の期近限月（3月限）の

価格が$5.50/Buであったとすると、A地点にお

けるSRWのベーシスは、$6.00－$5.50＝$0.50、

すなわち「$0.50 over Chicago March」となる。

3月限の先物価格とは、理論上3月時点の先物

【表4】現物取引・先渡し取引・先物取引の比較（まとめ）

【図5】ベーシスの構成要素
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市場所在地（シカゴ）における現物価格のこと

であり、A地点のベーシス「$0.50 over Chicago 

March」とは、 シカゴの倉庫にある3月渡しの

SRWを消費地のA地点まで持っていくのに要

するコスト（運賃、金利、保管料、受け渡し銘

柄と契約品との品質格差）を意味している。

従ってベーシス価格は、先物市場所在地から

見て、消費・輸出市場においては先物価格に対

しプレミアム、生産地（カントリー）において

は先物価格からディスカウント（生産地から受

け渡し場所まで持っていくのに要するコスト）

の数値となる。

ベーシスの構成要素の内、保管料と金利は保

管期間が短くなればその分だけ縮小するため、

理論上ベーシスは限月が近づくに連れて小さく

なる。またベーシス自体が売買されるため、そ

の需給関係によってもベーシスは変動する。

＜ベーシスの発生と変動要因＞

◦　ある地点と先物市場間の運賃

◦　先物の上場品目と現物との品質格差

◦�　現物保管場所の貯蔵能力、保管料、金利、

エレベーター・マージンの変動

◦�　ベーシス自体の需給関係、代替商品の需

給と価格差

（b）　現物価格・先物価格・ベーシスの関係

【図7】は、4月入札の6月積みの日本向けの

HRS小麦の価格を例にとって、ベーシス、現物

価格、先物価格の三者の関係を図示したもので

ある。

入札当日の6月渡しのモンタナ産HRSのポー

トランド・トラックが$8.00、ミネアポリス先

物（MW）7月限が$7.00、 産地モンタナのFOB

カントリー・エレベーターが$6.60と仮定する

と、以下のようになる。

◦　消費市場におけるベーシス（A）=$1.00 over 

MW July

◦　カントリーにおけるベーシス（B）＝$0.40 

under MW July

◦　¦A¦＋¦B¦＝消費市場～カントリー間の輸送・

保管コスト

（c）　ベーシス・プライシング

現物価格は、「現物価格（Cash）= 先物価格

（Future）± ベーシス（Basis）」と表記され、先

物とベーシスを合計した現物価格をフラット・

プライスと呼ぶ。

米国では、先物が上場されている穀物の値決

【図6】ベーシスの時系列変化（模式図）
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め方法として、現物価格のベーシス部分を先に

決め、残りの先物部分は現物契約の決済日まで

に売り手と買い手がFCMを介して先物取引所

の場外（ex-pit）で先物ポジションをやり取りし

てフラット・プライスを確定させる「ベーシス・

プライシング」が定着している。

小麦ではHRWとHRSの値決めはベーシス・

プライシングが主流となっている（先物が上場

されていないSWはフラット・プライスで値決

めされる）。

ベーシス・プライシングは現物と先物の価格

を連動させる仕組みであり、次項で説明する先

物を用いたヘッジが成立する上で大きな役割を

果たしている。

3．小麦取引におけるヘッジの理論と実際

①　ヘッジの原則

ヘッジとは、現物取引を行う実需者が現物の

価格変動リスクを回避するために先物取引で現

物取引と反対の取引を行うことで損益を固定さ

せる行為である。

＜ヘッジ成立の条件＞

【図7】現物価格・先物価格・ベーシスの関係（モンタナ産HRS小麦の場合）
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◦　現物と先物の価格が連動して（同方向に）

動くこと

＜ヘッジの基本原則＞

◦　ヘッジは現物の売買契約と同時に行う（同

時）

◦　現物と先物で反対勘定を持つ（反対）

◦　ヘッジが必要な分だけ先物を売買する（同

量）

◦　かけたヘッジは現物契約の決済完了と同時

に外す（同時）

②　ヘッジの基本形

ヘッジには、現物の売り手が将来の販売価格

下落リスクに備えて先物市場で売りポジション

を持つことで前もって販売価格を固定する「売

りヘッジ」と、現物の買い手が将来の価格上昇

リスクに備えて先物市場で買いポジションを持

つことで前もって買い入れ価格を固定する「買

いヘッジ」の二種類がある。

＜ヘッジの基本形＞

売りヘッジ：現物買越⇒先物売越（Cash Long, 

Future Short）

買いヘッジ：現物売越⇒先物買越（Cash Short, 

Future Long）

（a）　ケース1（売りヘッジ）

収穫前の生産者が、収穫後小麦を販売する際

に現物価格が下落するリスクを回避するために

行うヘッジ。

　6月X日（収穫前）：8月渡しのHRSのベーシス

が$0.50 under MW Sep、 先物（MW Sep）が

$7.50（HRSのフラット・プライスは$7.00）とす

る。収穫前に現物を売るのはリスクを伴うため、

生産者は8月渡しで現物を売る代わりに（現物

をロングしている状態）、先物市場でMW Sep

を$7.50で売って売越ポジションを持つ。

【表5】売りヘッジの例
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　8月Y日（収穫後）：8月渡しHRSのベーシスが

$0.50 under MW Sep（ベーシスは6月X日から

不変）、先物（MW Sep）が6月X日から＄0.50下

がって$7.00であったとする（HRSのフラット・

プライスは$6.50）。生産者が現物を＄6.50で売

ると6月X日より＄0.50安く売ることになるが、

同時に先物市場でMW Sepを$7.00で買って

$7.50のショート・ ポジションと相殺すること

で＄0.50の利益を得ることが出来る。

（b）　ケース2（買いヘッジ）

3ヶ月後に原料小麦を手当てする製粉会社が、

3ヶ月後の現物の価格上昇リスクを回避し、原

料コストを固定する為に行うヘッジ。

　9月X日：12月渡しのHRSのベーシスが$0.50 

over MW Dec、先物（MW Dec）が$7.00（HRS

のフラット・プライスは$7.50）とする。製粉会

社は12月渡しの現物を買う代わりに（現物をシ

ョートしている状態）先物市場でMW Decを

$7.00で売って買越ポジションを持つ。

　12月Y日（3ヶ月後）：12月渡しのHRSのベー

シスが$0.30 over MW Sep（ベーシスは9月X日

から縮小）、 その日の先物（MW Sep）が9月X

日から＄0.50上がって$7.50（HRSのフラット・

プライスは$7.80）であったとする。製粉会社が

現物を＄7.80で買うと9月X日より＄0.30高く買

うことになるが、同時に先物市場でMW Sepを

$7.50で売って$7.00のロング・ ポジションと相

殺することで＄0.50の利益を得る。

③　ベーシス・プライシングによるヘッジ

ベーシス・プライシングで、買い手が先物の

ロング・ポジションを売り手に引き渡して値決

め を 完 了 さ せ る こ と を G iv e - u p（ま た は

Surrender）と呼ぶ。

買い手は、相場が先安と予想する場合、先に

【表6】買いヘッジの例
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ベーシスだけ決めて（先物ショート）、 後で先

物価格が下落した際に先物を買って売り手に

Give-upすることで安く現物を買うことができ

る（ケースA）。 また、 相場が先高と予想する

場合は、 ベーシス決定時に先物を買っておき

（先物ロング）、 これを決済日までに売り手に

Give-upして相殺することで買い付け価格を固

定することができる（ケースB）。一方、売り手

はケースA、Bいずれの場合もベーシス決定時

に先物を売っておき（先物ショート）、 これを

買い手からGive-upされた先物のロング・ ポジ

ションと相殺することで現物の販売価格を固定

することができる。

（a）�　ケースA（8月Y日が決済日のHRS小麦取

引）の例

5月X日（MW Sep：$7.50/Bu）にベーシスを

$0.50/Bu over MW Sepで決めた後、8月Y日

（MW Sep：$7.00/Bu）に買い手が先物市場で

先物を買って売り手にGive-upし決済を完了さ

せるケース（Buy & Give-up）。

（b）�　ケース（12月Y日が決済日のHRS小麦取

引）の例

9月X日（MW Dec：$7.00/Bu）にベーシスを

$0.70/Bu over MW Decで決めると同時に、買

い手は先物市場でMW Decを買ってロングし、

売り手はMW Decを売ってショートした後、12

月Y日（MW Dec：$7.50/Bu）に買い手がロン

グ・ ポジションを売り手にGive-upして最終的

な現物価格を確定させる（売り手はGive-upさ

れたロング・ポジションを先物市場で先物を売

ってポジションを相殺する）ケース（Liquidate 

& Give-up）。

【表7】ケースAにおける買い手・売り手のPL
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④　先物市場における投機筋の役割

生産者や事業者などの実需筋が先物を用いて

現物価格の変動リスクを回避しようとしても、

先物市場でそのリスクを引き受けてくれる一般

投資家（投機筋）がいなければヘッジは成立し

ない。このように米国の先物市場では、現物に

関与しない投機筋が実需筋の現物取引の価格形

成において一定の役割を果たしている。例えば、

製粉会社は先物市場で価格リスクを投機筋にヘ

ッジすることで、原料小麦の価格が大きく変動

しても製品価格への影響をある程度抑えること

ができる。

日本では「投機」という言葉にネガティブな

イメージを持つ人が多く、「コメや麦の先物が

上場されて投機の対象になると価格が乱高下す

る」と言われたりするが、 米国では全く逆で、

先物市場における投機筋の存在が食品価格の安

定に寄与しているのである。

� （元（株）ニップン顧問）

【表8】ケースBにおける買い手・売り手のPL

製粉振興 2025. 929

解説



日本人の食事摂取基準（2025年版）が公表さ
れ、いくつかの栄養成分で改訂がなされました。
食物繊維の目標量もその一つです。しかし、そ
の活用にあたっては混乱が生じています。その
理由は、 日本食品標準成分表2020年版（八訂）

（以降、食品成分表（八訂））が公表され、食物
繊維の新しい分析法が追加されたことが原因で
す。個々の食品別に国民健康・栄養調査の結果
を見ると、食物繊維の寄与率の高い食品は一貫
して精白米と食パンです。したがって、日本人
の食生活では食物繊維をしっかり摂取するには
穀類の摂取が重要です。全粒小麦粉は、総食物
繊維の大部分が不溶性食物繊維で、その健康効
果も便通改善が主体と考えられてきました。し
かし、新しい分析法では大麦やライ麦と並んで
全粒小麦は、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維
のバランスが取れた腸にとって理想的な食物繊
維を含む穀物であることが分かります。なお、
不溶性食物繊維の中に難消化性デンプン（レジ
スタントスターチ）量も含まれています。

穀物の摂取量が減少した要因として、低炭水
化物食、いわゆるロカボダイエットの流行も一
因と考えられます。しかし、炭水化物は、糖質
と食物繊維の両者を含むため、炭水化物を過度
に控えることは、食繊維不足を招きます。糖尿
病診療ガイドライン2024において、「糖尿病の
血糖コントロールのために炭水化物制限は有効
か？」という臨床疑問に対し、短期間であれば
有効であるが、長期的な食事療法として勧めら
れないとしています。また、炭水化物の制限に

よって減少させたエネルギーをたんぱく質で補
うダイエットが流行していますが、総エネルギ
ー摂取量が変わらない場合には減量効果は期待
できないことが日本人の食事摂取基準（2025年
版）の炭水化物の項に記載されています。

本稿では、日本人の食事摂取基準が改定され
たことを機会に、炭水化物・食物繊維摂取のた
めの穀物食のあり方について再度見直してみま
す。

1．日本人の食事摂取基準2025年版の概要
－炭水化物・食物繊維－
炭水化物の必要量は不明であること、また、

乳児以外では十分に炭水化物を摂取しているこ
とから、推定平均必要量、推奨量及び目安量は
前回同様に設定されませんでした。一方、炭水
化物は、エネルギー源として重要であるため、
この観点から指標を算定する必要があり、たん
ぱく質及び脂質の残余として目標量（範囲）が
算定されました。上限は、たんぱく質と脂質の
目標量の下の値に対応する炭水化物の目標量を
元に設定されました。下限は、たんぱく質と脂
質の上の値に対応させて設定されました。1歳
以上の全ての年齢で、男女共通の目標量として
50～65％エネルギー（％エネルギーは総エネル
ギー摂取量に占める割合を示す単位）と設定さ
れました。この下限の50％エネルギーの炭水化
物を摂取するには、毎日の穀物の摂取が重要に
なります。できれば精製度の低い穀物を摂取す
ることが推奨されます。日本人の食事摂取基準

新しい食事摂取基準を踏まえた炭水化物・
食物繊維摂取のための穀物食のあり方

青 江 誠一郎
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においても食物繊維の摂取量が少なくならない
ように注意が必要としています。

食物繊維は摂取不足が生活習慣病の発症に関
連するという報告が多いことから、目標量が設
定されました。 少なくとも1日当たり25～29g
の食物繊維の摂取が、様々な生活習慣病のリス
ク低下に寄与すると報告されていますが、食物
繊維摂取量と生活習慣病リスクとの間に明らか
な閾値は存在しません。世界保健機構（WHO） 
のガイドラインなどを踏まえて、少なくとも1
日当たり25gの食物繊維を摂取した方が良いと
考えられ、この値と日本人の食物繊維摂取量と
の中間値を参照値とした上で、目標量が算定さ
れました（表1）。したがって、真の目標量では
なく暫定的な目標量と言えます。

活用にあたり、食物繊維測定法の変化を踏ま
えた目標量の捉え方が必要です。後述しますが、
食品成分表（八訂）では、多くの食品の食物繊
維測定にAOAC2011.25法が採用されました。
この方法で測定された食品で、食物繊維の成分
値が高くなりました。食品成分表（八訂）を用
いて栄養価計算を行い、食事提供や摂取量評価
を行う際には、食事摂取基準の目標量と同等、
あるいは少し超える値を提供（摂取）できてい
たとしても、生活習慣病予防の観点からは不十

分である可能性があることが注意点です。した
がって、成人の場合に、食品成分表（八訂）で
栄養計算する場合は25g/日を目標に設定する
ことが推奨されます。

2．食品成分表（八訂）における食物繊維の
分析法の追加
日本食品標準成分表七訂追補2018年以降、食

物繊維の分析方法がAOAC 2011.25法による成
分値に更新され、栄養調査における食物繊維摂
取量は大きく変化しました。 これは、AOAC 
2011.25法では、 これまでのプロスキー変法で
は定量されていなかった低分子量水溶性食物繊
維や不溶性食物繊維の一部であるものの定量が
不十分だった難消化性でん粉を含めて食物繊維
の総量を定量することから、食物繊維総量が増
加したためです。なお、食品成分表（八訂）には、
食物繊維総量のみが収載されています（炭水化
物成分編では詳細が記載されています）。国民
健康・栄養調査は健康増進法に基づき実施され
ており、調査結果は日本人の食事摂取基準の策
定や健康日本21の評価等に活用され、日本の健
康・栄養施策の基盤的な役割を果たしています。
国民健康・栄養調査における食物繊維摂取量は
平成16～30年は14～15g/日程度でしたが、 令

表1　食物繊維の食事摂取基準（g/日）

性別 男性 女性 
年齢等 目標量 目標量 
3～5（歳） 8 以上 8 以上 
6～7（歳） 10 以上 9 以上 
8～9（歳） 11 以上 11 以上 
10～11（歳） 13 以上 13 以上 
12～14（歳） 17 以上 16 以上 
15～17（歳） 19 以上 18 以上 
18～29（歳） 20 以上 18 以上 
30～49（歳） 22 以上 18 以上 
50～64（歳） 22 以上 18 以上 
65～74（歳） 21 以上 18 以上 
75 以上（歳） 20 以上 17 以上 
妊婦 18 以上 
授乳婦 18 以上  
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和元年調査では、食物繊維摂取量が18.8g/日と
大幅に増加しています。これは、令和元年国民
健康・栄養調査に用いた日本食品標準成分表七
訂追補2018年における、食物繊維の分析方法の
更新がされたためです。表2に炭水化物成分表
編の穀物に記載されている食物繊維成分値例を
示します。

日本人が多く摂取するこめ（精白米、うるち
米）の総食物繊維量は七訂のプロスキー変法で
は、0.3g/100gでしたが、八訂では1.5g/100gと
なりました。5倍の増加になります。また、こ
めに次いで食物繊維摂取の寄与率が高い小麦

（食パン）では、水溶性食物繊維が0.4g/100gと
わずかでしたが、AOAC2011.25法では低分子
と高分子の水溶性食物繊維を合わせると1.9g/ 
100gとなり約4.8倍に増加し、 小麦は食物繊維
給源として重要な食材になりました。これら増
加が、国民健康・栄養調査における食物繊維摂
取量に大きな影響を与えました。AOAC2011.25
法による穀物の食物繊維量を乾物重％で図1に
示します。日本食品標準成分表では、水分がま
ちまちであるので統一して比較するために乾物
重％に再計算しました。

小麦（玄穀）は、これまで不溶性食物繊維が

表2　穀物の食物繊維量

食品
番号 食品名 水分

食物繊維

プロスキー変法 AOAC.2011.25法

水溶性
食物繊維

不溶性
食物繊維

食物繊維
総量

低分子量
水溶性
食物繊維

高分子量
水溶性
食物繊維

不溶性
食物繊維

難消化性
でん粉

食物繊維
総量

単位 g/100g g/100g g/100g g/100g g/100g g/100g g/100g g/100g g/100g

1088 こめ　［水稲めし］　精白米　うるち米 60 0 0.3 0.3 0.9 Tr 0.6 0.1 1.5

1006 おおむぎ　押麦　乾 12.7 4.3 3.6 7.9 2.4 4.3 5.5 0.4 12.2

0014 こむぎ　［玄穀］　国産　普通 12.5 0.5 10 10.5 3.3 1.8 8.9 0.4 14.0

01026 こむぎ　［パン類］　角形食パン　食パン 39.2 0.4 1.9 2.2 1.0 0.9 2.3 1.1 4.2

図1　穀物の食物繊維量（AOAC2011.25法）
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主体で、水溶性食物繊維含量は少ないとされて
いましたが、低分子および高分子水溶性食物繊
維に富む穀類の仲間入りをしました。したがっ
て、食パンや中華めんにおいても食物繊維の給
源として有用です。

3．日本人の食物繊維摂取量の変遷
日本人男女の食物繊維平均摂取量は、1955年

の国民健康・ 栄養調査では22.5g/日でしたが、
2018年の調査では15.0g/日まで減少しました

（図2）1、2）。この原因として穀類からの食物繊
維の摂取量の低下が考えられます。1955年の総
食物繊維摂取量に対する穀類摂取量が占める比
率は44％でしたが、2018年では穀類の摂取比率
が20％まで減少しました。これは、食生活の欧
米化に加えて、低炭水化物ダイエットなどが流
行したことによるご飯やパン類を避ける穀物離
れが一因と考えられます。以前の日本人の食事
摂取基準（2020年版）では、18歳～64歳の食物
繊維の目標量が男性21g/日以上、 女性18g/日
以上であり、2018年まで目標量に達した年はあ
りません。単一の食品別に国民健康・栄養調査

の結果を見ると、食物繊維の寄与率の高い食品
は精白米や食パンです。したがって、日本人の
食生活では食物繊維をしっかり摂取するには穀
類の摂取が重要です。かつてのレベルまで食物
繊維の摂取量を戻すためには、穀類の摂取量を
増やすことが一つの方法と言えます。 なお、
2019年以降の国民健康・栄養調査の食物繊維摂
取量はAOAC2011.25法の数値を用いているた
め、2018年と単純な比較ができないため、表示
しませんでした。令和5年の国民健康・栄養調
査では、平均食物繊維摂取量は、男性で18.8g/
日、女性で16.5g/日と報告されましたが、プロ
スキー変法で換算すると14～15g/日と推定さ
れ、2018年度以降も変化なく、摂取量は低いま
まです。

4．穀物由来の食物繊維摂取の重要性
食物繊維は、様々な物理化学的特性を有する

ものが多く、これまでは水溶性食物繊維と不溶
性食物繊維に分類されてその機能が研究されて
きました。全粒小麦に代表される食物繊維は腸
疾患の予防や改善に、オート麦や大麦に含まれ

図2　日本人の食物繊維摂取量の変遷
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る水溶性食物繊維は代謝性疾患の予防・改善に
有効とされてきました。しかし、近年になって
不溶性食物繊維に富む穀類（穀物フスマや全粒
穀物）の摂取は、肥満、2型糖尿病、冠状動脈
疾患のリスク低減に有効とするシステマティッ
クレビューが報告されました3）。さらに朝食に
穀物繊維を摂取することにより糖尿病、冠状動
脈疾患の相対リスクが低下するというメタ・ア
ナリシスの結果が報告されました4）。Prosky変
法による、穀物由来の食物繊維は、不溶性食物
繊維が主体です。したがって、このような穀物
の多彩な生理機能は、これまでの水溶性食物繊
維と不溶性食物繊維による機能分類では説明で
きません。

海外の食事ガイドラインでは朝食に全粒穀物
や穀物繊維に富む食事を推奨しています。最新
のシステマティックレビューによれば、1日
16gの全粒穀物摂取で全死亡リスクが7％低下、
1日48gの摂取で20％低下することが示され、
改めて全粒穀物摂取の重要性が示されました
5）。また、全粒穀物の効果に関して、64報の論
文についてメタ解析が行われました6）。その結

果、1日90gの全粒穀物の摂取は、 冠状動脈性
心疾患、心血管疾患、全てのガン、呼吸器、感
染症、糖尿病、その他疾患が原因の死亡率のリ
スクを低下させることを示しました（図3）。な
お、1日90gは、3サービングに相当します。こ
れらの効果は、全粒パン、全粒シリアル、フス
マを添加したものが有効でした。 

一方、 腸内細菌に届く炭水化物（MACs: 
Microbiota-accessible carbohydrates）という
概念が報告され、MACsを多く摂取することで
腸内細菌叢の多様性を保持することができると
されています7）。MACsの代表的食材は、穀物
であると考えられます。腸内細菌叢の多様性は
維持されることが良い腸内環境と考えられてい
ます。この腸内細菌の「多様性」は、ストレス
緩和、睡眠の質、身体の機能維持に関係します。
このように食物繊維に富む穀物の摂取は、日本
人の健康の保持・増進に重要な食材であると考
えられます。

5．穀物の生理機能について
これまでに明らかにされた全粒穀物の生理機

図3　1日3サービングの全粒穀物摂取による相対死亡リスク
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能について筆者らが行った日本人を対象とした
ヒト介入試験のエビデンスを含めて機能別に紹
介します。なお、試験食調製の都合で全粒小麦
ではなく、全粒小麦中の食物繊維画分である小
麦フスマを用いた実験も含めました。また、大
麦については、全粒大麦でも60％搗精大麦でも
有効成分であるβ-グルカン含量が変わらない
ことから、大麦については搗精粉を用いた研究
結果も全粒穀物の生理機能として扱いました。
（1）血清コレステロール正常化作用

オーツ麦β-グルカンを1日3g以上摂取する
と、冠状動脈疾患のリスクを下げるというヒト
介入試験結果があります。著者らは総コレステ
ロール値が200以上260mg/dl未満かつLDL-コ
レステロール値が120以上180mg/dl未満の被験
者にオーツ麦粥60g（β-グルカン2.1g）を摂取
してもらう試験を行いました8）。プラセボ食は、
オーツ麦の代わりに着色した白米を用い、食物
繊維量を同一にするためにセルロースを配合し
ました。その結果、血清総コレステロール値は、
オーツ麦群がプラセボ群に比べて摂取期間を通
じて有意に低いことが認められ、オーツ麦とし
て1日あたり60g、 β-グルカンとして2.1gの摂
取は境界域及び軽度高コレステロール血症の日
本人成人において効果が期待できる量であるこ
とを報告しました。次に、β-グルカンを高含
有する大麦を用いて、BMIの高い日本人被験者
を対象に介入試験を行いました9）。被験食とし
て、 プラセボ群は、 パック米飯を、 試験群は
50%大麦を配合したパック麦ご飯を主食とし
て、一日に2パックを用い、12週間毎日摂取し
てもらいました。その結果、血清総、LDL-コ
レステロール濃度が有意に低下しました。これ
らの研究から、日本人の食生活においても大麦
の摂取が血中コレステロール濃度低下に有効で
あることが確認されました。ライ麦パンを用い
た海外の実験でも、小麦パンに比べてLDL-コ
レステロール濃度の低下が示されています10）。

（2）食後血糖値の上昇抑制作用

空腹時の血糖値が正常な成人19名（男性10
名、女性9名）を試験対象とし、糖質50gを含む
小麦全粒粉パンまたは小麦粉パンを摂取し、摂
取前および摂取後120分間の血糖値を測定しま
した11）。その結果、グルコース溶液を飲用した
際の食後血糖曲線下面積を100とした場合、小
麦全粒粉パンのGI値は65.2、 小麦粉パンのGI 
値は73.0であり、小麦全粒粉パンは小麦粉パン
よりもGI値が有意に低値を示しました。 海外
の研究で、ライ麦粉で作られた朝食を健康な被
験者に摂食させるクロスオーバー試験を行った
結果、胚乳ライ麦パンと全粒ライ麦パンが、血
糖値の上昇を抑制することが示されました12）。
2型糖尿病の男性13名による二重盲検クロスオ
ーバー試験が行われ、 オーツ麦β－グルカン
3gを含む全粒穀物パン（低GIパン）を4週間摂
取した結果、対照食（高GIパン）に比べて、食
後血糖曲線下面積が小さくなることが認められ
ました13）。
（3）満腹感の持続作用

大麦を配合した食品は、胃内滞留時間が長く
なるため、満腹感が持続します。さらに、大麦
β-グルカンは、消化管ホルモンの分泌に影響
を与え、満腹感の持続に作用し、食事のエネル
ギー摂取量を低減させます。著者らは、大麦ご
飯ならびに大麦配合ホットケーキを朝食に食べ
ることで次の食事の食欲や摂取カロリーが抑制
されることを報告しました14、15）。また、ライ
麦パンと小麦パンを食べた後の食欲（空腹感、
満腹感等）を8時間評価した結果、 ライ麦パン
を朝食に食べると、小麦パンに比べて満腹感が
持続することが示されました16）。
（4）メタボリックシンドローム改善作用

著者らは、12週間、β-グルカン高含有大麦
と白米1：1の麦飯を1日2パック（β-グルカン
4.4g/日）摂取させたところ、 内臓脂肪面積が
100cm2以上の男女において腹囲、BMI、 内臓
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脂肪面積が有意に低下したことを報告しました
17）。内臓脂肪面積の低下に伴い、LDL-コレス
テロール濃度、収縮時血圧、レプチン濃度が低
下したことから、大麦の摂取はメタボリックシ
ンドローム改善に有効であると結論付けまし
た。次に、BMIがやや高め（23以上）の日本人
男女50名を、小麦全粒粉配合パン摂取群と、小
麦粉配合パン摂取群の2群に分け、プラセボ対
照無作為化二重盲検群間比較法で12週間の介入
試験を実施しました18）。その結果、 BMIがやや
高めの日本人が小麦全粒粉配合パンを長期摂取
すると、内臓脂肪面積が低減し、メタボリック
シンドローム関連指標を改善する作用を見出し
ました。
（5）腸内環境改善作用

著者らは、 小麦フスマとバーリーマックス
（大麦の品種の一つ）の摂取が健常日本人の腸
内細菌叢と糞便代謝産物に及ぼす影響を二重盲
検無作為化試験で調べました19）。健常被験者を
対象に無作為に1群15人の4群に分け、試験食品
を4週間摂取する試験を実施しました。試験食
品は、小麦フスマもバーリーマックスも含まな

い食品、小麦フスマのみ含む食品、バーリーマ
ックスのみ含む食品、小麦フスマとバーリーマ
ックスを含む食品としました。総食物繊維量を
同一にした焼成シリアルバーを1日2回主食の代
わりに摂取しました。その結果、Bacteroidetes
門ならびにBacteroides属が小麦フスマとバー
リーマックスの組み合わせにより有意に増加し
ました。また、酪酸産生菌の占有率が、小麦フ
スマ無群に比べて小麦フスマ有群で有意に増加
しました。さらに、糞便中の総短鎖脂肪酸なら
びに酪酸濃度が、小麦フスマ無群に比べて小麦
フスマ有群で有意に増加しました（図4）。また、
糞便中の腐敗物質であるp-クレゾール濃度およ
び総腐敗産物濃度（アンモニアを除く）が小麦
フスマ無群に比べて小麦フスマ有群で有意に減
少しました（図4）。小麦フスマの摂取は、酪酸
産生産生菌を増加させて腸内の酪酸産生を増加
させ、有害物質の産生を抑制することを見出し
ました。

5．おわりに
日本人の食事摂取基準（2025年版）において

図4　小麦フスマの腸内環境改善作用
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食物繊維の目標量が改訂されたことを機会に、
食物繊維摂取のあり方について解説しました。
日本人は、永年に渡り食物繊維摂取量が目標量
に達していません。穀物は、炭水化物ならびに
食物繊維の重要な給源です。穀物摂取の重要性
を再認識し、摂取量が増えることで食物繊維摂
取の目標量の到達と、健康寿命の延伸が望まれ
ます。
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薬膳料理とは

紀元前の頃、中国には「食医」といって、皇帝の

飲食を管理する医者がいました。日々の食事で

病気の治療や予防をする「食医」は、当時の宮廷

医の中では最も位が高かったといわれています。

薬膳料理は、その中国で「薬食同源」という

考え方から生まれたとされています。季節に応

じた食材を、それぞれの特徴や味から選び、そ

の人の体質や体調に合わせてつくる料理です。

健康の維持や健康増進、「未病（みびょう）」と

いって、病気になる前に予防することなどを目

的としていました。

陰陽五行説と五臓、五味

陰陽説では、この世にあるすべての物事は2

つの相対する側面「陰」と「陽」（表と裏）とに分

けられ、互いにバランスを保ちながら存在して

います。また、五行説「木火土金水（もっかど

ごんすい）は万物を構成する5つの要素の名称

で、人体、料理、天体、自然現象まで、さまざ

まな分野で用いられています。

五行 木 火 土 金 水

五季 春 夏 長夏 秋 冬

五臓 肝 心 脾 肺 腎

五味 酸 苦 甘 辛 鹹

五行図

「五臓」とは、身体の生命活動の中心となる

機能や働きを肝（かん）・心（しん）・脾（ひ）・

肺（はい）・腎（じん）の5つに分類したもので

す。単に臓器のことではなく、身体の機能を表

している言葉です。また「五味」とは、食物の

持っている5つの味、酸・苦・甘・辛・鹹（か

ん＝塩辛い）を表したものです。「五季」に弱り

がちな「五臓」を労りつつ、「五味」で時季に合

わせた食材と味わいを生かした小麦粉めんをつ

くってみてはいかがでしょう。

春は「肝」。味は「酸味」で

「肝」は血液を蓄えて、身体に巡らせる働き

を持ち、自律神経の働きを調整する役割を果た

しています。春の野菜を使い、酸味を少し効か

せた「グリーンアスパラとベーコンのレモンペ

ンネ」。グリーンアスパラは下5cm程をピーラ

ーでむき、斜めに切る。玉ねぎとにんにくは薄

切りにする。薄切りベーコンは1cm幅に切って

おく。湯を沸かし、塩を加えてペンネをゆでる。

フライパンにオリーブオイルとにんにくを入れ

て弱火で温め、にんにくの香りが出てきたら、

バター少々と玉ねぎ、ベーコンを加え、玉ねぎ

が透き通るまで炒め、グリーンアスパラを加え

てさらに炒めて火を通し、塩で味つけ、ゆで上

がったペンネとレモン汁を加えて全体を絡め

小麦粉のある風景

ひらの　あさか

薬膳のはなしと小麦粉めん
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る。器に移して、好みで粗びきこしょう、粉チ

ーズをふります。

夏は「心」。味は「苦味」で

「心」は血液を身体に循環させ、精神の活動

をコントロールする役割もあります。夏野菜に

苦味を効かせた「ゴーヤと豚肉の焼きそば」。

ゴーヤは縦半分に切って、中の種を取って斜め

薄切りにして、塩少々でもむ。豚バラ肉は食べ

やすい大きさに切る。フライパンにごま油を引

いて豚バラ肉、ゴーヤをさっと炒める。中華め

ん（蒸し）は、電子レンジで軽く温め、豚バラ、

ゴーヤと合わせて炒め、塩またはめんつゆを加

えて味をつけて器に移して、好みでかつおぶし

をのせる。

長夏は「脾」。味は「甘味」で

「長夏（ちょうか）」は東洋医学における季節

の区分で、夏の終わりから秋の始まりにかけて

の時期を意味します。日本においては、梅雨や

秋の長雨の時期と考えられています。

「脾」は食べ物の消化吸収、水分代謝を促し

てくれる大切な働きがあります。少し甘味のあ

る「カポナータ風パスタ」。カポナータをつくる。

なす、玉ねぎ、ズッキーニ、パプリカは食べや

すい大きさに切る。フライパンにオリーブオイ

ルを引いて野菜を炒め、カットトマト、しょう

ゆ少々を加えて煮込んで、最後にトマトケチャ

ップ少々を加える。スパゲッティは塩を加えた

湯でゆで、仕上がったカポナータと和えて、皿

に移して好みで粉チーズをふる。

秋は「肺」。味は「辛味」で

「肺」は体内に送り込んだ外気を浄化する役

割のほか、皮膚や粘膜を外敵から守る働きがあ

ります。少し辛味を効かせた「香菜と春菊とひ

き肉の和えそば」。香菜と春菊は葉摘んでおき、

芯の部分はみじん切りにする。フライパンにご

ま油を引いて細切りの赤唐辛子に火を通して、

鶏ひき肉、続いてみじん切りにした香菜、春菊

とを炒め、しょうゆ少々で味をつける。そば（乾

めん）は時間通りにゆでて水で洗って水気を切

る。皿にそばをのせ、炒めたひき肉をのせ、香

菜、春菊の葉をのせて冷やしためんつゆをかけ、

和えて食べる。

冬は「腎」。味は「鹹味」で

「腎」は身体の成長や発育に関わり、体内の

水分代謝をコントロールする役割もあります。

「えびにゅうめん」。むきえびは背わたを取り、

片栗粉をまぶしておく。そうめんはゆでて水気

を切っておく。フライパンにごま油を引いてね

ぎのみじん切り、えびを加え、塩少々を加えて

炒める。鍋に鶏ガラスープを温め、しょうゆ少々

を加え、丼にそうめん、炒めた具をのせ、スー

プを注ぐ。

� （食文家）

参考文献

ひとりごはんの薬膳レシピ� 鳥海明子　　

� 誠文堂新光社

日本中医食養学会ホームページ
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業務日誌

◯一般財団法人製粉振興会理事会・定時評議員会を開催

1、第194回理事会

8月5日（火）製粉会館において農林水産省農産局農産政策部貿易業務課大倉課長補佐のご臨席のも

と理事会を開催し、次の議案を審議し、決定しました。

（決議事項）

第1号議案　第59事業年度事業報告に関する件

第2号議案　第59事業年度決算報告に関する件

第3号議案　公益目的支出計画実施報告書に関する件

第4号議案　定時評議員会招集に関する件

（報告事項）

職務執行状況報告に関する件

2、第94回定時評議員会

8月27日（水）製粉会館において農林水産省農産局農産政策部貿易業務課久染課長のご臨席のもと

定時評議員会を開催し、次の議案を審議し、決定しました。

（決議事項）

第1号議案　第59事業年度決算報告に関する件

第2号議案　評議員の選任に関する件

第3号議案　理事の選任に関する件

第4号議案　監事の選任に関する件

（報告事項）

⑴　第59事業年度事業報告に関する件

⑵　公益目的支出計画実施報告書に関する件

3、第195回理事会（書面決議）

評議員会における理事選任の決議を受け、理事長選定の書面決議を諮ったところ8月27日付で、

佐藤秀夫氏が理事長に選定されました。
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《役　員》

役　職 氏　　名 役　職 氏　　名

理 事 長 佐藤　秀夫 理　　事 皆川　浩貴

理　　事 加瀬　晴久 〃 横山　敏明

〃 佐々木康雄 〃 吉原　良一

〃 志賀　重介 監　　事 北林　健一

〃 西田　　定 〃 村越　一之

〃 藤原　武弘

《評議員》

氏　　名 役　職 氏　　名 役　職

伊藤　健一 公益財団法人
すこやか食生活協会　理事長 生源寺眞一 公益財団法人

日本農業研究所　理事・研究員

井上　好文 一般社団法人
日本パン技術研究所　所長 平出　晋一 PLAZA総合法律事務所

弁護士

木村　　均 一般社団法人
日本冷凍食品協会　顧問 藤村　　勝 元独立行政法人

国民生活センター　理事

斎藤　　修 国立大学法人
千葉大学　名誉教授 盛田　清秀 元国立大学法人

東北大学　教授

篠田　粧子 東京都立大学
名誉教授 山下　容弘 一般社団法人

全国米麦改良協会　副会長

一般財団法人製粉振興会　役員及び評議員名簿（敬称略）
令和7年8月27日現在
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業界ニュース
★製粉協会第79回定時会員総会を開催

製粉協会の第79回定時会員総会は8月21日
（木）午前11時00分から製粉会館会議室において
開催された。

塚越英行会長が議長に選任されて議事が進め
られた。第1号議案・第77期会務報告、第2号議
案・第77期収支決算、第3号議案・第78期収支
予算及び賦課金、また、第4号議案・役員の選
任について説明され、いずれも異議なく原案ど
おり承認された。

塚越会長に代わって、新会長には前鶴俊哉理
事（株式会社ニップン・代表取締役社長）が選
任された。

この後、新旧会長の退任・就任の挨拶があり、
最後に、農林水産省 農産局 農産政策部長 山口
潤一郎氏から来賓のご挨拶をいただいた。

総会後には、東京証券会館にて懇親会が開催
され、前鶴新会長の挨拶に始まり、来賓を代表し
て農林水産省 農産局 局長 山口靖氏のご挨拶、

（一財）日本穀物検定協会 代表理事会長 井出道
雄氏の乾杯の発声により和やかに行われた。
� 【製粉協会・佐藤】

農林水産省は、「主要食糧の需給及び価格の
安定に関する法律（平成6年法律第113号）第42
条第2項」に基づき売り渡す輸入小麦の令和7年
10月期の政府売渡価格を決定しました。

1．政府売渡価格の改定内容
令和7年10月期（令和7年10月以降）の輸入小

麦の政府売渡価格は、直近6か月間の平均買付
価格を基に算定すると、5銘柄加重平均（税込
価格）で61,010円／トン、4.0％の引下げとなり
ます。

プレスリリース 令和7年9月10日
農 林 水 産 省

輸入小麦の政府売渡価格の改定について

注：5銘柄の内訳

カナダ産ウェスタン・レッド・スプリング（1CW） 主にパン用 
アメリカ産ダーク・ノーザン・スプリング（DNS） 主にパン・中華麺用
アメリカ産ハード・レッド・ウィンター（HRW） 主にパン・中華麺用
オーストラリア産スタンダード・ホワイト（ASW） 主に日本麺用
アメリカ産ウェスタン・ホワイト（WW） 主に菓子用

2．略

（単位：円／トン）
政府売渡価格 7年4月期 7年10月期 対前期比

5銘柄加重平均（税込み） 63,570 61,010 ▲4.0％
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★「そばの花観察運動」などを実施しています

一般社団法人日本麺類業団体連合会・全国麺

類生活衛生同業組合連合会（会長・理事長＝田

中秀樹）では、毎年「そばの花観察運動」を実

施しています。今年で41回目を迎えるこの事業

は、小学生を対象として、そばの種子を植え、

花になるまでの成長を学ぶとともに、開花時期

にそばの花の写生画を描いて提出していただい

ています。現在作品の応募受付中です。

前回（第40回）は全国から1,118作品が寄せら

れ、令和6年12月に審査会を実施、最優秀賞1点、

優秀賞2点、努力賞10点、日麺連賞10点、佳作

100点を選定しました。最優秀賞に選ばれたの

は、三重県大台町立三瀬谷小学校6年生の西山　

和奏（にしやま・わかな）さんの作品でした。

また、8月には「第15回全国高校生そば打ち

選手権大会」を開催しました。今回は全国から

19校・27チーム（1校2チームまで出場可）、100

余名の選手が日頃の練習の成果を競いました。

今回は「最優秀選手賞」（優勝校）には農林水産

大臣賞を授与しています。

結果は、啓新高等学校（福井県）が大会3連覇

を果たし、そばの主産地である福井県のPRに

も貢献しています。また、同じく主産地である

長野県から出場した3校はいずれも10位以内に

入賞を果たしました。

＜大会結果＞

優　勝（文部科学大臣賞）

　　　　啓新高等学校A（福井県）

準優勝　長野県長野吉田高等学校戸隠分校A

第3位 　長野県下高井農林高等学校A

第4位 　啓新高等学校B（福井県）

第5位 　松本第一高等学校A

第6位 　茨城県立太田西山高等学校B

第7位 　仙台大学附属明成高等学校

第8位 　大分県立高田高等学校A

第9位 　長野県長野吉田高等学校戸隠分校B

第10位　長野県下高井農林高等学校B

※第4位～第10位は「敢闘賞」

＜最優秀選手賞＞

（農林水産大臣賞）

三村　彩乃さん（啓新高等学校）

＜優秀選手賞＞

德嵩　由奈さん（長野県長野吉田高等学校戸隠分校）

浦山　瑠乃羽さん（長野県下高井農林高等学校）

� 【（一社）日本麺類業団体連合会・田中】

「第15回全国高校生そば打ち選手権大会」開会式「第40回そばの花観察運動」最優秀賞作品
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過去最高の5億7,073万トン
（同1.9％増）となったことか
ら、8億1,409億トン（同1.5％
増）と予測。貿易量は、EU
における輸入量の減少（同
39.5％減）及び輸出量の増加
（同17.6％増）、サハラ以南ア
フリカ諸国の食用需要の増加
により2億341万トン（同3.1％
増）と予測。期末在庫は、特
にアジアでの在庫減少が見込
まれることから2億6,468万ト
ン（同2.1％減）と7年ぶりの
低水準となり3カ年度連続で
減少と予測。
また、デュラム小麦の生産
量は3.587万トン（ほぼ前年度
並み）、消費量は3,590万トン
（食用3,376万トンは過去最
高）、貿易量はEU及び北アフ
リカでの現地調達力の向上に

より846万トン（前年度比8.4
％減）と予測［表1～4］。
�（IGC/GMR567　2025.7.17）

（2）経済協力開発機構（OECD） 

・国連食糧農業機関（FAO）、

“Agricultural Outlook 2025-

2034”（中期見通し）を公表

本中期見通しによると、農
産物と水産物の世界生産量は
2034年までに14％増加し、穀
物は年平均1.1％の増加が見
込まれる。小麦生産量は同年
までに7,400万トン増の8億
7,400万トンに達し、 増加分
の29％をインドが占めると予
測。貿易量も生産量の増加に
合わせて2,100万トン増と予
測。
（World-Grain.com　2025.7.�
23）

（1）国際穀物理事会（IGC）、

穀物市場レポート（2025年7

月）を発表

2025/26年度の世界の小麦
生産量は主にEUの生産回復
（前年度比14.9％増）に牽引さ
れ過去最高の8億833万トン
（同1.1％増）と予測。消費量
は、主に南アジアとサハラ以
南アフリカ諸国における食用
需要の拡大により食用需要が

（1）Ardent Mills（AM）社の

利益は増加、売上は減少

Conagra Brands（CB）社が
発表した財務諸表によると、
アメリカ最大の製粉企業AM
社の2025年度（5月25日締め）
の税引後利益は3億6,920万ド
ルで前年度の3億6,150万ドル
から2.1％増加したものの、
2023年度の記録的な利益（4
億5,320万ドル）には及ばなか
った。今年度の純売上高は39

億9,800万ドルで、 前年度の
45億9,800万ドルからは13.0％
減（2023年度は52億4,000万ド
ル）。AM社の株式所有はCB
社（44％）、カーギル（44％）、
CHS（12％）。
（World-Grain.com　2025.7.�
11）

（2）アメリカ農業界は「ワ

ン・ビッグ・ビューティフル・

ビル法」（OBBBA）を歓迎

2018年農業改良法が2023年
に失効し、新農業法の審議は
未定の中、7月初めにトラン

プ大統領の署名で成立した
OBBBAには、農業プログラ
ムへの連邦政府支出を今後10
年間で650億ドル以上増加さ
せ、農業リスク補償プログラ
ム又は価格損失補償プログラ
ムの加入農家への基準価格及
びローンレート（融資単価）
の引上げが含まれている。小
麦の基準価格は1ブッシェル
当たり5.50ドルから6.35ドル、
融資単価は3.38ドルから3.72
ドルに引き上げられる。
（World-Grain.com　2025.7.�
17）

　　　　世界

海外短信海外短信

　　　　アメリカ
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（3）Bay State Milling社、カ

リフォルニア州Woodland工

場を閉鎖へ

マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州
Quincyに本社を置く同社（ア
メリカ最大の非上場の家族経
営製粉企業）は、事業の最適
化と戦略的取組の一環として
Woodland工場を閉鎖すると
発表。通常操業の最終日は10
月31日の予定。Sosland出版
社の“2025 Grain & Milling 
Annual”（編集注：本誌3月号
で既報）によると、同工場の
1日当たり小麦粉生産能力は
33トン、 同社計は4,174トン
でアメリカ第4位の小麦粉生
産企業。
（World-Grain.com　2025.7.�
21）

（4）テ キ サ ス 州 D a w n の

Panhandle Milling社施設で

爆発事故

爆発により建物が部分的に
崩壊し、人的被害も出た。高
級小麦粉及び穀物製品のサプ
ライヤーである同社は、コロ
ラド州デンバーに拠点を置く
PHM Brands社の子会社。
Sosland出版社の“2025 Grain 
& Milling Annual”（前出）に
よれば、Dawnの施設は1日
当たり227トンの小麦粉生産
能力を有する。
（World-Grain.com　2025.7.�
24）

（5）Ardent Mills（AM）社が

Stone Mill（SM）社を買収

AM社は特殊原料部門での
プレゼンス拡大のため、ノー
スダコタ州Richardtonに特殊
洗浄施設を有するSM社を買
収する契約を締結した。SM
社はグルテンフリー認証や高
度な微生物削減能力を備えて
いる。AM社は2021年に同州
HarveyのFirebird Artisan 
Mills社を買収している。
（World-Grain.com　2025.7.�
31）

（6）ノースダコタ製粉所が

記録的な利益を計上

アメリカ唯一の州所有製粉
所のノースダコタ製粉所
（1922年設立）は、6月末に終
了した2025年度の利益が過去
最高の2,660万ドルに達し、
前年度の2,070万ドルから28
％増加したと発表。同製粉所
の出荷量は84.8万トン、穀物
購入量は過去最高の109.7万
トン、総売上高は4億7,600万
ドルを記録した。同製粉所は
272トンのデュラムユニット
を含め、1日当たり総製粉能
力2,744トンを誇るアメリカ
最大の製粉所。
�（World-Grain.com　2025.8.1）

（7）アメリカの四半期小麦粉

生産量が過去15年間で最低

を記録

アメリカ農務省全国農業統
計局（USDA/NASS）によれ
ば、 アメリカの製粉工場の
2025年第2四半期（4～6月）の
小麦粉生産量は466.8万トン
で、前年同期（476.2万トン）
を下回り、過去15年間の四半
期の中で最低水準となった。
第2四半期の小麦粉生産能力
は1日当たり72,154トン（前年
同期72,595トン）。
�（World-Grain.com　2025.8.1）

（8）Menne l M i l l i ng 社 が

Mondelez International社の

製粉工場を買収へ

アメリカ国内で7つの製粉
工場を運営するMenn e l 
Milling社（1886年設立）は、
Mondelez International社の
Toledo製粉工場（1892年操業
開始）を買収することで合意
した。これにより同社はアメ
リカ第4位の製粉企業となる。
Sosland出版社の“2025 Grain 
& Milling Annual”（前出）に
よれば、 同社は日産3,084ト
ンの製粉能力を有するアメリ
カ第7位の製粉企業。Toledo
製粉工場の製粉能力は日産
1,406トン。
（World-Grain.com　2025.8.�
12）

（9）アメリカ農務省経済調査

局（USDA/ERS）、“Wheat 

Outlook”（2025年8月）を発

製粉振興 2025. 945



海外短信

表

2025/26年度の小麦生産量
は、単収の増加を上回る収穫
面積の減少により5,245万ト
ン（前年度比2.2％減）と予
測。その中で、冬小麦につい
ては、単収の増加によりほぼ
前年度並み。国内消費量は飼

料用需要の増加を見込み
3,141万トン（同1.2％増）、輸
出量は堅調な販売ペースと競
争力ある価格設定により
2020/21年度以来の高水準と
なる2,381万トン（同5.9％増）
で、そのうちハード・レッド・
ウインターは816万トン（同

37.8％増）と大幅な増加を予
測。輸出を含めた需要量増加
の一方で、 期首在庫2,315万
トン（同22.2％増）により供
給量も増加するため、期末在
庫は2,364万トン（同2.1％増）
と予測［表5～6］。
� （USDA/ERS　2025.8.14）

農 業 園 芸 開 発 委 員 会

（AHDB）、2024/25年度の製

粉統計を発表

2024/25年度（7-6月）の小
麦挽砕量は586万トン（前年
度比6.9％減）、うち国産小麦
は424万トン（同17.0％減）、
輸入小麦は161万トン（同36.7
％増）。 製粉生産量計（スタ

ーチ及びバイオエタノールを
含む）は457万トン（同7.4％
減）［表7］。
� （AHDB　2025.8.7）

EUの小麦生産は回復

欧州委員会が発表した穀物
需給予測（7月24日改定）によ
れば、2025/26年度の普通小
麦生産量は主として単収の増
加により1億2,726万トン（前

年度比14.0％増）に回復。消
費量はほぼ前年度並みだが、
輸出量は2,978万トン（同22.6
％増）と回復が見込まれるこ
とから、期末在庫は710万ト
ン（同25.9％減）の低水準と
予測。デュラム小麦の生産量
も単収の増加を受けて831万
トン（同15.2％増）と高水準、

消費量は前年度並み、輸出量
は92万トン（同27.5％増）に
増加するものの、生産量の増
加には及ばないことから、期
末在庫は132万トン（同106.2
％増）の高水準と予測［表8］。
（欧州委員会“ C e r e a l s -
b a l a n c e - s h e e t s - a n d -
forecasts” 2025.7.24）

インドの小麦事情（アメリカ

農務省海外農業局（USDA/

FAS）報告）

2025/26年度（4～3月）の小
麦生産量は、恵まれた気候条
件等により過去最高の1億
1,750万トン（前年度比3.7％

増）と予測。市場価格は記録
的生産への期待から2025年3
月以降大幅に下落したもの
の、製粉業者やトレーダーの
在庫が比較的逼迫していたた
め、最近は政府の最低支持価
格（285ドル/トン）付近で推
移。政府は民間業者による投
機の予防措置として、2026年
3月31日までの間、トレーダ

ー/卸売業者は3,000トン、小
売業者は店舗当たり10トン、
加工業者は月間加工能力の70
％に2025/26年度の残月数を
乗じた値の在庫制限を課し
た。小麦及び小麦製品の輸出
禁止、40％の輸入関税も継続
される見込み。
� （USDA/FAS　2025.6.17）

　　　　イギリス

　　　　EU

　　　　インド

製粉振興 2025. 9 46



海外短信

オーストラリアの小麦事情

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量
は前年度比9.1％減の3,100万
トンとの予測だが、過去10年
間平均の2,760万トンを12.4％

上回っており、近年の作付面
積及び単収の増加がこれを支
えている。同年度の国内消費
量は810万トン（前年度比1.3
％増）で、主に肉牛フィード
ロット部門の拡大（アメリカ
への穀物飼育牛肉の輸出増
加）による飼料用需要の増加
による。2024/25年度の輸出
量は中国向けの大幅な減少に

より予測を下回り、その結果、
期末在庫が増加し、2025/26
年度の生産量の減少分を相殺
する供給量となることから、
2025/26年度の輸出量は2,500 
万トン（同8.7％増） と予測

［表9］。
� （USDA/FAS　2025.7.25）

急成長中のSohar Flour Mills

社、 保管能力16万トンの増

強を決定

2017年設立の同社はオマー

ン最大の食品メーカーへと成
長を遂げており、Bühler AG
社（スイス）をパートナーに
選定し、保管能力を16万トン
増強することを決定。同社は
高級小麦粉や中力小麦粉に加
え、「Arabic flour」、パン用

小麦粉、ピザ用小麦粉、セモ
リナ粉などを生産し、小麦粉
の大部分はイエメン、カター
ル、 サウジアラビア、UAE
に輸出している。
（World-Grain.com　2025.6.�
19）

カザフスタンの小麦事情（ア

メ リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量
は、農家がより収益性の高い
油糧種子（特にヒマワリ）に

切り替えるため、1,380万ト
ン（前年度1,650万トン）と大
幅に減少すると予測。政府の
支援があっても、一部の農家
は肥料の購入等で経済的に苦
労しているため、小麦の収穫
量は今後年々減少すると予
測。同国には130の製粉工場
が稼働しており、年間製粉能

力は約900万トンあるが、第
三国市場におけるウズベキス
タン産小麦粉との輸出競争の
激化、投入コストの上昇等に
より、ほとんどの製粉工場の
稼働率は50％未満［表10］。
（USDA/FAS　2025 . 7 . 9、
World-Grain.com　2025.7.11）

インドネシア、アメリカ産小

麦の輸入拡大を約束

インドネシア製粉協会は、

アメリカ小麦連合会（USWA）
との覚書締結（7月7日）によ
り、今後5年間でアメリカ小
麦の年間購入量を倍増させ、
年間100万トンとすることを
約束した。同国はエジプトに

次いで世界第2位の小麦輸入
国で、31の製粉工場を有し、
総設備能力は1,480万トン。
�（World-Grain.com　2025.7.8）

　　　　インドネシア

　　　　オーストラリア

　　　　オマーン

　　　　カザフスタン
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（1）カナダ農業農産食料省

（AAFC）、主要穀物予測（2025

年7月）を発表

2024/25年度のデュラム小
麦の生産量は587万トン（前
年度比43.6％増）、 国内消費
量は飼料用の減少を受けて60
万トン（同15.2％減）、輸出量
は540万トン（同52.2％増）と
予測。好調な輸出と飼料用需
要の減少を受けて、期末在庫
は30万トン（同26.3％減）。
2025/26年度の生産量は、作
付面積は増加するものの単収
の減少が見込まれることか
ら、557万トン（同5.1％減）、
主要輸入国による需要減及び
飼料用の増加を見込み、期末

在庫は50万トン（同66.7％増）
と予測。
2024/25年度のデュラム小
麦を除く小麦生産量は2,909
万トン（前年度比0.8％増）、
輸出量はほぼ前年度同の
2,180万トンと予測。2025/26
年度の生産量は、作付面積は
微増するものの単収の減少を
受けて2,886万トン（同0.8％
減）、国内消費量は飼料用需
要の減少が見込まれ、輸出量
は2,110万トン（同3.2％減）と
予測。その結果、期末在庫は
380万トン（同2.7％増）と予
測［表11］。
（AAFC“Outlook for Principal 
Field Crops”2025.7.21）

（2）カナダの小麦製粉事情

Sosland出版社の“2025 

Grain & Milling Annual”（前
出）によると、カナダ製粉業
界の日産小麦製粉能力は
9,117トン（23工場）、同デュ
ラム小麦製粉能力1,066トン
（5工場）。カナダ統計局によ
ると、2024年の全体の小麦挽
砕量は330万トン（前年度比
0.8％減）、小麦粉生産量は
250万トン（同1.3％減）、うち
デュラム粉生産量は21.9万ト
ン。2019～23年平均で小麦粉
総供給量の87.9％を国内で消
費。2024年の小麦粉輸出量は
22万トンで、うち92.8％がア
メリカ、 次いでバハマ（1.9
％）、キューバ（1.4％）。
（World-Grain.com  2025.7 .�
28）

韓国製粉協会、小麦粉製粉実

績等を更新

韓国製粉協会が更新した統
計資料によれば、2024年の製

粉工場数は10、 製粉能力は
308万トンで前年同となった
が、製粉実績は227万トン（前
年比4.0％増）、小麦輸入量は
244万トン（同14.2％増）、小
麦粉生産量は1977年からの統
計上最高値の183万トン（同

3.0％増）、 小麦粉消費量も
1966年からの統計上最高値の
213万トン（同2.4％増）［表

12］。
（韓国製粉協会ホームページ　
2025年7月）

ASAグループ（ボスニア）、

セ ル ビ ア Kula に あ る Zito 

Backa製粉所を買収

1世紀以上にわたり製粉業

を営んできた同製粉所は2013
年に製品ラインの拡大と操業
の近代化を実現し、現在、小
麦挽砕能力は220トン/日（小
麦換算）で、穀物5万トン、小
麦粉3,000トンの貯蔵能力を
有する。ASAグループは今

回の買収はセルビア及び南東
ヨーロッパ地域全体における
市場での地位と生産能力の大
幅強化につながるとしてい
る。
（World-Grain.com  2025.7 .�
10）

　　　　カナダ

　　　　韓国

　　　　セルビア
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トルコの小麦事情（アメリカ

農務省海外農業局（USDA/

FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量
は、乾燥した気象条件により
1,625万トン（前年度比14.5％
減）と予測。6月初旬にトル
コ国家穀物委員会が発表した
2025/26年度の調達価格は、

農家の投入コストを補償する
ため、製粉用小麦（1等、以
下同じ。）351ドル/トン（同
41.0％増）、デュラム小麦351
ドル/トン（同31.0％増）に引
き上げられた。国内生産量の
落ち込みを補うため小麦輸入
量は1,025万トン（同220.3％
増）と予測したが、前年度比
で大幅に増加した理由は、前
年度に政府が過剰在庫削減の
観点から輸入を制限したた

め。輸出量は前年度同の700
万トン（小麦製品を含む）と
予測。その内訳は小麦粉320
万トン、 パスタ180万トン、
小麦170万トン、ブルグル（デ
ュラム小麦の挽き割り）30万
トン（いずれも小麦換算）。
同国の製粉企業はアフリカ及
び中東市場への輸出でエジプ
ト企業と競合している［表

14］。
� （USDA/FAS　2025.7.3）

中国の小麦事情（アメリカ農

務省海外農業局（USDA/

FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量
は1億4,100万トン（前年度比
0.6％増）と予測。4～5月の干

ばつによる生産量減少に対す
る市場の懸念から小麦価格は
上昇したものの、干ばつ状態
が緩和され、大幅な生産量減
少の懸念が軽減されたことか
ら価格は下落。消費量は飼料
用の増加を受けて1億5,300万
トン（同2.0％増）、輸入量は
公的備蓄施設が数年にわたる

大規模な在庫調整の後に在庫
を積極的に補充しており、ま
た、飼料用穀物の小麦代替が
続くことから600万トン（同
33.3％増）、 期末在庫は1億
2,110万トン（同5.5％減）と予
測［表13］。
� （USDA/FAS　2025.7.2）

Olam Agri社（シンガポー

ル ）、 Crown Flour Mi l ls

（CFM）社買収後の事業拡大

CFM社を買収してから15

年、Olam Agri社はナイジェ
リアの小麦製粉及びパスタ業
界で大きな力を持つようにな
り、アフリカでも有数の製粉
会社となった。15年前の2工
場から現在は9工場を有し、
小麦粉、セモリナ粉、パスタ

を生産。また、アフリカでの
事業拡大を図り、2024年には
ガーナにパスタ生産施設を建
設し、小麦粉生産能力を拡大
する計画を発表した。
（World-Grain.com　2025.7.�
29）

パキスタンの小麦事情（アメ

リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量
は作付面積の減少から2,900
万トン（前年度比8.8％減）と
予測。作付面積減少の主要因
は政府による支持価格政策の
廃止（編集注：本誌1月号で

既報）による。民間トレーダ
ーと製粉業者が唯一の市場参
加者となり、価格は自由市場
で決定される結果、2025年産
の生産者手取り額は約215ド
ル/トンとなり、2023年産の

　　　　トルコ

　　　　ナイジェリア

　　　　中国

　　　　パキスタン
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約350ドルから大幅に下落。
小麦価格の下落は小麦粉のコ

スト減につながり、小麦粉価
格は昨年6月から本年5月にか

けて10％下落。
� （USDA/FAS　2025.6.27）

バングラデシュ、アメリカ産

小麦の輸入拡大を約束

バングラデシュ食糧省は、
アメリカ小麦連合会との間で
覚書に署名し、 今後5年間、

アメリカから年間70万トンの
小麦を輸入することを約束し
た。同国は毎年約700万トン
の小麦を輸入しており、その
大部分は価格の安い黒海地域
産で、アメリカ産を含む高品
質小麦の輸入は少量。ロイタ
ー通信によれば、本覚書に基

づき、政府は約22万トンの小
麦購入を承認し、シンガポー
ルに拠点を置く商社を通じて
トン当たり302.75ドルで購入
予定。
（Reuters　2025.7.20、7.30、
USWA 2025.7.21）

ベトナムの小麦事情（アメリ

カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦消費量
は530万トンと予測。小麦粉

の38～40％は大規模工場でイ
ンスタントラーメンなどの食
品製造に使用され、25～30％
は小規模製パン工場、20～25
％（主に小麦ふすま）は養殖
飼料に使用される。2024/25
年度の小麦輸入量は572万ト
ンで、主要輸入先国はオース

トラリア（24％）、 ウクライ
ナ（20％）、ブラジル（18％）、
アメリカ（11％）。 同年度の
小麦粉輸出量は35万トンで、
主な輸出先はタイ、フィリピ
ン、香港。
� （USDA/FAS　2025.8.6）

GoodMills（GM）グループ（オ

ーストリア）、 ポーランドで

の生産能力を倍増

ヨーロッパの大手製粉企業
GMグループはポーランド
Kutnoに新たに拡張した工場
を正式にオープンした。工場
の年間生産能力は14万トンか
ら28万トンへと倍増し、同グ

ループ内で第2位、そしてポ
ーランド最大級の製粉工場と
なった。また、同グループは
ポーランド東部に5番目の製
粉工場を建設する計画。
� （Miller　2025.7.11）

南アフリカの小麦事情

同国の小麦生産量は約180
万～200万トン、国内消費量
は約385万トンで、不足分は
主としてロシア、ポーランド、

リトアニア、ラトビア、アル
ゼンチンから輸入。また、小
麦粉としてジンバブエ、ザン
ビア、ボツワナに再輸出。同
国の製粉産業は大規模製粉工
場と小規模・零細製粉業者が
混在。大規模製粉工場は50カ
所を超え、処理能力は500～

1,500トン/日、 年間約280万
トンの小麦粉を製造してい
る。小麦粉の1人当たり年間
消費量は60～70㎏、パンの消
費量は年間約24億斤（40斤/
人）。
� （Miller　2025.8.7）

　　　　ベトナム

　　　　ポーランド

　　　　バングラデシュ

　　　　南アフリカ
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モロッコの小麦事情（アメリ

カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

モロッコ農業省は2025/26
年度の小麦生産量を350万ト
ン（普通小麦250万トン、 デ

ュラム小麦100万トン）と発
表。干ばつ被害を受けた前年
度からは42.3％増となるが、
依然として過去の水準を下回
る。政府は食料安全保障の確
保と備蓄の確保のために小麦
輸入関税ゼロを維持し、輸入
補助金を2025年12月31日まで
延長。また、最大6カ月分の

消費量確保を目的として、穀
物取引業者の資金提供による
公共部門との協調購入と国に
よる保管費用負担を含む国家
戦略小麦備蓄計画を進めてい
る。
� （USDA/FAS　2025.6.23）

ロシアの対中国小麦輸出が

13分の1に縮小

インテルファックス通信が

中国税関総署のデータを基に
報じたところによれば、ロシ
アの対中国小麦輸出は1～5月
に250万ドル相当で、これは
昨年同期の3,250万ドルの13
分の1。ちなみに、中国は1～

5月にかけて合計6カ国から小
麦を輸入し、最大の輸入元は
カナダ（2億5,960万ドル）、次
いでオーストラリア（1億
8,860万ドル）。
�（APK INFORM　2025.6.26）

　　　　モロッコ

　　　　ロシア
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［表1］世界及び主要小麦輸出国の小麦需給（IGC　2025年7月）� （百万トン）
国　名

（　）内は穀物年度
期初
在庫 生産 輸入

d） 供給計 需　要 輸出
d）

期末
在庫食用 工業用 飼料用 計 a）

アルゼンチン（12月／11月）
2023/24 3.9 15.9 0.0 19.8 5.2 0.1 0.3 6.2 8.7 4.9
2024/25 推定 4.9 18.5 0.1 23.5 5.3 0.1 0.3 6.4 11.8 5.2
2025/26 予測 5.2 20.5 0.0 25.8 5.4 0.1 0.3 6.6 13.4 5.8

オーストラリア（10月／9月）
2023/24 4.3 26.0 0.2 30.5 2.5 0.5 3.4 7.0 20.5 3.0
2024/25 推定 3.0 34.1 0.2 37.4 2.6 0.6 5.0 8.7 22.0 6.6
2025/26 予測 6.6 30.5 0.2 37.4 2.6 0.6 4.5 8.2 25.0 4.2

カナダ（8月／7月）
2023/24 5.6 32.9 0.7 39.3 3.2 0.7 4.2 9.3 25.4 4.6
2024/25 推定 4.6 35.0 0.7 40.2 3.2 0.7 4.0 8.9 28.0 3.3
2025/26 予測 3.3 35.2 0.7 39.1 3.2 0.7 4.0 9.0 26.6 3.6

EU（27）（7月／6月）
2023/24 19.5 133.1 14.2 166.8 48.9 9.5 46.1 111.0 38.9 16.9
2024/25 推定 16.9 119.4 11.4 147.8 49.0 9.3 45.5 110.2 27.2 10.4
2025/26 予測 10.4 137.2 6.9 154.5 49.0 9.5 46.5 111.6 32.0 10.9

カザフスタン （7月／6月）
2023/24 3.0 12.1 2.2 17.3 1.4 0.0 2.3 6.0 8.5 2.8
2024/25 推定 2.8 18.6 0.6 21.9 1.6 0.0 3.0 7.3 10.2 4.5
2025/26 予測 4.5 15.0 0.6 20.0 1.6 0.0 2.4 6.2 9.9 4.0

ロシア（7月／6月）
2023/24 15.6 91.0 0.6 107.2 13.6 1.7 16.0 40.1 55.6 11.6
2024/25 推定 11.6 81.3 0.4 93.3 13.5 1.7 16.0 39.0 45.1 9.2
2025/26 予測 9.2 81.7 0.5 91.4 13.5 1.7 16.1 39.1 43.0 9.4

ウクライナ（7月／6月）
2023/24 2.9 28.4 0.1 31.4 4.1 0.1 1.7 11.5 19.0 0.9
2024/25 推定 0.9 25.4 0.1 26.3 4.1 0.1 1.4 8.3 16.8 1.3
2025/26 予測 1.3 25.1 0.1 26.5 4.1 0.1 1.4 8.9 16.0 1.5

アメリカ（6月／5月）
2023/24 15.5 49.1 4.0 68.6 25.9 0.4 2.3 30.2 19.4 19.0
2024/25 推定 19.0 53.7 4.1 76.7 26.1 0.4 2.8 30.8 22.7 23.1
2025/26 予測 23.1 52.5 3.2 78.8 26.2 0.4 3.3 31.4 23.1 24.3

主要輸出国 計　b）
2023/24 70.3 388.5 22.0 480.8 104.9 13.0 76.3 221.2 196.0 63.6
2024/25 推定 63.6 385.9 17.5 467.0 105.3 12.8 78.1 219.6 183.8 63.5
2025/26 予測 63.5 397.7 12.2 473.4 105.5 13.1 78.5 220.9 188.9 63.6

中　国（7月／6月）
2023/24 140.3 136.6 14.2 291.1 98.8 7.5 32.0 149.8 1.2 140.1
2024/25 推定 140.1 140.1 4.2 284.5 99.3 7.2 28.0 146.2 1.2 137.0
2025/26 予測 137.0 140.0 6.2 283.2 100.3 7.2 28.0 147.3 1.2 134.7

インド（4月／3月）
2023/24 9.5 110.6 0.5 120.6 98.3 2.3 6.8 112.8 0.3 7.5
2024/25 推定 7.5 113.3 0.6 121.4 95.1 3.0 6.0 109.3 0.2 11.9
2025/26 予測 11.9 117.5 0.4 129.8 100.0 3.2 6.5 115.1 0.2 14.6

世界 計 e) e)
2023/24 284.1 794.7 214.5 1,078.8 556.6 27.1 154.5 806.0 214.5 272.9
2024/25 推定 272.9 799.7 197.3 1,072.6 559.8 27.5 150.5 802.1 197.3 270.4
2025/26 予測 270.4 808.3 203.4 1,078.8 570.7 27.9 151.4 814.1 203.4 264.7

世界 計 （中国を除く）
2023/24 143.8 658.1 200.3 803.1 457.8 19.6 122.5 656.2 213.3 132.7
2024/25 推定 132.7 659.6 193.1 793.5 460.5 20.3 122.5 655.9 196.1 133.5
2025/26 予測 133.5 668.3 197.2 803.0 470.4 20.7 123.4 666.8 202.2 129.9

a）種子用及び廃棄分を含む。　b）主要輸出国はアルゼンチンからアメリカまで。　d）二次製品の推定貿易量を含む。
e）IGC7月/6月データ（二次製品の貿易量を除く）

（注）本表の輸出入の値が他表で引用する貿易量の値より若干多い場合があるのは、二次製品を含むためである。
（出典）IGC/GMR567　2025.7.17
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［表2］世界の小麦生産量（IGC　2025年7月）� （百万トン）
地域・国名 2022/23 23/24 24/25（推定） 25/26（予測）

ヨーロッパ 153.6 151.9 134.7 154.9
 EU 133.3 133.1 119.4 137.2
　ブルガリア 6.2 6.6 6.7 6.9
　チェコ 5.1 5.2 4.6 4.7
　デンマーク 4.2 3.6 3.4 3.7
　フランス 34.8 36.4 26.6 33.2
　ドイツ 22.4 21.5 18.8 20.9
　ハンガリー 4.3 5.9 5.3 5.9
　ギリシャ 1.2 1.3 0.8 0.8
　イタリア 6.4 6.7 6.0 7.1
　ポーランド 13.3 13.1 12.3 12.5
　ルーマニア 8.6 9.5 10.1 12.5
　スロバキア 2.0 2.5 1.7 2.4
　スペイン 6.2 3.9 7.1 8.4
　スウェーデン 3.2 2.7 2.9 3.4
　その他 15.3 14.2 13.1 14.8
 セルビア 3.1 3.4 2.9 3.6
 イギリス 15.5 14.0 10.9 12.5
 その他 1.7 1.4 1.5 1.6
CIS 153.3 146.1 140.1 136.4
　カザフスタン 16.4 12.1 18.6 15.0
　ロシア 95.4 91.0 81.3 81.7
　ウクライナ 26.8 28.4 25.4 25.1
　その他 14.7 14.5 14.9 14.6
北中米 83.3 85.5 91.3 89.2
　カナダ 34.8 32.9 35.0 35.2
　メキシコ 3.6 3.5 2.6 1.5
　アメリカ 44.9 49.1 53.7 52.5
　その他         T         T         T         T
南米 27.1 28.5 30.9 32.7
　アルゼンチン 12.6 15.9 18.5 20.5
　ブラジル 10.6 8.1 7.9 7.8
　チリ 1.3 1.2 1.2 1.4
　ウルグアイ 1.3 1.7 1.5 1.2
　その他 1.4 1.6 1.8 1.8
近東アジア 38.9 45.9 47.7 40.7
　イラン 13.2 14.0 16.0 13.0
　イラク 3.2 5.2 6.3 5.0
　サウジアラビア 0.8 1.2 1.2 1.5
　シリア 1.6 3.0 3.0 1.2
　トルコ 19.8 22.0 20.8 19.6
　その他 0.4 0.4 0.4 0.4
極東アジア 280.4 284.8 295.1 296.5
 アジア太平洋 139.4 138.4 141.8 141.8
　中国 137.7 136.6 140.1 140.0
　その他 1.7 1.8 1.7 1.8
 南アジア 141.0 146.4 153.2 154.7
　アフガニスタン 3.8 4.4 4.9 4.9
　インド 107.7 110.6 113.3 117.5
　パキスタン 26.2 28.2 31.8 29.0
　その他 3.3 3.3 3.2 3.3
アフリカ 26.0 25.7 25.4 27.0
 北アフリカ 16.6 16.2 15.9 16.9
　アルジェリア 3.0 2.7 2.9 3.2
　エジプト 9.5 8.9 9.2 8.8
　リビア 0.1 0.1 0.1 0.1
　モロッコ 2.7 4.0 2.5 3.4
　チュニジア 1.2 0.4 1.2 1.4
 サハラ以南 9.4 9.5 9.5 10.1
　エチオピア 5.8 5.9 6.2 6.5
　南アフリカ 2.1 2.1 1.9 2.2
　その他 1.5 1.6 1.4 1.5
オセアニア 41.0 26.4 34.5 31.0
 オーストラリア 40.5 26.0 34.1 30.5
世界計 803.5 794.7 799.7 808.3

（注）Tは5万トン以下
（出典）IGC/GMR567　2025.7.17
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［表3］世界の小麦貿易量（7月/6月）（IGC　2026年7月）� （百万トン）
輸入国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）

ヨーロッパ 15.5 17.7 15.6 11.1
　アルバニア 0.2 0.2 0.2 0.3
　EU 12.4 13.7 10.9 6.4
　ノルウェー 0.2 0.4 0.4 0.4
　スイス 0.6 0.5 0.6 0.6
　その他 2.1 2.9 3.6 3.5
CIS 11.2 10.6 9.6 9.8
　アゼルバイジャン 1.5 1.1 1.5 1.3
　ジョージア 0.4 0.4 0.5 0.5
　ロシア 0.1 0.5 0.3 0.5
　タジキスタン 1.1 1.2 1.4 1.3
　ウズベキスタン 4.3 3.6 4.0 3.8
　その他 3.9 3.7 2.1 2.5
北中米 11.9 12.7 13.4 13.4
　キューバ 0.4 0.6 0.4 0.5
　メキシコ 5.2 5.2 5.5 6.2
　アメリカ 2.6 3.0 3.1 2.3
　その他 3.7 3.9 4.4 4.4
南米 12.5 13.8 15.9 15.3
　ボリビア 0.2 0.2 0.2 0.2
　ブラジル 4.8 6.0 7.2 6.5
　チリ 1.2 1.0 1.2 1.1
　コロンビア 2.1 2.0 2.0 2.1
　エクアドル 1.4 1.2 1.9 1.8
　ペルー 1.8 2.2 2.1 2.2
　ベネズエラ 0.9 1.2 1.2 1.3
　その他 0.1 0.1 0.2 0.1
近東アジア 38.9 30.0 24.1 30.3
　イラン 4.1 2.4 1.0 2.7
　イラク 3.7 2.3 1.6 2.1
　イスラエル 1.9 1.6 1.8 1.9
　ヨルダン 1.2 0.8 1.3 1.2
　クウェート 0.5 0.5 0.5 0.6
　レバノン 0.8 1.0 1.3 1.1
　サウジアラビア 4.5 3.7 3.8 3.4
　シリア 0.7 0.4 0.7 1.1
　トルコ 13.9 10.0 5.1 9.0
　UAE 1.8 1.8 1.9 2.0
　イエメン 4.2 3.9 3.6 3.8
　その他 1.6 1.5 1.7 1.7
極東アジア 63.5 71.6 57.2 61.8
　太平洋アジア 50.6 56.4 45.4 47.9
　　中国 13.4 14.0 4.0 6.0
　　インドネシア 9.6 13.0 10.7 11.8
　　日本 5.4 5.2 5.3 5.2
　　北朝鮮 0.1 0.1 0.1 0.1
　　韓国 4.5 4.5 4.4 4.5
　　マレーシア 1.7 2.0 1.9 1.9
　　フィリピン 5.5 7.0 6.6 6.6
　　シンガポール 0.4 0.6 0.5 0.5
　　台湾 1.2 1.3 1.4 1.4
　　タイ 3.5 3.1 4.1 3.7
　　ベトナム 4.3 4.9 5.3 5.2
　　その他 1.0 1.0 1.1 1.1
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輸入国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）
　南アジア 12.8 15.3 11.8 13.9
　　バングラデシュ 4.4 5.9 5.8 5.8
　　インド 0.3 0.6 0.6 0.4
　　パキスタン 2.5 3.8 0.1 2.2
　　スリランカ 1.0 0.9 1.1 1.2
　　その他 4.6 4.0 4.2 4.4
アフリカ 54.7 56.8 61.1 61.3
　北アフリカ 30.7 31.1 32.4 32.1
　　アルジェリア 8.6 8.8 9.0 8.8
　　エジプト 12.9 12.8 13.2 13.0
　　リビア 1.7 1.3 1.5 1.5
　　モロッコ 5.6 6.5 6.7 7.0
　　チュニジア 1.9 1.7 2.0 1.8
　サハラ以南 24.0 25.7 28.7 29.2
　　コートジボワール 0.7 0.9 1.0 0.9
　　エチオピア 1.0 1.2 1.1 1.0
　　ケニア 2.4 2.5 2.5 2.6
　　ナイジェリア 4.7 4.8 5.9 6.0
　　南アフリカ 2.2 2.3 2.1 2.2
　　スーダン 1.9 2.0 2.4 2.5
　　その他 11.0 12.1 13.7 14.0
オセアニア 1.3 1.4 1.3 1.3
　ニュージーランド 0.7 0.6 0.7 0.6
　その他 0.5 0.7 0.7 0.7
不詳 1.6 2.7 1.6 1.7
小計 211.2 217.1 200.0 205.9
除く製品貿易 2.9 2.7 2.7 2.5
世界計 208.2 214.5 197.3 203.4

輸出国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）
アルゼンチン 4.9 7.9 11.8 13.4
オーストラリア 32.3 22.5 21.9 25.0
カナダ 25.4 25.6 28.1 26.7
EU 33.1 36.9 25.2 30.0
カザフスタン 9.8 8.4 10.1 9.8
ロシア 48.1 55.5 45.0 42.8
ウクライナ 17.1 19.0 16.8 16.0
アメリカ 20.2 19.4 22.5 23.0
ブラジル 2.7 2.8 1.9 2.1
中国 0.2 0.3 0.3 0.3
インド 1.6 0.3 0.2 0.2
パキスタン 0.6 0.5 0.5 0.5
メキシコ 0.7 0.9 0.2 0.1
トルコ 5.0 7.4 4.8 6.0
その他 6.4 7.2 8.3 7.6
世界計 208.2 214.5 197.3 203.4

（出典）IGC/GMR567　2025.7.17
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［表4］デュラム小麦の主要輸出国の需給（IGC　2025年7月）� （百万トン）

国名（年度） 期初
在庫 生産 輸入a） 供給計

消費
輸出a） 期末

在庫食用 飼料用 計
カナダ（8月/7月）

2023/24 　　　 0.6 4.1 0.5 5.2 0.6b） 0.2c） 1.1 3.6 0.4
2024/25（推定） 0.4 5.9 0.5 6.7 0.6b） 0.3c） 1.0 5.5 0.2
2025/26（予測） 0.2 5.8 0.5 6.4 0.6b） 0.2c） 1.1 5.0 0.3

EU（27）（7月/6月）
2023/24 　　　 0.8 7.4 3.1 11.4 6.6 0.6 7.7 3.0 0.7
2024/25（推定） 0.7 7.2 2.9 10.8 6.7 0.3 7.5 2.8 0.5
2025/26（予測） 0.5 8.0 2.7 11.1 6.7 0.3 7.6 3.0 0.6

メキシコ（7月/6月）
2023/24 　　　 0.5 1.9 T 2.4 0.8 0.2 1.1 0.9 0.4
2024/25（推定） 0.4 1.4 0.1 1.9 0.9 0.1 1.1 0.2 0.6
2025/26（予測） 0.6 0.6 0.1 1.3 0.9 0.0 1.0 0.1 0.2

アメリカ（6月/5月）
2023/24 　　　 0.8 1.6 1.6 4.0 2.4 0.0 2.5 0.9 0.6
2024/25（推定） 0.6 2.2 1.5 4.3 2.4 0.2 2.7 0.9 0.8
2025/26（予測） 0.8 2.2 1.5 4.4 2.4 0.1 2.6 1.0 0.9

4大輸出国
2023/24 　　　 2.7 15.0 5.3a） 23.0 10.4 1.0 12.5 8.4a） 2.1
2024/25（推定） 2.1 16.7 4.9 23.7 10.5 0.8 12.4 9.3 2.1
2025/26（予測） 2.1 16.6 4.6 23.3 10.5 0.7 12.2 9.1 2.0

世界計
2023/24 　　　 8.0 32.6 9.6d） 40.6 32.3 0.7 34.7 9.6d） 5.9
2024/25（推定） 5.9 35.9 9.2 41.8 33.1 0.4 35.2 9.2 6.6
2025/26（予測） 6.6 35.9 8.5 42.5 33.8 0.4 35.9 8.5 6.6

注：a）セモリナと二次加工品を含む。　b）工業用を含む。　c）廃棄分と夾雑物を含む。　d）二次加工品を含まない。
出典：IGC/GMR567　2025.7.17

［表5］アメリカの小麦需給予測（USDA/ERS　2025年8月）
年度（6-5月） 単位 2021/22 2022/23 2023/24 2024/25 2025/26
作付面積 百万ha 18.92 18.52 20.06 18.65 18.37
収穫面積 百万ha 15.03 14.36 15.00 15.57 14.80
単収 トン/ha 2.98 3.13 3.27 3.45 3.54
　期初在庫 百万トン 23.00 18.36 15.50 18.95 23.15
　生産 〃 44.80 44.90 49.10 53.65 52.45
　輸入 〃 2.62 3.31 3.75 4.05 3.27
供給計 〃 70.42 66.56 68.35 76.66 78.86
　食用 〃 26.44 26.45 26.16 26.39 26.45
　種子用 〃 1.57 1.86 1.69 1.68 1.69
　飼料用他 〃 2.40 2.05 2.33 2.97 3.27
　国内消費計 〃 30.41 30.36 30.18 31.03 31.41
　輸出 〃 21.66 20.70 19.21 22.48 23.81
需要計（a） 〃 52.07 51.06 49.39 53.51 55.22
期末在庫（b） 〃 18.36 15.50 18.95 23.15 23.64
在庫率（b/a） % 35.3 30.4 38.4 43.3 42.8
平均農家価格 ドル/bu 7.63 8.83 6.96 5.52 5.30

（資料）USDA ERS “Wheat Outlook”　2025.8.14
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［表6］アメリカ小麦の銘柄別需給（USDA/ERS　2025年8月）

項目／銘柄 単位 年度 小麦計 HRW HRS SRW ホワイト デュラム

作付面積 百万ha
2024/25 18.65 9.63 4.04 2.45 1.70 0.84
2025/26 18.37 9.50 3.80 2.46 1.72 0.88

収穫面積 百万ha
2024/25 15.57 7.33 3.92 1.87 1.62 0.82
2025/26 14.80 6.82 3.68 1.79 1.64 0.87

単収 トン/ha
2024/25 3.45 2.86 3.49 4.98 4.62 2.64
2025/26 3.54 3.07 3.32 5.17 4.68 2.75

　期初在庫 百万トン
2024/25 18.95 7.47 5.17 3.43 2.31 0.57
2025/26 23.15 10.82 5.93 3.46 2.18 0.76

　生産 〃
2024/25 53.65 20.97 13.69 9.32 7.50 2.18
2025/26 52.45 20.93 12.23 9.24 7.67 2.38

　輸入 〃
2024/25 4.05 0.18 2.16 0.14 0.19 1.39
2025/26 3.27 0.14 1.77 0.14 0.14 1.09

供給計 〃
2024/25 76.66 28.61 21.02 12.89 10.00 4.15
2025/26 78.86 31.89 19.93 12.83 9.98 4.23

　食用 〃
2024/25 26.39 10.52 7.02 4.16 2.29 2.39
2025/26 26.45 10.61 7.08 4.14 2.31 2.31

　種子用 〃
2024/25 1.68 0.72 0.39 0.32 0.16 0.08
2025/26 1.69 0.71 0.42 0.33 0.16 0.07

　飼料用他 〃
2024/25 2.97 0.63 0.85 1.77 -0.67 0.39
2025/26 3.27 1.09 0.27 1.77 0.00 0.14

　国内消費計 〃
2024/25 31.03 11.87 8.27 6.26 1.78 2.87
2025/26 31.41 12.41 7.77 6.23 2.48 2.52

　輸出 〃
2024/25 22.48 5.92 6.81 3.17 6.05 0.52
2025/26 23.81 8.16 6.53 3.27 5.17 0.68

需要計 〃
2024/25 53.51 17.79 15.08 9.43 7.82 3.39
2025/26 55.22 20.58 14.30 9.50 7.65 3.20

期末在庫 〃
2024/25 23.15 10.82 5.93 3.46 2.18 0.76
2025/26 23.64 11.31 5.63 3.33 2.33 1.03

（資料）USDA/ERS “Wheat Outlook”　2025.8.14

［表7］イギリスの製粉統計（AHDB　2025年8月）� （単位：1,000トン）
年度（7-6月） 2020/21 2021/22 2022/23 2023/24 2024/25

小麦挽砕量計 5,649 6,004 6,123 6,293 5,858
うち 国産小麦 4,163 4,904 5,204 5,112 4,243

輸入小麦 1,486 1,100 919 1,182 1,615
製粉生産量計 4,489 4,708 4,864 4,932 4,570

うち パン用 2,656 2,736 2,740 2,782 2,691
ビスケット用 476 458 477 547 557
ケーキ用 N.A. 82 N.A. N.A. N.A.
家庭用 115 128 N.A. N.A. N.A.
食品製造原料用 411 400 364 328 321
その他 N.A. 906 1,071 1,069 787

（出典）AHDB　2025.8.7
（注）「製粉生産量計」及び「その他」にはスターチ及びバイオエタノールを含む。
　 　有意なサンプル数がない用途やラウンドの関係で計と内訳は一致しない。
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［表8］EUの小麦需給予測（欧州委員会　2025年7月）
①普通小麦

年度（7-6月） 単位 2022/23 2023/24 2024/25
（見込み）

2025/26
（予測）

期首在庫 1,000トン 15,478 19,464 16,766 9,581
生産量 〃 125,814 125,185 111,678 127,259
　収穫面積 1,000ha 21,929 21,916 20,203 21,006
　単収 トン/ha 5.7 5.7 5.5 6.1
輸入量（第三国から） 1,000トン 9,664 9,603 7,800 3,000
供給計 〃 150,955 154,252 136,244 139,840
域内消費量 〃 98,805 102,112 102,363 102,965
　食用 〃 41,550 41,760 41,879 41,973
　種子用 〃 4,600 4,600 4,600 4,600
　加工用 〃 8,800 9,200 9,200 9,200
　　うちバイオ燃料用 〃 2,800 3,400 3,400 3,400
　飼料用 〃 43,100 45,800 46,014 46,428
　減耗 〃 755 751 670 764
輸出量（第三国向け） 〃 32,686 35,374 24,300 29,780
需要計 〃 131,492 137,485 126,663 132,745
期末在庫 〃 19,464 16,766 9,581 7,095

②デュラム小麦

年度（7-6月） 単位 2022/23 2023/24 2024/25
（見込み）

2025/26
（予測）

期首在庫 1,000トン 1,345 812 667 641
生産量 〃 7,464 7,413 7,213 8,307
　収穫面積 1,000ha 2,284 2,317 2,158 2,252
　単収 トン/ha 3.3 3.2 3.3 3.7
輸入量（第三国から） 1,000トン 2,041 2,518 2,520 2,360
供給計 〃 10,849 10,743 10,401 11,307
域内消費量 〃 9,174 9,014 9,040 9,067
　食用 〃 8,134 8,175 8,199 8,217
　種子用 〃 400 400 400 400
　加工用 〃 95 95 95 95
　　うちバイオ燃料用 〃 0 0 0 0
　飼料用 〃 500 300 303 306
　減耗 〃 45 44 43 50
輸出量（第三国向け） 〃 864 1,061 720 918
需要計 〃 10,038 10,075 9,760 9,985
期末在庫 〃 812 667 641 1,322

（出典）欧州委員会 CIRCABC “Cereals-balance-sheets-and-forecasts”　2025.7.24
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［表9］オーストラリアの小麦需給予測（USDA/FAS　2025年7月）
市場年度

（10月/9月）
2023/24 2024/25 2025/26

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 12,372 12,372 13,060 13,060 12,500 12,500
期首在庫（1,000t） 4,371 4,371 2,912 2,912 4,247 6,247
生産量（1,000t） 25,960 25,960 34,110 34,110 31,000 31,000
輸入量（1,000t） 220 220 225 225 200 230
供給計（1,000t） 30,551 30,551 37,247 37,247 35,447 37,477
輸出量（1,000t） 19,839 19,839 25,000 23,000 23,000 25,000
飼料用等（1,000t） 4,300 4,300 4,500 4,500 4,600 4,600
FSI用（1,000t） 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,500
消費計（1,000t） 7,800 7,800 8,000 8,000 8,100 8,100
期末在庫（1,000t） 2,912 2,912 4,247 6,247 4,347 4,377
総流通量（1,000t） 30,551 30,551 37,247 37,247 35,447 37,477
単収（t/ha） 2.10 2.10 2.61 2.61 2.48 2.48

（出典）USDA/FAS　2025.7.25
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表10］カザフスタンの小麦需給予測（USDA/FAS　2025年7月）
市場年度

（9月/8月）
2023/24 2024/25 2025/26

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 13,130 13,130 13,067 12,500 12,900 12,400
期首在庫（1,000t） 4,209 4,209 3,445 3,445 4,222 2,145
生産量（1,000t） 12,111 12,111 18,577 16,500 14,500 13,800
輸入量（1,000t） 2,500 2,500 500 500 500 100
供給計（1,000t） 18,820 18,820 22,522 20,445 19,222 16,045
輸出量（1,000t） 7,825 7,825 10,000 10,000 8,000 7,500
飼料用等（1,000t） 2,500 2,500 3,200 3,200 2,500 2,500
FSI用（1,000t） 5,050 5,050 5,100 5,100 5,150 5,000
消費計（1,000t） 7,550 7,550 8,300 8,300 7,650 7,500
期末在庫（1,000t） 3,445 3,445 4,222 2,145 3,572 1,045
総流通量（1,000t） 18,820 18,820 22,522 20,445 19,222 16,045
単収（t/ha） 0.92 0.92 1.42 1.32 1.12 1.11

（出典）USDA/FAS　2025.7.9
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表11］カナダの小麦需給予測（Agriculture and Agri-Food Canada　2025年7月）

穀物年度（8月/7月） 作付
面積

収穫
面積 単収 生産 輸入

（b） 供給計 輸出
（c） 食用等 飼料用

等
国内

消費計
期末
在庫

（単位） 1,000ha トン/ha 1,000トン
デュラム小麦
　　2023/2024 2,442 2,375 1.72 4,087 5 4,666 3,549 191 272 710 407
　　2024/2025 2,576 2,565 2,29 5,870 25 6,302 5,400 200 174 602 300
　　2025/2026 2,643 2,617 2.13 5,571 25 5,896 4,600 200 368 796 500
小麦（デュラム以外）
　　2023/2024 8,505 8,324 3.47 28,859 88 33,997 21,769 3,272 3,939 8,056 4,172
　　2024/2025 8,259 8,083 3.60 29,088 100 33,361 21,800 3,200 3,834 7,861 3,700
　　2025/2026 8,296 8,130 3.55 28,862 100 32,662 21,100 3,200 3,735 7,762 3,800
小麦計
　　2023/2024 10,947 10,700 3.08 32,946 92 38,664 25,318 3,463 4,211 8,766 4,580
　　2024/2025 10,835 10,648 3.28 34,958 125 39,663 27,700 3,400 4,008 8,463 4,000
　　2025/2026 10,939 10,747 3.20 34,433 125 38,558 25,700 3,400 4,103 8,558 4,300

（出典）CANADA OUTLOOK FOR PRINCIPAL FIELD CROPS　2025.7.21
（b）輸入は製品を除く。　（c）輸出は製品を含む。
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［表12］韓国の小麦粉製粉実績等（韓国製粉協会　2025年7月）
（1）小麦製粉能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：トン）

年度 工場数 製粉能力 製粉実績 稼働率(%)
1965 22 1,412,000 405,000 28.7
2000 11 2,896,500 2,403,000 83.0
2010 11 3,082,500 2,172,000 70.5
2020 10 3,084,600 2,158,000 70.0
2021 10 3,084,600 2,203,000 71.4
2022 10 3,084,600 2,195,000 71.2
2023 10 3,084,600 2,177,000 70.6
2024 10 3,084,600 2,265,000 73.4

（2）国別小麦輸入量� （単位：トン）
年度 アメリカ オーストラリア カナダ その他 合　計
1965 432,000 － － － 432,000
2000 1,329,000 1,036,000 140,000 2,505,000
2010 1,057,000 941,000 136,000 10,000 2,144,000
2020 1,115,000 949,000 117,000 1,000 2,182,000
2021 1,020,000 1,053,000 131,000 － 2,204,000
2022 952,000 1,189,000 155,000 － 2,296,000
2023 960,000 1,042,000 130,000 － 2,132,000
2024 1,151,000 1,112,000 172,000 － 2,435,000

（注）2010年のその他にはロシアからの9,000トンを含む。

（3）種類別小麦粉生産量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：トン）
年度 中力粉 強力粉 薄力粉 合　計
1977 1,288,000 68,000 28,000 1,384,000
2000 1,201,000 300,000 284,000 1,821,000
2010 1,236,000 294,000 198,000 1,728,000
2020 1,291,000 281,000 161,000 1,733,000
2021 1,319,000 290,000 166,000 1,775,000
2022 1,334,000 288,000 157,000 1,779,000
2023 1,318,000 290,000 163,000 1,771,000
2024 1,350,000 312,000 163,000 1,825,000

（注）2000年の合計には混合小麦粉36,000トンを含む。

（4）小麦粉消費量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：トン、kg）
年度 国産小麦粉 輸入小麦粉 消費量合計 1人当たり
1965 333,000 - 333,000 11.5
2000 1,803,000 1,000 1,804,000 34.8
2010 1,765,000 73,000 1,838,000 32.6
2020 2,005,000 12,000 2,017,000 34.3
2021 2,066,000 14,000 2,080,000 35.7
2022 2,074,000 15,000 2,089,000 36.0
2023 2,061,000 15,000 2,076,000 35.7
2024 2,074,000 16,000 2,126,000 36.6

（出典）韓国製粉協会ホームページ
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［表13］中国の小麦需給予測（USDA/FAS　2025年7月）

市場年度
（7月/6月）

2023/24 2024/25 2025/26

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値

収穫面積（1,000ha） 23,627 23,627 23,587 23,587 23,600 23,600

期首在庫（1,000t） 138,818 138,818 134,503 134,503 127,602 128,102

生産量（1,000t） 136,590 136,590 140,099 140,099 142,000 141,000

輸入量（1,000t） 13,635 13,635 4,000 4,500 6,000 6,000

　うちアメリカ（1,000t） 2,173 2,173 0 0 0 0

供給計（1,000t） 289,043 289,043 278,602 279,102 275,602 275,102

輸出量（1,000t） 1,040 1,040 1,000 1,000 1,000 1,000

飼料用等（1,000t） 37,000 37,000 33,000 33,000 33,000 36,000

FSI用（1,000t） 116,500 116,500 117,000 117,000 117,000 117,000

消費計（1,000t） 153,500 153,500 150,000 150,000 150,000 153,000

期末在庫（1,000t） 134,503 134,503 127,602 128,102 124,602 121,102

総流通量（1,000t） 289,043 289,043 278,602 279,102 275,602 275,102

単収（t/ha） 5.78 5.78 5.94 5.94 6.02 5.97

（出典）USDA/FAS　2025.7.2
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表14］トルコの小麦需給予測（USDA/FAS　2025年7月）

市場年度
（7月/6月）

2023/24 2024/25 2025/26

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値

収穫面積（1,000ha） 7,200 7,200 7,250 7,250 7,300 7,300

期首在庫（1,000t） 6,484 6,484 7,503 7,503 3,303 3,303

生産量（1,000t） 21,000 21,000 19,000 19,000 19,000 16,250

輸入量（1,000t） 9,369 9,369 3,200 3,200 7,500 10,250

供給計（1,000t） 36,853 36,853 29,703 29,703 29,803 29,803

輸出量（1,000t） 9,950 9,950 7,000 7,000 7,000 7,000

飼料用等（1,000t） 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

FSI用（1,000t） 18,400 18,400 18,400 18,400 18,400 18,400

消費計（1,000t） 19,400 19,400 19,400 19,400 19,400 19,400

期末在庫（1,000t） 7,503 7,503 3,303 3,303 3,403 3,403

総流通量（1,000t） 36,853 36,853 29,703 29,703 29,803 29,803

単収（t/ha） 2.92 2.92 2.62 2.62 2.60 2.23

（出典）USDA/FAS　2025.7.3
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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コ

4
30

0.
0

62
5 

10
0

19
.0

 
42

,3
27

 
ス

リ
ラ

ン
カ

9
28

.6
2,

65
7 

0
−

10
0.

0 
0 

78
73

.3
 

35
,8

06
 

30
,0

44
 

8.
5 

94
4,

75
6 

韓
国

3 
2,

34
0 

2,
97

0
−

7.
2 

1,
30

2,
59

1 
10

9
7.

9 
11

5,
45

4 
45

6
−

3.
0 

36
3,

36
6 

17
 

0.
0 

81
3 

タ
イ

35
3

−
16

.7
 

24
3,

67
7 

13
33

3.
3 

17
,6

64
 

63
1

14
.9

 
22

6,
51

7 
独

国
16

7
−

5.
1 

95
,7

73
 

77
−

19
.8

 
87

,3
83

 
カ

ナ
ダ

7
−

12
.5

4,
66

9 
2

−
99

.0
 

5,
95

6 
15

3
29

.7
 

14
7,

43
9 

デ
ン

マ
ー

ク
0 

−
10

0.
0 

0 
68

−
23

.6
 

87
,2

04
 

ブ
ラ

ジ
ル

10
2,

14
0 

1,
18

8 
1,

05
4 

21
32

0.
0 

8,
11

8 
0 

−
10

0.
0 

0 
ス

イ
ス

1
−

50
.0

 
1,

29
7 

8
60

.0
 

43
,3

22
 

オ
ラ

ン
ダ

54
−

2.
5 

58
,1

43
 

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

27
80

0.
0 

9,
09

0 
33

4
−

16
.5

 
49

1,
89

8 
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

0 
−

10
0.

0 
0 

26
76

6.
7 

49
,3

56
 

台
湾

0 
−

10
0.

0 
0 

21
4

−
1.

8 
11

7,
18

5 
23

1
21

.6
 

23
0,

65
3 

ベ
ト

ナ
ム

25
5

−
7.

6 
12

8,
92

6 
46

3
22

6.
0 

19
3,

27
0 

80
6

20
.1

 
47

0,
26

1 
0 

−
10

0.
0 

0 
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
14

−
78

.5
 

20
,2

90
 

マ
レ

ー
シ

ア
59

−
35

.9
 

14
,4

02
 

97
9.

0 
47

,9
36

 
1,

72
3

29
.2

 
87

8,
24

9 
フ

ィ
リ

ピ
ン

34
−

2.
9 

8,
56

9 
0 

−
10

0.
0 

0 
62

1.
6 

37
,2

39
 

ベ
ル

ギ
ー

0 
−

10
0.

0 
0 

54
5

−
5.

1 
46

6,
51

4 
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
ス

ペ
イ

ン
71

−
19

.3
 

49
,0

21
 

11
0

−
51

.5
 

54
,7

44
 

伊
国

79
3

−
27

.3
 

31
3,

76
3 

33
−

35
.2

 
24

,9
70

 
64

2
−

20
.4

 
40

6,
42

4 
そ

の
他

62
28

7.
5 

26
,4

96
 

27
4

11
.4

 
18

6,
95

0 
44

5
12

.4
 

26
0,

06
3 

（
注

） 
 財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

入
＞

月
次

）に
よ

る
。（

20
20

年
3月

よ
り

年
月

表
記

を
財

務
省

貿
易

統
計

デ
ー

タ
に

準
じ

て
西

暦
記

載
）

（
6月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ
ー

ト
小

麦
粉

、小
麦（

ひ
き

割
、ミ

ー
ル

、ペ
レ

ッ
ト

）
小

麦
グ

ル
テ

ン
小

麦
粉

調
製

品
ケ

ー
キ

ミ
ッ

ク
ス

マ
カ

ロ
ニ

、
ス

パ
ゲ

ッ
テ

ィ

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
16

10
9

3,
13

9 
9.

4 
33

3,
21

9 
20

,5
01

 
3.

6 
4,

28
9,

79
3 

91
,3

97
 

−
3.

2 
17

,8
91

,3
75

 
4,

44
1 

−
10

.2
 

62
7,

60
1 

14
5,

02
1 

9.
9 

18
,5

79
,6

02
 

20
17

11
2

3,
49

8 
11

.4
 

37
0,

88
5 

22
,1

27
 

7.
9 

4,
83

0,
02

1 
91

,8
82

 
0.

5 
19

,8
82

,6
65

 
4,

71
3 

6.
1 

65
7,

55
7 

14
9,

68
9 

3.
7 

18
,4

69
,3

06
 

20
18

11
1

3,
51

1 
0.

4 
39

3,
62

0 
23

,5
05

 
6.

2 
5,

35
0,

60
0 

83
,4

06
 

−
9.

2 
18

,4
18

,5
66

 
5,

18
7 

10
.1

 
64

9,
19

3 
13

8,
49

3 
−

7.
5 

16
,6

14
,1

09
 

20
19

10
9

3,
91

3 
11

.4
 

40
4,

98
1 

19
,8

77
 

−
15

.4
 

4,
36

2,
53

5 
82

,1
55

 
−

1.
5 

17
,7

05
,7

76
 

4,
88

9 
−

5.
7 

62
1,

30
3 

14
6,

18
9 

5.
6 

16
,3

98
,7

83
 

20
20

10
7

3,
61

5 
−

7.
6 

37
7,

01
8 

20
,6

90
 

4.
1 

4,
38

9,
31

5 
83

,9
54

 
2.

2 
17

,5
46

,6
75

 
4,

35
3 

−
11

.0
 

64
4,

37
8 

18
0,

95
6 

23
.8

 
20

,1
49

,8
26

 
20

21
10

9
3,

39
4 

−
6.

1 
40

6,
04

1 
22

,2
68

 
7.

6 
5,

05
0,

53
1 

79
,5

46
 

−
5.

3 
18

,8
51

,9
92

 
4,

13
6 

−
5.

0 
67

2,
25

9 
14

1,
01

6 
−

22
.1

 
17

,4
52

,8
34

 
20

22
13

1
4,

17
9 

23
.1

 
61

7,
17

8 
22

,2
77

 
0.

0 
6,

99
7,

57
7 

77
,0

40
 

−
3.

1 
23

,9
51

,7
02

 
4,

02
3 

−
2.

7 
91

3,
95

6 
15

2,
44

0 
8.

1 
25

,6
54

,0
37

 
20

23
14

0
4,

29
6 

2.
8 

70
2,

50
9 

21
,9

34
 

−
1.

5 
10

,1
02

,2
73

 
68

,8
47

 
−

10
.6

 
24

,3
72

,8
55

 
2,

52
5 

−
37

.2
 

52
7,

53
0 

14
6,

29
9 

−
4.

0 
28

,7
26

,4
86

 
20

24
15

1
4,

20
4 

−
2.

1 
70

6,
96

5 
16

,8
19

 
−

23
.3

 
7,

02
0,

35
1 

65
,2

76
 

−
5.

2 
25

,4
77

,9
98

 
3,

38
0 

33
.9

 
71

4,
61

3 
15

8,
13

1 
8.

1 
31

,1
97

,9
89

 
20

25
年

1月
15

7
30

7 
46

.2
 

53
,4

82
 

2,
00

7 
16

.0
 

76
3,

32
6 

5,
69

0 
29

.7
 

2,
46

7,
04

0 
34

2 
−

50
.8

 
67

,7
76

 
12

,0
17

 
69

.6
 

2,
43

0,
77

5 
2

15
5

35
5 

18
.3

 
52

,5
82

 
1,

72
4 

65
.5

 
61

3,
95

3 
5,

22
2 

−
1.

9 
2,

10
7,

67
1 

10
8 

9.
6 

29
,9

85
 

12
,7

22
 

41
.1

 
2,

47
9,

10
6 

3
15

0
31

0 
−

11
.9

 
49

,3
54

 
1,

59
3 

60
.4

 
59

8,
00

5 
5,

51
0 

−
10

.9
 

1,
96

1,
28

8 
24

9 
34

.7
 

54
,0

25
 

7,
68

6 
−

29
.6

 
1,

46
6,

61
8 

4
14

8
52

8 
30

.1
 

81
,8

74
 

2,
55

1 
11

6.
6 

79
1,

18
4 

5,
61

5 
2.

5 
2,

41
1,

07
0 

33
1 

17
.1

 
56

,8
83

 
15

,4
81

 
12

.7
 

2,
86

5,
29

3 
5

14
4

35
5 

12
.3

 
53

,0
97

 
2,

26
3 

56
.0

 
76

5,
52

9 
5,

33
6 

−
2.

5 
2,

13
1,

60
9 

22
3 

−
37

.5
 

55
,5

84
 

12
,7

53
 

−
18

.5
 

2,
50

1,
22

0 
6

14
4

23
9 

−
53

.0
 

42
,4

77
 

1,
76

9 
17

.1
 

55
2,

78
0 

5,
57

3 
7.

7 
2,

33
1,

34
0 

96
 

−
42

.5
 

23
,8

86
 

13
,3

49
−

18
.9

 
2,

64
5,

07
4 

7
14

6
61

7 
89

.8
 

99
,2

43
 

1,
69

6 
−

2.
1 

52
3,

69
5 

5,
39

8 
1.

4 
2,

11
1,

18
1 

12
9 

−
53

.3
 

31
,8

89
 

16
,9

46
 

3.
0 

2,
83

3,
46

3 
8 9 10 11 12

20
25

年
1月

〜
12

月
累

計
2,

71
1 

12
.2

 
43

2,
10

9 
13

,6
03

 
41

.2
 

4,
60

8,
47

2 
38

,3
43

2.
7 

15
,5

21
,5

25
 

1,
47

7
−

28
.3

 
32

0,
02

8 
90

,9
54

5.
0 

17
,2

21
,5

49
 

米
国

18
 

−
66

.7
 

7,
09

9 
97

6
−

57
.4

 
70

7,
59

8 
90

19
0.

3 
53

,1
57

 
8,

19
4

−
12

.9
 

2,
21

8,
83

9 
英

国
5 

−
37

.5
 

3,
47

2 
11

4
67

.6
 

10
5,

18
0 

中
国

8 
10

0.
0 

1,
04

4 
31

5
35

.8
 

69
,1

31
 

2,
79

4
23

.4
 

95
1,

51
3 

1
0.

0 
40

6 
仏

国
34

8 
9.

1 
62

,3
01

 
0 

−
10

0.
0 

0 
6,

60
5

−
2.

7 
5,

08
5,

32
5 

21
2 

香
港

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

0 
−

10
0.

0 
0 

0 
−

10
0.

0 
0 

ト
ル

コ
3

−
50

.0
 

19
,5

31
 

40
,9

70
15

.2
 

6,
57

7,
57

2 
ス

リ
ラ

ン
カ

 
韓

国
3 

−
62

.5
 

27
2 

12
,0

24
−

6.
0 

1,
78

2,
58

2 
17

5
−

25
.8

 
32

,1
30

 
タ

イ
32

1
21

.1
 

29
1,

29
6 

独
国

9 
−

52
.6

 
4,

60
3 

3,
59

5
80

.8
 

87
9,

67
5 

29
6

37
.7

 
18

8,
60

4 
4

87
3.

7 
2,

85
3 

1
−

94
.1

 
30

9 
カ

ナ
ダ

10
 

−
33

.3
 

1,
91

6 
83

1
10

2.
6 

42
1,

50
2 

40
1

29
.4

 
19

7,
78

3 
デ

ン
マ

ー
ク

29
5

17
.1

 
14

5,
43

1 
ブ

ラ
ジ

ル
16

−
69

.2
 

4,
72

0 
2,

41
2 

10
,8

63
.6

 
75

0 
31

55
.0

 
7,

01
0 

ス
イ

ス
 

オ
ラ

ン
ダ

0 
−

10
0.

0 
0 

52
0

−
34

.1
 

53
2,

90
6 

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

9,
41

3
16

.3
 

2,
92

7,
99

6 
15

−
21

.1
 

7,
83

4 
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

18
 

80
0.

0 
4,

02
4 

7,
79

2
25

.1
 

3,
00

3,
17

0 
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

19
7

−
31

.8
 

22
5,

16
3 

5
66

.7
 

1,
74

3 
台

湾
3 

−
70

.0
 

56
9 

48
6

−
13

.4
 

22
1,

56
9 

0
−

10
0.

0 
0 

ベ
ト

ナ
ム

0 
33

.0
 

45
1 

62
1

16
74

.3
 

11
3,

50
0 

0 
−

10
0.

0 
0 

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

1,
32

3
38

.7
 

96
3,

72
6 

マ
レ

ー
シ

ア
37

5
−

42
.1

 
22

9,
94

5 
5

1,
69

1 
フ

ィ
リ

ピ
ン

2
0.

0 
2,

85
3 

ベ
ル

ギ
ー

20
2

−
18

.2
 

12
5,

93
2 

7
75

.0
 

5,
75

1 
0 

−
10

0.
0 

0 
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
 

0 
ス

ペ
イ

ン
50

5
42

.3
 

30
0,

64
4 

24
38

0.
0 

7,
66

3 
伊

国
1,

50
1 

16
.7

 
25

9,
56

7 
40

−
49

.4
 

30
,3

67
 

10
0 

−
43

.3
 

22
4 

37
,9

70
−

3.
9 

7,
96

1,
89

3 
そ

の
他

78
8 

14
.5

 
86

,7
91

 
1,

07
1

1,
23

8.
8 

23
4,

99
4 

1,
01

0
31

5.
6 

59
2,

52
4 

3,
73

8
86

.5
 

43
6,

37
7 

（
次

頁
に

つ
づ

く
）

小
麦
加
工
食
品
の
輸
入
の
推
移
（
7月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ
ー

ト
う

ど
ん

お
よ

び
そ

う
め

ん
そ

の
他

の
め

ん
類

食
パ

ン
、

乾
パ

ン
類

ビ
ス

ケ
ッ

ト
ふ

　
す

　
ま

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
16

10
9

26
6 

−
46

.8
 

10
1,

28
8 

20
,6

06
 

−
4.

3 
6,

59
3,

00
3 

6,
11

9 
−

15
.5

 
1,

99
8,

61
4 

18
,7

39
 

34
.8

 
8,

36
3,

43
0 

66
,4

68
 

−
8.

8 
1,

48
1,

11
4 

20
17

11
2

27
2 

2.
4 

11
0,

93
9 

22
,2

43
 

7.
9 

7,
20

7,
76

8 
5,

32
3 

−
13

.0
 

1,
90

4,
31

1 
24

,2
96

 
29

.6
 

10
,6

31
,5

48
 

66
,0

17
 

−
0.

7 
1,

55
0,

34
3 

20
18

11
1

97
 

−
64

.4
 

41
,1

01
 

22
,8

43
 

2.
7 

7,
58

0,
98

3 
5,

45
1 

2.
4 

2,
02

8,
01

0 
24

,8
53

 
2.

3 
10

,6
82

,8
48

 
67

,8
63

 
2.

8 
1,

65
1,

72
9 

20
19

10
9

87
 

−
10

.3
 

34
,7

92
 

23
,3

50
 

2.
2 

7,
52

6,
31

0 
8,

04
0 

47
.5

 
2,

63
5,

09
7 

25
,0

75
 

0.
9 

10
,5

58
,4

45
 

77
,4

15
 

14
.1

 
1,

98
9,

88
2 

20
20

10
7

21
 

−
75

.4
 

8,
52

1 
26

,2
32

 
12

.3
 

8,
42

4,
81

6 
7,

31
6 

−
9.

0 
2,

49
8,

58
2 

27
,8

28
 

11
.0

 
11

,0
13

,9
09

 
94

,3
50

 
21

.9
 

2,
35

9,
81

2 
20

21
10

9
31

 
43

.9
 

12
,8

33
 

27
,0

85
 

3.
3 

9,
11

0,
75

8 
8,

07
6 

10
.4

 
3,

18
3,

42
6 

29
,8

44
 

7.
2 

13
,5

08
,0

62
 

85
,9

98
 

−
8.

9 
2,

81
5,

01
0 

20
22

13
1

31
 

1.
0 

12
,1

84
 

27
,7

43
 

2.
4 

11
,1

60
,1

04
 

8,
50

3 
5.

3 
4,

09
8,

21
7 

32
,0

15
 

7.
3 

18
,3

27
,2

09
 

10
0,

38
1 

16
.7

 
4,

72
9,

42
2 

20
23

14
0

44
 

42
.0

 
11

,6
56

 
27

,2
46

 
−

1.
8 

11
,6

72
,4

40
 

6,
88

9 
−

19
.0

 
3,

77
4,

03
1 

27
,6

68
 

−
13

.6
 

17
,2

25
,7

86
 

11
1,

17
0 

10
.7

 
5,

44
8,

27
9 

20
24

15
1

17
 

−
61

.3
 

7,
52

0 
27

,8
06

 
2.

1 
12

,7
03

,9
93

 
7,

03
4 

2.
1 

4,
07

4,
05

0 
32

,0
87

 
16

.0
 

21
,1

40
,2

97
 

78
,5

08
 

−
29

.4
 

3,
07

0,
00

7 
20

25
年

1月
15

7
6 

84
8.

8 
3,

05
6 

2,
54

3 
15

.1
 

1,
25

6,
19

0 
53

6 
9.

2 
27

5,
59

5 
2,

79
3 

14
.9

 
1,

94
2,

11
6 

5,
48

1 
67

.1
 

20
2,

25
7 

2
15

5
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

45
6 

−
19

.0
 

69
5,

33
0 

54
7 

8.
7 

32
4,

15
5 

2,
04

8 
1.

3 
1,

23
0,

13
7 

4,
05

5 
−

25
.7

 
12

7,
31

0 
3

15
0

0 
−

10
0.

0 
0 

2,
49

4 
1.

8 
1,

19
0,

12
6 

57
3 

−
20

.1
 

30
4,

97
8 

3,
09

9 
28

.2
 

1,
72

9,
42

3 
5,

55
4 

−
36

.6
 

18
0,

49
5 

4
14

8
0 

−
10

0.
0 

0 
2,

53
3 

−
4.

4 
1,

15
7,

44
8 

67
3 

4.
7 

37
1,

65
2 

2,
16

6 
−

20
.0

 
1,

36
6,

15
8 

4,
91

1 
91

.8
 

15
4,

42
4 

5
14

4
3

0.
0 

2,
34

0 
2,

97
4 

0.
7 

1,
27

3,
44

6 
62

2 
4.

0 
31

3,
73

5 
2,

80
0 

−
4.

0 
1,

50
2,

63
8 

8,
05

9 
−

49
.2

 
23

0,
27

5 
6

14
4

21
60

0.
0 

3,
27

8 
2,

63
2 

16
.6

 
1,

14
7,

39
4 

74
4 

25
.0

 
38

2,
36

3 
2,

85
0 

8.
4 

1,
71

5,
81

5 
6,

05
6 

46
8.

1 
17

8,
11

8 
7

14
6

0 
−

10
0.

0 
25

5 
2,

66
6 

1.
2 

1,
17

0,
65

6 
66

2 
2.

2 
33

6,
52

4 
2,

70
8 

0.
0 

1,
64

4,
75

3 
2 

−
10

0.
0 

35
4 

8 9 10 11 12
20

25
年

1月
〜

12
月

累
計

30
 

10
0.

0 
8,

92
9 

17
,2

98
 

2.
1 

7,
89

0,
59

0 
4,

35
7 

3.
9 

2,
30

9,
00

2 
18

,4
66

 
3.

6 
11

,1
31

,0
40

 
34

,1
18

 
−

28
.8

 
1,

07
3,

23
3 

米
国

12
6

63
.6

 
48

,4
97

 
1,

17
0

−
3.

1 
59

0,
88

7 
20

7
−

25
.0

 
52

7,
43

4 
0 

−
10

0.
0 

0 
英

国
27

28
.6

 
10

,5
48

 
42

3
−

11
.9

 
58

0,
33

9 
中

国
27

 
92

.9
 

6,
33

4 
11

,6
37

9.
1 

5,
34

3,
96

7 
59

6
3.

1 
23

0,
79

9 
6,

02
8

14
.3

 
2,

74
7,

84
8 

仏
国

1,
05

6
6.

5 
58

8,
45

7 
20

7
−

41
.1

 
41

7,
07

1 
香

港
5

0.
0 

19
,1

61
 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

3
66

9 
3,

67
5

−
3.

8 
1,

49
1,

41
7 

4,
05

5 
−

55
.5

 
12

7,
31

0 
ト

ル
コ

4
30

0.
0 

62
5 

11
7

18
.2

 
50

,4
28

 
ス

リ
ラ

ン
カ

11
22

.2
 

3,
37

4 
92

76
.9

 
41

,0
14

 
30

,0
44

 
−

22
.2

 
94

4,
75

6 
韓

国
3 

2,
34

0 
3,

38
8

−
5.

8 
1,

47
9,

09
4 

12
2

0.
8 

13
0,

65
5 

53
3

−
7.

0 
42

3,
47

6 
17

 
0.

0 
81

3 
タ

イ
39

4
−

19
.6

 
26

5,
88

4 
20

56
6.

7 
26

,6
83

 
67

6
14

.6
 

24
7,

48
5 

独
国

21
1

0.
0 

12
1,

11
6 

89
−

19
.8

 
10

4,
53

4 
カ

ナ
ダ

7
−

12
.5

 
4,

66
9 

2 
−

99
.0

 
6,

72
1 

19
5

35
.4

 
19

4,
09

6 
デ

ン
マ

ー
ク

0 
−

10
0.

0 
0 

77
−

23
.0

 
98

,2
08

 
ブ

ラ
ジ

ル
12

33
.3

 
2,

49
8 

1
1,

05
4 

21
32

0.
0 

8,
56

9 
2 

−
60

.0
 

35
4 

ス
イ

ス
1

−
50

.0
 

1,
55

2 
8

60
.0

 
43

,3
22

 
オ

ラ
ン

ダ
0 

25
.5

 
28

5 
92

22
.7

 
10

3,
07

7 
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
27

80
0.

0 
9,

50
5 

37
9

−
22

.2
 

55
7,

73
5 

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
2

−
95

.6
 

6,
09

7 
11

26
6.

7 
8,

68
8 

台
湾

0 
−

34
.9

 
25

5 
23

8
−

13
.5

 
12

8,
80

6 
27

1
22

.6
 

27
1,

69
8 

ベ
ト

ナ
ム

29
3

−
8.

2 
14

7,
65

4 
58

0
25

3.
7 

23
4,

09
1 

90
5

19
.9

 
52

8,
79

2 
0 

−
10

0.
0 

0 
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
37

−
51

.3
 

66
,3

37
 

マ
レ

ー
シ

ア
88

−
17

.0
 

21
,1

00
 

12
9

4.
9 

62
,0

35
 

2,
22

2
28

.9
 

1,
11

8,
60

4 
フ

ィ
リ

ピ
ン

34
−

30
.6

 
8,

79
1 

0 
−

10
0.

0 
0 

63
1.

6 
38

,2
59

 
ベ

ル
ギ

ー
41

−
50

.6
 

19
,7

36
 

68
2

−
13

.2
 

57
7,

40
5 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

0 
ス

ペ
イ

ン
79

−
50

.0
 

54
,3

21
 

14
9

−
50

.2
 

72
,3

46
 

伊
国

97
8

−
21

.3
 

39
9,

29
2 

41
−

41
.4

 
31

,0
79

 
77

1
−

23
.6

 
48

6,
55

2 
そ

の
他

20
25

.0
 

7,
09

8 
31

4
3.

6 
21

1,
95

3 
53

2
18

.8
 

30
7,

14
5 

（
注

） 
 財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

入
＞

月
次

）に
よ

る
。（

20
20

年
3月

よ
り

年
月

表
記

を
財

務
省

貿
易

統
計

デ
ー

タ
に

準
じ

て
西

暦
記

載
）

（
7月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ ー ト

小
麦
粉
、小
麦
（
ひ
き
割
、ミ
ー
ル
、ペ
レ
ッ
ト
）

小
麦
粉
調
製
品
（
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
含
む
）

マ
カ
ロ
ニ
お
よ
び
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

う
ど
ん
お
よ
び
そ
う
め
ん

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
17

11
2

16
7,
60
0

5.
5

7,
23
3,
28
8

2,
56
2

0.
4

1,
19
8,
53
1

53
2

−
3.
2

13
1,
08
9

13
,7
59

1.
9

4,
21
8,
94
3

20
18

11
1

16
3,
64
0

−
2.
4

7,
42
7,
75
8

2,
59
2

1.
2

1,
29
1,
07
3

53
5

0.
6

13
6,
26
3

14
,0
64

2.
2

4,
26
6,
02
6

20
19

10
9

16
8,
32
6

2.
9

8,
27
0,
91
0

2,
88
4

11
.3

1,
32
3,
20
7

53
3

−
0.
4

15
4,
40
1

13
,7
31

−
2.
4

4,
36
3,
67
8

20
20

10
7

16
7,
37
3

−
0.
6

8,
33
7,
88
3

2,
55
5

−
11
.4

1,
14
2,
14
2

57
4

7.
8

16
4,
99
5

12
,8
30

−
6.
6

4,
45
2,
03
6

20
21

10
9

17
4,
69
0

4.
4

10
,0
47
,7
28

3,
50
6

37
.2

1,
45
9,
28
1

69
2

20
.5

18
0,
32
5

12
,2
70

−
4.
4

4,
10
9,
45
1

20
22

13
1

16
5,
28
2

−
5.
4

12
,8
84
,6
83

3,
28
3

−
6.
4

1,
39
3,
95
1

69
7

0.
8

21
0,
42
6

11
,9
90

−
2.
3

4,
19
6,
13
9

20
23

14
0

16
9,
03
5

2.
3

13
,8
33
,4
60

2,
83
3

−
13
.7

1,
28
0,
83
7

45
1

−
35
.4

18
0,
64
8

12
,0
11

0.
2

4,
51
5,
69
3

20
24

15
1

18
0,
32
0

6.
7

15
,4
98
,8
91

4,
87
8

72
.2

1,
93
1,
85
7

42
2

−
6.
3

18
1,
05
9

12
,0
91

0.
7

4,
77
9,
37
6

20
25
年
1月

15
7

12
,2
50

3.
8

1,
02
7,
24
2

29
6

41
.7

11
2,
44
8

20
−
50
.2

7,
52
9

70
1

7.
2

25
4,
87
4

2
15
5

15
,2
43

5.
8

1,
41
1,
16
9

36
5

14
.7

14
0,
46
2

34
21
.5

13
,5
40

1,
02
4

4.
6

40
3,
98
9

3
15
0

18
,1
09

15
.1

1,
51
6,
52
4

53
3

39
.0

17
0,
37
7

48
−
9.
2

18
,8
90

1,
15
8

17
.0

44
1,
87
8

4
14
8

14
,9
86

21
.3

1,
31
5,
61
9

46
5

24
.7

17
5,
44
6

33
19
.4

15
,5
33

1,
08
9

7.
6

43
8,
77
4

5
14
4

15
,7
17

3.
3

1,
32
8,
09
9

52
0

27
.6

17
7,
20
5

31
−
6.
7

13
,8
67

1,
00
4

−
2.
1

39
3,
45
5

6
1
4
4

1
5
,3
9
4

1
1
.2

1
,3
2
0
,0
7
6

4
3
0

−
1
7
.8

1
5
8
,8
2
3

6
6

1
7
5

1
5
,2
3
8

1
,2
0
3

1
3
.1

4
8
3
,2
5
0

7
1
4
6

1
3
,8
9
7

−
7
.4

1
,1
4
9
,1
3
3

5
4
4

−
7
.2

1
7
1
,8
1
8

3
3

0
.0

1
6
,5
7
9

1
,1
1
4

1
5
.4

4
2
4
,7
6
0

8 9 10 11 12
20
25
年
1〜
12
月
計

10
5,
59
6

7.
4

9,
06
7,
86
2

3,
15
3

12
.6

1,
10
6,
57
9

26
5

11
.0

11
1,
17
6

7,
29
3

9.
0

2,
84
0,
98
0

区 分
年 月

レ ー ト

ビ
ス
ケ
ッ
ト
（
ス
イ
ー
ト
）

そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
17

11
2

77
8

−
39
.8

1,
07
9,
21
1

25
,5
57

−
3.
7

29
,8
38
,3
97

9,
23
5

6.
1

5,
83
7,
26
9

20
18

11
1

89
4

14
.8

1,
26
7,
97
3

26
,4
13

3.
4

31
,0
79
,0
09

9,
88
4

7.
0

6,
25
8,
42
0

20
19

10
9

87
6

−
1.
9

1,
04
9,
93
1

25
,8
05

−
2.
3

30
,5
76
,7
32

9,
07
8

−
8.
1

6,
00
2,
48
5

20
20

10
7

88
1

0.
5

1,
06
8,
88
7

26
,0
96

1.
1

30
,7
74
,1
45

12
,1
06

33
.4

8,
55
6,
59
2

20
21

10
9

1,
05
1

19
.3

1,
56
8,
19
6

31
,8
96

22
.2

39
,9
35
,3
39

12
,0
41

−
0.
5

9,
26
2,
72
2

20
22

13
1

89
0

−
15
.4

1,
62
6,
05
8

35
,0
32

9.
8

46
,6
68
,5
88

12
,6
99

5.
5

10
,0
47
,7
06

20
23

14
0

76
9

−
13
.6

1,
40
9,
56
6

31
,7
30

−
9.
4

43
,7
64
,5
35

11
,5
89

−
8.
7

10
,1
71
,3
78

20
24

15
1

97
4

26
.7

2,
06
3,
00
7

32
,8
03

3.
4

47
,3
65
,1
46

10
,9
51

−
5.
5

10
,4
88
,8
08

20
25
年
1月

15
7

61
−
6.
3

19
9,
17
3

1,
62
5

−
11
.8

2,
43
3,
45
9

48
8

−
20
.6

47
1,
78
1

2
15
5

64
31
.4

13
1,
95
9

2,
56
0

3.
7

3,
79
3,
93
8

74
9

−
16
.9

76
9,
85
8

3
15
0

62
14
.4

12
7,
43
2

2,
69
8

0.
2

3,
87
5,
46
4

93
2

−
10
.8

94
0,
06
1

4
14
8

56
−
12
.3

99
,7
46

2,
62
5

−
3.
2

3,
75
9,
56
3

91
6

−
2.
5

85
4,
06
7

5
14
4

60
5.
8

11
1,
09
1

2,
52
0

−
0.
9

3,
62
7,
76
6

84
2

−
0.
7

81
5,
71
4

6
1
4
4

9
1

−
1
.1

1
3
5
,0
2
0

2
,7
4
0

0
.5

3
,9
0
4
,1
7
9

8
6
3

−
3
.8

8
3
9
,5
6
0

7
1
4
6

7
4

−
2
.6

1
0
4
,8
7
9

2
,5
9
9

−
4
.7

3
,8
7
2
,2
6
9

8
1
3

−
9
.4

7
9
0
,5
7
3

8 9 10 11 12
20
25
年
1〜
12
月
計

46
9

2.
5

90
9,
30
0

17
,3
66

−
2.
5

25
,2
66
,6
38

5,
60
4

−
10
.7

5,
48
1,
60
4

（
注
）　
①
財
務
省
貿
易
統
計
（
全
国
分
＞
品
別
国
別
表
＞
輸
出
＞
月
次
）に
よ
る
（
20
20
年
3月
号
よ
り
年
月
表
記
を
財
務
省
貿
易
統
計
デ
ー
タ
に
準
じ
て
西
暦
記
載
）。

②
そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等
は
、
ス
イ
ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
お
よ
び
米
菓
を
除
く
焼
菓
子
類
並
び
に
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
等
を
い
う
。

小
麦
加
工
食
品
の
輸
出
の
推
移
（
20
25
年
6・
7月
分
）

（
単
位
：
ト
ン
、
金
額
：
千
円
）
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玄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦

小
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
　
　
　
　
　
　
　
　
粉

年
　
月

買
入
数
量

対
前
年
比

加
工
量

対
前
年
比

月
末
在
庫

対
前
年
比

生
産
量

対
前
年
比

販
売
量

対
前
年
比

月
末
在
庫

対
前
年
比

平
成
29
年
度

6,
15
7

10
3.
5

5,
95
0

10
0.
1

1,
45
2

11
6.
5

4,
70
3

10
0.
4

4,
71
1

10
0.
6

30
7

97
.4

平
成
30
年
度

5,
77
3

93
.8

5,
86
4

98
.5

1,
36
1

93
.7

4,
67
2

99
.3

4,
67
2

99
.2

30
7

10
0.
1

令
和
元
年
度

5,
73
2

99
.3

5,
84
0

99
.6

1,
25
3

92
.1

4,
62
3

99
.0

4,
62
6

99
.0

30
4

99
.1

令
和
2年
度

5,
74
5

10
0.
2

5,
68
1

97
.3

1,
31
7

10
5.
1

4,
48
2

96
.6

4,
49
1

97
.1

29
4

96
.9

令
和
3年
度

5,
76
0

10
0.
3

5,
65
6

99
.6

1,
42
2

10
7.
9

4,
46
1

99
.5

4,
47
3

99
.6

28
3

96
.2

令
和
4年
度

5,
72
3

99
.4

5,
63
9

99
.7

1,
50
6

10
5.
9

4,
43
7

99
.5

4,
44
7

99
.4

27
3

96
.4

令
和
5年
度

5,
35
5

93
.6

5,
65
9

10
0.
4

1,
20
3

79
.8

4,
46
4

10
0.
6

4,
45
2

10
0.
1

28
5

10
4.
5

令
和
6年
度

5,
70
8

10
6.
6

5,
75
4

10
1.
7

1,
15
6

96
.1

4,
52
2

10
1.
3

4,
52
7

10
1.
7

28
0

98
.4

6
.4

47
3

87
.7

50
7

10
1.
1

1,
16
9

75
.7

40
2

10
1.
1

40
7

10
5.
9

28
0

98
.0

5
45
8

20
1.
0

47
6

10
4.
6

1,
15
0

87
.3

37
3

10
2.
7

37
2

10
1.
7

28
0

99
.2

6
51
1

10
2.
5

46
7

96
.5

1,
19
4

89
.7

36
8

96
.9

36
6

93
.9

28
2

10
3.
5

7
39
0

10
0.
6

47
5

10
7.
2

1,
10
9

86
.9

37
1

10
6.
4

38
3

10
9.
1

27
0

10
0.
0

8
60
2

14
3.
2

45
1

99
.8

1,
26
0

10
1.
2

35
1

99
.3

35
4

10
0.
4

26
7

98
.5

9
54
3

87
.2

46
7

10
0.
4

1,
33
6

95
.3

36
7

10
0.
4

36
3

99
.8

27
1

99
.2

10
41
2

10
6.
6

50
9

10
6.
3

1,
23
9

94
.6

39
5

10
5.
2

39
7

10
6.
4

26
9

97
.8

11
54
3

10
8.
6

50
8

10
2.
8

1,
27
4

96
.8

39
8

10
2.
4

38
9

10
1.
0

27
8

99
.8

12
53
3

11
5.
6

51
3

10
0.
1

1,
29
4

10
2.
3

40
5

10
0.
7

40
8

10
2.
6

27
5

97
.1

7
.1

40
7

11
4.
9

44
6

10
1.
6

1,
25
6

10
6.
4

35
5

10
2.
3

34
9

10
1.
3

28
2

98
.3

2
43
5

10
0.
9

44
5

99
.2

1,
24
5

10
7.
1

35
1

98
.4

34
9

98
.4

28
3

99
.3

3
40
1

76
.2

49
0

10
1.
0

1,
15
6

96
.1

38
8

10
0.
1

39
0

10
0.
7

28
0

98
.4

7
.4

43
0

91
.0

50
6

99
.9

1,
08
0

92
.4

40
7

10
1.
3

40
7

99
.9

28
0

10
0.
3

5
52
5

11
4.
8

47
5

99
.7

1,
13
1

98
.3

37
4

10
0.
3

37
2

10
0.
1

28
2

10
0.
5

6
5
4
3

1
0
6
.2

4
7
3

1
0
1
.4

1
,2
0
0

1
0
0
.5

3
7
3

1
0
1
.3

3
7
1

1
0
1
.4

2
8
3

1
0
0
.4

7
4
4
1

1
1
3
.0

4
9
7

1
0
4
.6

1
,1
4
3

1
0
3
.1

3
8
9

1
0
4
.8

3
9
6

1
0
3
.5

2
7
5

1
0
2
.1

8 9 10 11 12 8
.1 2 3

年
度
計

（
注
）　
１
.�玄
麦
の
買
入
・
加
工
数
量
に
は
SB
Sで
の
買
受
分
（
19
年
度
か
ら
）、
大
臣
証
明
制
度
に
よ
る
輸
出
見
返
り
分
、
納
付
金
輸
入
分
、
民
間
流
通
麦
及
び
そ
の
他
国
内
産
麦
を
含
み
、
小
麦
粉
の
生
産
・
販
売
量
は
、
輸
出
分
を
除
い
た
数
量
で
あ
る
。

　
　
　
２
.「
製
粉
・
精
麦
工
場
需
給
実
績
報
告
」（
農
産
局
農
産
政
策
部
貿
易
業
務
課
）に
よ
る
。

　
　
　
３
.四
捨
五
入
の
関
係
で
内
訳
と
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

資料製粉工場の月別需給動向

製
粉
工
場
に
お
け
る
玄
麦
お
よ
び
小
麦
粉
の
月
別
需
給
動
向
（
令
和
7年
度
）

（
単
位
：
千
ト
ン
、
前
年
比
％
）
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資料 国際価格の推移

品
　
　
　
　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
17

（
4.
26
）

15
6

（
4.
55
）

16
7

（
4.
12
）

15
1

（
4.
30
）

15
8

（
4.
23
）

15
6

（
4.
54
）

16
7

（
4.
95
）

18
2

（
4.
30
）

15
8

（
4.
21
）

15
5

（
4.
40
）

16
1

（
4.
28
）

15
7

（
4.
18
）

15
3

（
シ
カ
ゴ
・
S
R
W
小
麦
N
o.
2，

�
期
近
も
の
）

20
18

（
4.
17
）

15
3

（
4.
62
）

17
0

（
4.
79
）

17
6

（
4.
73
）

17
4

（
4,
94
）

18
1

（
5.
00
）

18
4

（
4.
82
）

17
7

（
5.
32
）

19
6

（
4.
80
）

17
6

（
5.
25
）

19
3

（
5.
08
）

18
7

（
5.
28
）

19
4

20
19

（
5.
11
）

18
8

（
5.
04
）

18
5

（
4.
48
）

16
4

（
4.
60
）

16
9

（
4.
49
）

16
5

（
5.
39
）

19
8

（
5.
08
）

18
7

（
4.
69
）

17
2

（
4.
89
）

18
0

（
5.
07
）

18
6

（
5.
17
）

18
5

（
5.
39
）

19
8

20
20

（
5.
73
）

21
1

（
5.
43
）

19
9

（
5.
12
）

18
8

（
5.
40
）

19
9

（
5.
02
）

18
5

（
5.
05
）

18
6

（
5.
51
）

20
2

（
5.
00
）

18
4

（
5.
38
）

19
8

（
6.
18
）

22
7

（
5.
98
）

22
0

（
6.
00
）

22
0

20
21

（
6.
75
）

24
8

（
6.
58
）

24
2

（
6.
45
）

23
7

（
6.
54
）

24
0

（
6.
84
）

27
0

（
6.
61
）

24
3

（
6.
72
）

24
7

（
7.
61
）

28
0

（
7.
13
）

26
2

（
7.
34
）

27
0

（
8.
27
）

30
4

（
7.
56
）

27
8

20
22

（
7.
42
）

27
3

（
7.
80
）

28
7

（
11
.5
）

42
4

（
11
.0
）

40
3

（
12
.5
）

45
9

（
10
.5
）

38
6

（
7.
81
）

28
7

（
8.
00
）

29
4

（
8.
44
）

31
0

（
8.
62
）

31
7

（
8.
28
）

30
4

（
7.
58
）

27
9

20
23

（
7.
44
）

27
3

（
7.
69
）

28
2

（
7.
02
）

25
8

（
6.
83
）

25
1

（
6.
61
）

24
3

（
6.
62
）

24
3

（
6.
54
）

24
0

（
5.
99
）

22
0

（
6.
04
）

22
2

（
5.
77
）

21
2

（
5.
72
）

21
0

（
6.
29
）

23
1

20
24

（
5.
82
）

21
4

（
5.
67
）

20
8

（
5.
20
）

19
1

（
5.
52
）

20
3

（
6.
66
）

24
5

（
6.
13
）

22
5

（
5.
33
）

19
6

（
5.
28
）

19
4

（
5.
79
）

21
3

（
5.
80
）

21
3

（
5.
37
）

19
7

（
5.
50
）

20
2

20
25

（
5.
47
）

20
1

（
6.
00
）

22
1

（
5.
46
）

20
1

（
5.
42
）

19
9

（
5.
33
）

19
6

（
5.
37
）

19
7

（
5.
39
）

19
8

（
5.
06
）

18
6

（
5.
25
）

19
3

と
う

も
ろ

こ
し

20
17

（
3.
59
）

14
1

（
3.
79
）

14
9

（
3.
54
）

13
9

（
3.
71
）

14
6

（
3.
68
）

14
5

（
3.
80
）

15
0

（
3.
65
）

14
4

（
3.
55
）

14
0

（
3.
39
）

13
3

（
3.
53
）

13
9

（
3.
38
）

13
3

（
3.
48
）

13
7

（
シ
カ
ゴ
，
イ
エ
ロ
ー
・

�
コ
ー
ン
N
o.
2，
期
近
も
の
）

20
18

（
3.
48
）

13
7

（
3.
68
）

14
5

（
3.
87
）

15
2

（
3.
86
）

15
2

（
4.
02
）

15
8

（
3.
61
）

14
2

（
3.
30
）

13
0

（
3.
62
）

14
2

（
3.
37
）

13
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
67
）

14
4

（
3.
77
）

14
8

20
19

（
3.
71
）

14
6

（
3.
75
）

14
8

（
3.
62
）

14
2

（
3.
63
）

14
3

（
3.
70
）

14
6

（
4.
53
）

17
8

（
4.
41
）

17
4

（
3.
61
）

14
2

（
3.
74
）

14
7

（
3.
93
）

15
5

（
3.
78
）

14
6

（
3.
66
）

14
4

20
20

（
3.
88
）

15
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
70
）

14
6

（
3.
19
）

12
6

（
3.
17
）

12
5

（
3.
29
）

13
0

（
3.
26
）

12
8

（
3.
24
）

12
8

（
3.
66
）

14
4

（
4.
03
）

15
9

（
4.
16
）

16
4

（
4.
24
）

16
7

20
21

（
5.
31
）

20
9

（
5.
52
）

21
7

（
5.
49
）

21
6

（
5.
90
）

23
2

（
7.
27
）

26
7

（
6.
67
）

26
3

（
5.
64
）

22
2

（
5.
64
）

22
2

（
5.
33
）

21
0

（
5.
25
）

20
7

（
5.
76
）

22
7

（
5.
85
）

23
1

20
22

（
5.
96
）

23
5

（
6.
37
）

25
1

（
7.
57
）

29
8

（
7.
90
）

31
1

（
8.
09
）

31
9

（
7.
73
）

30
5

（
6.
06
）

23
9

（
6.
26
）

24
7

（
6.
76
）

26
6

（
6.
90
）

27
2

（
6.
66
）

26
2

（
6.
53
）

25
7

20
23

（
6.
75
）

26
6

（
6.
75
）

26
6

（
6.
25
）

24
6

（
6.
66
）

26
2

（
5.
92
）

23
3

（
6.
23
）

24
5

（
4.
99
）

19
7

（
4.
64
）

18
3

（
4.
76
）

18
7

（
4.
89
）

19
3

（
4.
78
）

18
8

（
4.
83
）

19
0

20
24

（
4.
43
）

17
5

（
4.
17
）

16
4

（
4.
22
）

16
6

（
4.
31
）

17
0

（
4.
62
）

18
2

（
4.
50
）

17
7

（
3.
90
）

15
4

（
3.
75
）

14
8

（
4.
10
）

16
2

（
4.
01
）

15
8

（
4.
24
）

16
7

（
4.
45
）

17
5

20
25

（
4.
78
）

18
8

（
4.
96
）

19
5

（
4.
45
）

17
5

（
4.
81
）

18
9

（
4.
48
）

17
7

（
4.
34
）

17
1

（
4.
01
）

15
8

（
3.
83
）

15
1

（
4.
23
）

16
6

（
注
）　
シ
カ
ゴ
相
場
に
よ
る
月
央
の
終
値
で
あ
る
（
20
25
年
8月
分
は
8月
15
日
、
20
25
年
9月
分
は
9月
15
日
）。

国
  際

  価
  格

  の
  推

  移
  （

20
25

年
8月

・
9月

分
）　

（
単
位
：
ト
ン
当
た
り
ド
ル
、（
　
）内
は
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
ド
ル
）
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入
札

月
お

よ
び

積
月

令
和

7年
1月

入
札

分
（

3・
4月

積
み

／
4・

5月
到

着
）

令
和

7年
2月

、
3月

第
1回

入
札

分
（

4・
5・

6月
積

み
／

5・
6・

7月
到

着
）

令
和

7年
3月

第
2・

3回
入

札
分

（
5・

6月
積

み
／

6・
7月

到
着

）
令

和
7年

4月
入

札
分

（
6・

7月
積

み
／

7・
8月

到
着

）

産
 地

 国
銘

  柄
数

　
量

落
札

価
格

（
加

重
平

均
）

※
税

別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

数
　

量
落

札
価

格
（

加
重

平
均

）
※

税
別

［
参

考
値

］
※

左
の

税
込

み
価

格
（

税
率

 8
％

）

ア
メ

リ
カ

W
W

33
,1

73
44

,0
58

47
,5

83
59

,8
97

42
,9

88
46

,4
27

25
,9

60
43

,4
48

46
,9

24
46

,5
15

42
,2

08
45

,5
85

S
H

41
,1

10
44

,4
06

47
,9

58
79

,3
20

44
,1

31
47

,6
61

55
,8

30
44

,3
31

47
,8

77
50

,5
00

43
,0

62
46

,5
07

D
N

S
33

,8
88

48
,8

75
52

,7
85

31
,3

56
48

,6
36

52
,5

27
48

,1
37

48
,4

74
52

,3
52

33
,6

40
48

,8
30

52
,7

36

小
  計

10
8,

17
1

45
,6

99
49

,3
55

17
0,

57
3

44
,5

58
48

,1
23

12
9,

92
7

45
,6

90
49

,3
45

13
0,

65
5

44
,2

43
47

,7
82

カ
ナ

ダ
1C

W
17

7,
47

4
46

,5
93

50
,3

20
16

4,
56

3
45

,4
44

49
,0

80
86

,9
36

45
,2

84
48

,9
07

15
3,

68
4

44
,1

44
47

,6
76

小
  計

17
7,

47
4

46
,5

93
50

,3
20

16
4,

56
3

45
,4

44
49

,0
80

86
,9

36
45

,2
84

48
,9

07
15

3,
68

4
44

,1
44

47
,6

76

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
A

S
W

63
,2

70
50

,6
14

54
,6

63
76

,0
10

51
,6

83
55

,8
18

25
,4

40
51

,3
28

55
,4

34
56

,6
40

49
,0

23
52

,9
45

小
  計

63
,2

70
50

,6
14

54
,6

63
76

,0
10

51
,6

83
55

,8
18

25
,4

40
51

,3
28

55
,4

34
56

,6
40

49
,0

23
52

,9
45

計
34

8,
91

5
47

,0
45

50
,8

09
41

1,
14

6
46

,2
30

49
,9

28
24

2,
30

3
46

,1
36

49
,8
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製粉振興会では、（一社）栄養改善普及会が学生や主婦層を対象に実施する「食品と栄養のミニ移
動教室～元気のみなもと小麦粉パワー」事業に協賛しています。本年度は新たな取り組みとして、
一部の教室で全国パン粉工業協同組合連合会も協賛し、パン粉を活用したメニューの実習も行われ
ます。

今回は埼玉県越谷市にて開催されたミニ移動教室に参加してきました。当日は酷暑の中、地域の
主婦層16名が参加し、開催責任者より製粉振興会の小冊子「元気のみなもと小麦粉パワー」などが
紹介された後、栄養改善普及会リーダー講師の指導のもと、栄養三色運動に基づきパン粉を使用し
たメニューを含む4品の調理実習が行われました。

会場では、参加者から小麦粉やパン粉に関する質問や意見が活発に交わされ、とりわけ小麦粉の
保管方法や製品の購入先に関する関心の高さがうかがわれました。各参加者が愛用の小麦粉製品や
調理法を共有する場面も見られ、食に対する探究心が高い方が多いことが感じられます。

こうした取組みは、小麦粉やパン粉の理解促進と消費喚起につながるとともに、食育の観点から
も有意義であり、弊会としても引き続き、取組みの全国的な展開を応援してまいります。
当日の調理メニュー
①ジャガイモのニョッキ きのこクリーム（主食）
②鶏もものパン粉焼き（主菜）
③クミン香るさっぱりサラダ（副菜）
④バナナクレープ（デザート）

「食品と栄養のミニ移動教室～元気のみなもと小麦粉パワー」
（主催：（一社）栄養改善普及会）に参加

振興会からのたより
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★
編
集
後
記

読者の皆様、弊会の機関誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにするため
に、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。
また、この本誌の内容の充実を図っていきたいと考えていますので、ご意見等がござ
いましたらお寄せ下さい。
・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、紹介等と考えていま
すが、小麦と関係のない趣味などの話でも結構です
・投稿者名は実名でも筆名でも結構です
・長さは1,200字程度（1頁）とします　・掲載分には薄謝を進呈します

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（　　　）マスコットの
小麦粉の精

●健康維持のために必要な栄養素の基準を示す厚生労働省の「日本人の食事摂取基
準」が5年ぶりに改定され、食物繊維の目標量などが見直されました。近年の研究によ
って食物繊維と健康との関わりがより明確になってきている一方、日本人の摂取量は
減少傾向にあります。本号では、日本食物繊維学会理事長でもある大妻女子大学の青
江誠一郎先生に、穀物摂取の意義や今後の展望についてご解説いただきました。
●さて、2020年9月号から5年間務めてまいりました編集担当も、今号で一区切りとな
ります。これまでご愛読くださった皆さまに、心より御礼申し上げます。
　振り返ればコロナ禍やウクライナ情勢に伴う穀物相場の高騰など、業界にとって厳
しい出来事が続いた時期でしたが、それでも毎号、多くの方に読んでいただけたこと
が、何よりの励みでした。本誌の記事が少しでも皆さまの参考となり、お役に立てて
いたなら幸いです。これからも本誌をご支援いただけますようお願い申し上げます。
 編集人

●平成27年の食品表示法の改正により、容器包装に入れられた加工食品には栄養成分
表示が義務化され、炭水化物のうちの食物繊維は、日本人の摂取状況が目標を下回っ
ていることや生活習慣病予防の関連から表示が推奨される成分とされています。「日
本人の食事摂取基準」における私の年齢の食物繊維の目標量は21ｇ／日とされていま
すが、とある雨の日の私の昼食（コンビニで購入したレタスサンドイッチ、ホットド
ッグ、おにぎり（梅））の表示を見てみたところ、炭水化物の内の食物繊維量はレタス
サンドイッチが2.1g、ホットドッグが0.9g、おにぎりが2g、合計で5gでした。食欲の
秋となりますが、食べ過ぎに留意しつつ、これからも穀物を中心としたバランスの良
い食生活に努めたいと思います。
●例年9月号では、農林水産省が公表した食料自給率・食料自給力指標を資料として
掲載してきましたが、今年は公表がずれ込んでおり掲載は次号となる予定です。
　なお、9月4日付けの日本農業新聞には、2024年度の米の「需要実績」の確定が遅れ
自給率の計算ができないためまだ発表されていないとの記事が掲載されていました。
 編集者Y

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─

編集後記 ’22.7 月号 

 

 

●小麦・小麦粉製品の価格高騰の行方がなかなか見えてまいりません。本号では、福

山大学上林教授様に USDA の農業見通しの概要解説と併せてウクライナ侵攻が国際マ

ーケットにもたらしている影響について解説いただきました。 

また、このほど農林水産省が公表した「食料の安定供給に関するリスク検証（2022）」

について農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室志度様に解説を寄稿いただきまし

た。様々な要素からなるリスクを視覚化して、分析されており、リスクの全体像がす

っきり頭に収まる想いです。 

例年にない早い梅雨明けでもう十分酷暑を過ごした感覚ですが、まだ夏休みはこれ

からが本番です。新型コロナウイルス感染者はまた連日増加の報道が続いております

が、感染に気を付けつつリフレッシュしたいものです。         編集人 

 

 

●弊会の新年度もはじまりました。新型コロナウイルスの新規感染者がまた増えてき

ている中で、私にも 4 回目の接種券が届いたので、早速接種の手続きをし、感染予防

していきたいと思います。第 58 回製粉教室は 36 名の参加で終了することができまし

た。いろいろ調整いただきました製粉会社の担当の方には厚く御礼申し上げます。ま

た、受講生におかれましては、今後のご活躍を祈念申し上げます。   稲谷久雄 

 

 

●「製粉振興会コナちゃんねる」は既にご視聴いただけておりますでしょうか？子供

たちへの小麦粉のＰＲとしてこれまで「毎日小学生新聞」「Ｎｅｗｓがわかる」に記事

を掲載してきましたが、読んでいただくだけでは無く、動画によって分かりやすく解

説したり、実際に料理を作りながら学んでいただくことを前提に制作しています。６

月に第 4 弾を配信して、これまで「餃子」「うどん」「クッキー」「スパゲッティ」と小

麦粉ならではのメニューとなっているのと、それぞれのテーマからクイズを出題し、

より小麦粉のことを知っていただくような動画となっています。是非チャンネル登録

いただき、小麦粉の普及拡大に活用いただけたらと思いますので、よろしくお願いし

ます！                              編集者Ｓ 

製粉振興会コナちゃんねる  

チャンネル登録　　　
お願いします　⇒　
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